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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幕まく間あい──　もう一人の勇者について







「君って、ほんとに本が好きだよね～」


　そう、突とつ然ぜん声をかけられた。


　かわいらしい、女の子の声。


　それに僕ぼくは顔を上げる。


　すると一人の少女がいる。


　すごく、綺き麗れいな女の子だった。


　年のころは僕と同じ、十五、六、くらいだろうか？


　つんと高い鼻に、整った目鼻立ち。


　金色に波うつ長い髪かみ。


「…………」


　そう。


　彼女は金色の髪を持っている。


　僕の生まれた国には存そん在ざいしない、金色の髪を。


　僕は少しだけ目を細めて、そのウェーブのかかった金色の髪を見つめる。それから彼女の瞳ひとみを見つめ、手に持っていた一冊さつの本をぱたんと閉とじてから、言った。


「……別に、本なんか読むの、俺おれは嫌きらいだぜ？」


　すると彼女は笑った。


　それを見て、ひどく。


　本当にひどく、無む邪じや気きな笑え顔がおだと僕は思う。


「もぉ～、噓うそばっかり。じゃあなんで君は毎日、この図書館にきてるのかな？」


　それに僕は肩かたをすくめた。


「他にいくところがないからさ」


「他にいくところがないですって？　あは。この北大陸最大の国、ストオル帝てい国こくの首都にいて、いくところがないなんて言う人、初めて見た」


「そう？」


「そうよ。遊ぶところなんてそれこそ、死ぬほどあるわ」


「死ぬほど、ね」


「そう。死ぬほど」


　それに、僕は苦く笑しようする。彼女の無邪気な笑顔を見つめて、苦笑する。


「じゃあ、その死ぬほど遊ぶところがあるはずのストオルで、君はなんでこの図書館にいる？」


「……それは」


　そこで、彼女は少しだけ困こまったように眉まゆ根ねを寄よせる。それからこちらを見つめ、気き恥はずかしそうに微笑ほほえんでから言う。


「……ちょっと、あなたのことがタイプだったから、かな」


「へぇ」


「あら、なによその気のない返事」


「いや、気はあるよ。君はかわいいし、それにその、髪の色も綺麗だ」


　すると彼女はまた、微笑む。無邪気な笑顔。悩なやみを知らない、本当に無邪気な笑顔。


　自分の美び貌ぼうと、その美貌の価か値ちをよくわかっている顔だ。


　彼女は自分の金色の髪に触ふれ、嬉うれしそうに、


「髪を褒ほめられたのは、初めて。そんなに……」


「綺麗だ」


　と、僕は言った。


「君が着ているそのドレスに、よく似に合あう」


　と、僕は言った。


　それに彼女の顔が、少し赤らむ。瞳がうるむ。僕はその、彼女の顔を見る。金色の髪かみを見る。その金色の髪に映はえる、紺こんのドレスを見る。


　そして。


「…………」


　そして思いだすのだ。


　故こ郷きようのことを。


　北大陸の、さらに北の果てにある、小さな集落のことを。


　その集落では、少し珍めずらしい髪の色をした者が生まれる。大半の子こ供どもが、桃もも色いろがかった色の髪で生まれてくるのだ。


　もちろん僕も、僕の家族も、友達も、桃色の髪が多い。


　そのかわり、金色の髪の子供が生まれない。


　どうしてそうなのかはわからないが、僕は故郷で、金色の髪を持った人間を見たことがなかった。


　物心がつくまで、金色の髪を持った人間を見たことがなかった。


　だから僕は、彼女に見とれるのだ。


　綺き麗れいな、金色の髪を持っている彼女に見とれるのだ。


　そしてその金色の髪に見とれながら、思いだすのだ。


「…………」


　突とつ然ぜん僕らの集落に大軍を率ひきいてきて、集落の長おさだった僕の父親の首を刎はね飛ばし、さらに母親や村の女たちを犯おかし、攫さらい、殺して回ったあげくに、我われらの軍門に降くだれと命令してきた、金色の髪をしたあの男のことを思いだすのだ。


　ストオル帝国の王、フェンネン・ダラスの顔を。


「…………」


　金色の髪は、このストオルでは王族に連なる者の間によく生まれるらしい。高こう貴きな血けつ統とうの者たちの間によく生まれるらしい。


　つまり彼女は、貴族の少女だ。着ている服も、身に着けている装そう飾しよく品ひんも、ひどく、ひどく高価そうだった。


　彼女が言う。僕をうっとりとした顔で見つめて、彼女が言う。


「……あなたの髪こそ、本当に珍しい色。ピンク色の髪をした人なんて、私初めて見た」


「そう？」


「うん」


「変かな？」


「ううん。すごく綺麗だと思う」


「ほんとうに？」


「うん」


「そか。やったね。褒められた～！」


　と、僕が軽く両手を上げてそう言うと、


「あはは。ほんとにあなた、おもしろい人ね」


　と、彼女は笑った。


　それに僕も笑う。


　無む邪じや気きな彼女の笑顔を見て、僕も笑う。


「…………」


　この桃色の髪を見た上で、僕が何者なのか──おまえらにいったいなにをされた者達なのかがわからない、無邪気で、無知な馬ば鹿か女を嗤わらう。


　僕は人ひと質じちだった。


　北の果ての小さな集落、ガスターク地方を治めていたロイル・エディアの息子むすこ──それが僕だった。


　そしてもう二度と、北の果て、峡きよう谷こくの奥おくに住む田舎いなか者ものたちがストオル帝てい国こくに歯向かわないようにと、僕は捕とらえられて、人質になってからすでに三年になる。


　僕と、そしてやはりガスタークの中では名門とされていたペンテスト家の長男、オルラ家の長男が、人質としていま、ここにいる。


　表向きは貴族として迎むかえられたということになっているが──


「……俺たちはムシケラ以下だ」


「え？」


「ううん、なんでもない。でも君は歴史があまり得意じゃないようだね」


　すると彼女は少しだけ不思議そうな顔になって、


「なんでそう思うの？」


　と、言った。


　それに僕は答える。


「ガスタークって、知ってる？」


「ガスターク？」


「知らないか」


「ううん、知ってるけど。あれでしょ？　横おう暴ぼうな地方の豪ごう族ぞくだった、ロイル・エディアが治めてた地方でしょう？　数年前にストオルの軍が集落を解かい放ほうするまでは、本当にひどい圧あつ制せいに民たみが苦しんでたっていう」


　と、いうのが、いま、このストオルに出まわっている歴史書には書かれている。


　いま、僕が読んでいる本もその、恥はずかしいほどの噓うそが書かれた歴史書の一冊さつだった。


　父親を殺し、女を犯し、略りやく奪だつの限かぎりを尽つくしたのは、ストオルの兵なのに。


　それまでのガスタークは、ただ、ただ、なにもない、平和で、平へい凡ぼんな、田舎の集落に過すぎなかったのに。


　彼女が不思議そうな顔で言う。


「でも、それがどうしたの？」


「別に。いま、これ読んでてさ」


　と、噓八百が書かれた歴史書を僕は掲かかげる。


　彼女はそれに目を丸くして、


「あ～、君ってもしかして、歴史オタク君？」


　その言葉に、僕は首を振ふる。


「いいや。どっちかっていうと、歴史は嫌きらいだよ」


「ええ～？」


　と、疑うたがわしげな顔をする彼女に、僕は言う。


「ほんとだって。どの歴史の本を読んだって、書いてあることは一いつ緒しよだからつまんないよ。いつだって人が争って、人が死んで、でも結局なにも残らないってことしか書いてない。なのに人間は馬鹿だから、そこからなにも学ばないし、それどころかさらに欲よく望ぼうを膨ふくらませて、もっと欲ほしい、もっと欲しい、もっと欲しいの繰くり返し。はっきり言って、うんざりだ」


　と、そう言った。


　吐はき捨すてるように言った。


　するとそれに、彼女はしばらく、少しだけ真しん剣けんな顔でこちらを見つめてから、嬉うれしそうな声こわ音ねで言う。


「……そういう、難むずかしいこと考えてる人を歴史オタクって言うんだよ？」


「あら、そうなの？」


「うん」


「じゃあ、そうかもな。で？　つまんない奴やつって思って、幻げん滅めつした？」


　しかしそれに、彼女は首を振る。真まっ直すぐ、こちらを見つめてから、


「……ううん。かっこいいと、思う。私の周りの男友達はみんな、お酒飲んで、馬ば鹿かみたいに騒さわいで、女の子を追いかけまわすことしか考えてないから……私、あなたみたいな人に、初めて会った」


　と、彼女は言った。


　それに僕は笑う。


「……僕だって頭の中は女の子を追いかけまわすことで一いつ杯ぱいだぜ？　とくに君みたいなかわいい女の子を目の前にしたら、頭の中はそういうことで一杯だ」


　そう言って、僕は手を差し出す。こちらにこいと、彼女へ向けて手を伸のばす。


　すると彼女はまた、顔を赤らめて、


「私、まだあなたの名前も知ら……」


「レファルだ。レファル・エディア。で、君は？」


「私は……」


　が、そこで突とつ然ぜん。


「レファ～ル」


　という、男の声が、やはり同じ図書室の中であがった。


　しかし僕ぼくはそれを無む視しして、


「さあ、君の名前を……」


「はいはい、ちょっと注目～。いまから少し、私の話を聞いてください、レファル」


「君の名前……」


「いいから私の話を聞きなさいって」


「君の名……」


「ちょっと！　早くこっちに注目してください、レファル。レファルレファルレファ……」


「だああああああもう、うるせぇええええええええええええええええええええええええええええ!?」


　と、僕は怒ど鳴なった。


　それから振り返る。


　そして図書室の一番後ろの席で、ストオル帝てい国こくの魔ま術じゆつ体たい系けいについて書かれている書物を読んでいた一人の青年をにらみつける。


　色白の、涼すずしげな目をした美男子だった。


　僕と同じ桃もも色いろの髪かみに、青い、軍服のような服を着き込こんだ男。


　一いつ緒しよにこのストオル帝国に人ひと質じちとしてつれてこられた、名門ペンテスト家の長男にして、僕の幼おさな馴な染じみの、リーグルワーズ・ペンテストだ。


　その、リーグルワーズ──リーズを僕はにらみつけ、


「なんだよリーズ。いま、いいところなんだよ！」


　と怒鳴ると、リーズはこちらを見つめ、それから僕の後ろの金きん髪ぱつの美少女のほうへと、いけすかない青い涼しげな目を向けてから、


「……レファル。あなたにそんな程てい度どの低い女は釣つり合いませんよ」


　と、言った。


　軽かろやかな口調で、そう言った。


　瞬しゆん間かん。


「はぁあああああああああ？」


　と、まだ名も知らない、金髪の少女が叫さけんだ。


「ちょ、レファル。なによあいつ!?」


　少し──というかかなり険けん悪あくな口調で怒鳴る。


　それに僕は慌あわてて、


「いや、あいつのことは無視し……」


　が、それを遮さえぎって、リーズが言う。


「いいですかレファル。私たちは誇ほこりあるガスタークの民たみなんですよ？　なのにそんな、頭の中にパン屑くずほどの脳のう味み噌そも入ってなさそうな女と付き合おうとするなど、恥はじを知りなさい、恥を」


　なんて言葉に、もう、金髪の少女が顔を真っ赤にする。だがそれは、さっきまでのうっとりとした表ひよう情じようで顔を赤らめていたのとはまた違ちがう、あきらかに怒いかり狂くるった赤い顔でリーズをにらみ、それからレファルのほうをにらんで、


「……はぁ？　な、なんなのよあんたたち？　ガスタークですって？　あんたたちあの、田舎いなかの豪ごう族ぞくから連れてこられた、人質？　その田舎モンが、どの面つら下げて私に──セプル公こう爵しやくの娘むすめである私に、偉えらそうな口きいてんの？」


　なんてことを言う。そのときの彼女の顔は歪ゆがんでいたが、それでも十分にかわいい。


　ここで彼女を逃のがすのは、かなり、すごく、もったいない。


　おまけに、いま、僕らがおかれている立場で、公爵に睨にらまれるのは非ひ常じようにまずい。自分たちがひそかにやろうとしていることが、すべて無に帰してしまう可か能のう性せいが高い。


　だから僕はフォローを入れようとした。慌ててフォローを入れようとした。


「ちょ、聞いてくれ。あいつの言うことは……」


　が、それも遮って、リーズが言う。


「ああ、やっとアバズレの本ほん性しようを現あらわしましたね。ほら、見たでしょう？　レファル。これが彼女の本性だ。あなたには似に合あいませんよ」


「ちょ、黙だまれよおま……」


「ゆ、許ゆるさないわよ。あなたたち、絶ぜつ対たいに許さないわよ」


「ちょっと待ってくれ。ええと、これは誤ご解かい……」


「絶対に許さないんだから。殺してやる。父様に言って、あなたたちを殺してもらうから！」


　そう、彼女は叫んだ。ちょっと半泣きの顔だった。そして走りだす。図書室から去っていく。


　それを僕は呆ぼう然ぜんと見つめ、それから顔をしかめて、リーズのほうをにらむ。


「おっまっえっわ～！」


　するとそれにリーズは、なにも悪いことなどしていないと言わんばかりの顔で、


「いや～よかった。レファルが性悪女に食われなくてほんとによかった」


「よくねぇよ！」


　という怒ど声せいも無視して、リーズが続ける。


「だいたいあなたは、ストオルにきてから女遊びし過すぎなんですよ。私たちの親を殺した憎にっくき仇きゆう国こくの女を抱だいて、いったいなにが楽しいんです？　まったく趣しゆ味みが悪い」


　という、その問いに──しかし僕はもう、完全にあきれきった目でリーズを見つめる。


「……はぁ？　はぁああ？　誰だれの趣味が悪いって？　女遊びがひどいのは、おまえのほうだろうが。いったいこの国にきてから、何人引っかけた？」


　するとそれに、リーズが少しだけなにかを思いだすような顔になり、さらに指で一、二、三、四と数えたあたりで急に数えるのがめんどくさくなったような顔になってから、


「……ゼロ、かな」


「噓うそつくんじゃねぇええええええええ！」


「まあ、あ～、少なくともレファルよりは少ないですよ」


「だから噓つくんじゃねぇって。倍だろうが、倍！　この色いろ狂ぐるいが！」


　するとそれに、リーズがにんまりと笑って、


「あ～、もしかして、嫉しつ妬としてます？　レファルよりモテる私に、嫉妬してるんで……」


「してねぇええええ!?　って、はぁあ？　てめ、まじなに言ってんだ？　なんだ。じゃあ勝負するか？　どっちがモテるか、勝負するかこの野や郎ろう!?」


　僕が怒鳴ると、やはり涼すずしげな顔のままリーズが立ち上がって、うなずく。


「ええ、いいですよ。じゃあいまからの三日間で、どちらがたくさんの女性を虜とりこにできるか、勝負しましょうか？」


　僕もそれに立ち上がり、


「望むところだ」


　と、二人はにらみあう。


　その、横から、


「……な～にが望むところだよ、このエロガキどもが」


　という声が上がった。


　その声のほうを、僕とリーズは見る。


　すると図書室の入り口に、やはりガスターク地方特有の、桃もも色いろの髪かみをした男が立っていた。
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　僕や、リーズよりは一つ、二つ、上くらいの年ねん齢れいの、男。


　鍛きたえ込まれた身体からだに、にこやかな顔。しかしその微び笑しようの奥おくには、切れるような鋭するどい光がある。


　彼も、このストオルに僕らと一いつ緒しよにつれてこられた、人ひと質じちの一人だった。


　代々、『神かみ依より』の体たい質しつの子こ供どもが生まれる、オルラ家の長男──リル・オルラだ。


　このリルと、そしてリーズと僕の三人は幼おさな馴な染じみで、これまでずっと一緒に育ってきたのだが、まさかこんな異い国こくの地にきてまで一緒に過ごすことになるとは思っていなかった。


　両親が殺され。


　親族が殺され。


　友達が殺され。


　恋こい人びとが殺され。


　国を奪うばわれ。


　土地を奪われ。


　さらに人質に取られた先でも、この三人は一緒。


　もう、毎日毎日こいつらの顔を見すぎて、うんざりするほどだったのだが、しかしここしばらくは、とある事じ情じようがあってリルは姿すがたを消していたのだ。


　だからこいつの顔を見るのはほぼ、三か月ぶりぐらいだった。


　そのリルの顔を見て、リーズが微笑ほほえむ。


「ああもう、遅おそいですよ、リル。待ちくたびれました。君が消えてる間、ストオルに私たちが無む能のうだと思いこませるために、どれだけ頑がん張ばってたかわかってますか？　酒に溺おぼれ、女に溺れ、賭と博ばくに溺れてる演えん技ぎで、もう、身体からだが壊こわれるかと思いました」


　という言葉に、リルは笑みを浮うかべ、


「楽しすぎて？」


「そうそう。もうね、ストオルの女の子たちは美人ばっかりでさ～、って違うでしょ？」


　と、くだらない一人突つっこみをしながら、リーズは笑う。リルのほうへと近付いていき、その肩かたをぽんぽんっとたたく。それから急に、さっきまでの軽けい薄はくな表情とはがらりと変わった、低い、暗い声こわ音ねで、


「……で、首しゆ尾びはどうだった？　まさか、手ぶらで帰ってきたわけじゃないだろう？」


　なんてことを言う。


　それにリルはうなずき、


「ああ、問題ない。上う手まくいったよ」


　そう言ってから、僕のほうを向く。


「さてレファル。そろそろ後あと戻もどりのできないところまでいくわけだが、その準じゆん備びはできてるか？」


　その、言葉に、


「…………」


　僕は、笑みを浮かべた。


　準備ができてるか？


　と、リルは言った。


　それに僕は思う。


　そんなものはとっくにできている、と、僕は思う。


　両親を殺され、国を奪われてからずっと、この日を待っていたのだから。


「…………」


　いや、違ちがう。


　もしかしたらずっと。


　生まれてからずっと。


　この日が、くるのを待っていたのかもしれない。


　ガスタークの王の息子むすことして──エディア家の長男として生まれてしまって以来ずっと、この日がくるのを待っていたのかもしれない。





　エディア家──それは呪のろわれた家か系けいだった。





　人の命を喰くらって力を発はつ現げんする剣つるぎ・『グロウヴィル』に選ばれてしまった、呪われた家系だった。


　その剣は人の命を喰らう。


　その剣は人の希望を喰らう。


　その剣は人の夢ゆめを喰らう。


　いや、人だけじゃない。


　神も。


　悪あく魔まも。


　女め神がみも。


　そして世界のなにもかもを喰らってしまうという。


　それはこの世にあっていい力ではないのだ。


　この次元にあっていい力ではないのだ。


　しかし剣はここにある。


　この世界には存そん在ざいしていなかったはずの力がここにある。


　それは僕が子こ供どものとき、枕まくらもとで父親が話してくれたお伽とぎ噺ばなし。


　醜みにくいほどの真実が含ふくまれたお伽噺。


　父親が言った。


『……その、この世の理ことわりの外にしか存在しないはずの異い常じような力が、世界の外側『エレル』からもたらされたんだ』


『……えれる？　えれるってなに？』


『さあ。それは父さんもわからない。だが、そういう場所が外にはあるらしい』


『ふぅん』


『話を続けるよ？』


　と、父親は言う。それに僕ぼくはうんっとうなずく。父親が話してくれるそのお伽噺は、いつも少し、言葉遣づかいが難むずかしくて、理り解かいするのが大変だった。


　でも、父親は毎日、毎日、同じ話をした。


　それは父親の父親から語り継つがれた話なのだという。


　エディア家にずっとずっと伝わる話なのだという。


　父親は、続けた。


『景色の中央が裂さけ、その向こう側から『司祭』が現あらわれた。『司祭』は人の形をしていなかった。あきらかに別の──なにか別の生き物だった。光を纏まとっていたが、しかし神こう々ごうしくはなかった。不気味だ。理の外『エレル』からくる者たちはいつも、不気味な、異い形ぎような姿すがたをしていた。その『司祭』たちはこちらにくるなり、選別を始めた。『力』に耐たえられる者を探さがすための選別。存在するはずのない、異常な『力』に耐えられる者を見つけるための選別。そこで、ほとんどすべての人間が死んだという。そして、一人の少年が選ばれた。レファル・エディアという名の、一人の少年が選ばれた……』


『僕と同じ名前だ！』


『ああ。そうだよ。おまえの名前は、『始まりの彼』にちなんで、つけたんだ』


『すごい人なの？』


　そう、僕は聞いたが、父親は首を振ふった。


『悲しい人だった』


『悲しい？』


『そう。なぜなら彼は、この世界で、一番最初に呪われた人間だったから。


『司祭』たちは彼を選んで、こう言った。


　──レファル・エディア。我われ々われはおまえを選ぶ。さあ契けい約やくを交かわそう。


　レファルは答えた。


　──嫌いやだ。おまえらなんかと契約したくない。


　──ハハハ、ハハハ──


　──助けてくれ。誰か助けてくれ。僕は呪われたくない。


　──ハハハ、ハハハ──


　──誰か。誰か助けてくれ。


　そうレファル・エディアは叫さけんだが、無む駄だだった。無知で、無力な、少年の力では、勝手に進んでいく物語を覆くつがえす力など、あるはずがなかった。


『司祭』たちが黒く、長い──異常なまでに長い剣けんを放ほうり投げた。それが大地に刺ささる。すると大地が鳴動を始めた。まるで世界の終わりを告げるかのように、大地が震ふるえ、歪ゆがみ、壊こわれようとした。


『司祭』たちが言う。


　──さあ、その剣をやろう。剣を取れ、レファル・エディア。その剣を取れ、レファル・エディア。その、再生の剣グロウヴイルを手に取れ、レファル・エディア。そしてすべての再さい生せいを始めろ。


　──嫌だ。嫌だ。僕は嫌だ。


　レファルはそう叫んだが、しかし、やはり無駄だった。身体からだの自由が利きかない。身体の自由が利かない。勝手に、足が動く、身体が動く。そして剣を。呪のろわれた剣を手に、取ろうとしてしまう。


　──嫌だ。もう嫌だ。誰か、誰か助けてくれ!?


　レファルはそう叫んだが、もう、誰も助けてくれる者はいなかった。すでにすべての人間が殺されてしまっていたから。レファルにとって大切な人間たちは、すでに『司祭』たちに殺されてしまっていたから。そしてその、人間たちの血と、肉と、骨ほねと、魂たましいと、憎ぞう悪おと、夢ゆめと、希望と、絶ぜつ望ぼうで、この剣は創つくられた。数万の命を犠ぎ牲せいにして、この、再生の剣グロウヴイルは創られた。レファルの目の前で、人間が、友達が、恋こい人びとが、ひき裂さかれ、引き千切られ、すり潰つぶされ、絶望の声を上げて、消えてしまった。だが、まだ完成していないのだという。まだ、世界を救うには足りないのだという。


『狂くるった女め神がみ』と。


『異い次じ元げんの悪あく魔ま』と。


『堕おちて狂った、黒い勇者』に侵おかされて死にたえようとしている大地を再生するには、力が足りないのだという。


　だから『司祭』は言う。


　──さあ剣を取れレファル・エディア。そして再生しろ。世界を再生しろ。おまえは本当の『勇者』になるのだ。『救く世ぜの勇者』になるのだ。争いのない、永えい劫ごうの楽園を創るのだ。そのために我々が手を貸かそう。そのために我々が手を貸そう。さあ剣を手に取り、再生の剣グロウヴイルを完成させろ。


『司祭』はそう命じる。


　──剣を取り、自らの手でその女を喰くらって、剣を完成させろ。


　と、そう命じる。


　その言葉に、レファルは逆さからえなかった。必死に逆らおうとするが、身体が言うことを聞いてくれなくて、レファルは逆らえなかった。彼は剣を抜ぬいた。大地を歪め続けていた剣をひき抜いた。するとその剣が、まるで最初から自分の身体の一部だったかのように、彼の掌てのひらに定着した。瞬しゆん間かん、彼は全身に快かい楽らくを感じた。もう二度とその剣とは離はなれることができないと洗せん脳のうされてしまいそうなほどに、その快楽は大きかった。脳の中心から全身まで、すべてが痺しびれるほど、その快楽は大きかった。しかしそれでも、レファルは叫んだ。その快楽に抗あらがって、レファルは叫んだ。


　──嫌だ。やめてくれ。もうやめてくれ。こんなことをさせるくらいなら、いっそ僕を殺してくれ!?


　だが、彼のその願いは受け入れられない。『司祭』たちはただ──ハハハ、ハハハ──と、笑うばかり。いや、それが笑い声なのか、それとも別のなにかなのか、それすらわからない。ただ、全身に快楽が走り、もう、なにがなんだかわからなくなる。そしてレファルは剣を掲かかげた。『司祭』たちが命じたとおり、目の前で泣いている女に向かって剣を掲げた。


　目の前の女。


　彼の、レファルの母親に向かって。


　──レファル。


　と、母親は言った。泣きながら、彼女はしかし、微笑ほほえんでいた。


　──気にしなくていいのよ、レファル。あなたのせいじゃない。これはあなたのせいじゃない。


　母親がそう言った。


　彼は必死に抵てい抗こうする。前に進もうとする足を、必死に止めようとする。剣を突つきだし、母親を殺そうとする身体を、必死に止めようとする。


　──あ、ああああ、嫌いやだ。絶ぜつ対たいに、絶対に僕は母さんを殺さない。


　そう、叫ぶ。だが、足は前に進んでしまう。母親を殺そうと、足は前に進んでしまう。それに彼は泣きそうになる。いや、泣いてしまう。唇くちびるを嚙かみ、引きちぎるほど必死に抵抗しているのに、それにはまるで意味がなくて。


　──なんでだ。なんでこんなことをするんだ。


　──おまえたちの世界のためだ。


　──世界なんてどうでもいい!?


　──ハハハ、ハハハ──


　──僕は、僕は世界なんてどうでもいいんだ!?　だからやめてくれ。もうやめてくれ!?


　だが、なにも止とまらない。


　彼の足は進む。


　彼の足は進む。


　剣けんが。


　長大な黒い剣が、母親の首くび筋すじへと進む。


　──い、嫌だぁああああああああああああ助けて、助けて、こんなの、こんなの、おかしい……


　彼は叫さけぶ。必死に叫ぶ。でも、もう、どうにもならないことが、彼にもわかっている。もう、なにもかもがどうにもならないことが、彼にもわかっている。


　すべてが手て遅おくれで、すべてが台なしになってしまっていることを、彼は知っている。


　そしてさらに、最悪のことが起きるのだ。


　彼は、自分の手で、母親を……


　が、そこで、母親が言った。悲しそうに、寂さびしそうに、しかし、愛いとおしそうな微び笑しようを浮うかべてレファルを見つめて、母親が言った。


　──大だい丈じよう夫ぶ。レファル、大丈夫。あなたは私を殺したりしない。だからもう、泣かないで。あなたはなにも背せ負おわなくていいの。こんなひどいことを、背負わなくていいの。だからもう、泣かないで。


　その言葉に、レファルは前を見た。いつもの、優やさしそうな微笑を浮かべている母親を見た。


　──でも、でも母さん、だめなんだ。身体からだが言うことを聞かないんだ。このままじゃ、このままじゃ僕は母さんを……


　が、それを遮さえぎって、母親は言った。ただ、優しそうな顔のまま、


　──大丈夫。あなたは私を殺したりしない。そんな子に育ててないもん。だから、安心して。


　──でも。


　──大丈夫だから。だけど、ごめんねレファル。独ひとりにしちゃって、ごめんね。こんな、もう、なにもかもが失われてしまった世界に、独りで残しちゃって、ごめんね。だけどこれだけは覚えていて。私はあなたを残していくけれど……あなたをずっと、ずっと愛してるから。あなたが生まれた瞬しゆん間かんからずっと、あなたの幸せだけを願っているから。だから私が消えても、みんなが消えても、あなたは必死に生きて。どんな苦く痛つうにも、苦く悩のうにも、絶望にも負けないで、あなたは必死に生きて。


　──嫌だ。独りは嫌だ。


　レファルは叫んだ。しかしそのときにはもう、剣は母親の首に触ふれようとしていた。禍まが々まがしいほどに黒い剣が、母親の首に触れようとしていた。レファルはそれに怯おびえる。恐きよう怖ふに震ふるえる。


　しかしそれを見て。


　母親はそれを見て、なぜか少しだけ嬉うれしそうに笑った。


　──大丈夫。あなたに私を殺させたりしない。


　そう言って、彼女は剣の先を、手に取る。そして、


　──愛してるわよ、レファル。


　そう言ってから、彼女は自分から剣を、首に突き刺さした。


　──あ……


　と、レファルはもう、それしか言えなかった。


　だが、もうそれは起こってしまった。


　剣が母親の首を貫つらぬく。血が溢あふれだし、しかしすぐに剣に吸すいこまれていく。母親はそれでも笑っていた。泣きそうな顔で笑っていた。愛おしそうな目でレファルを見つめ、なにかを言おうとしたが、もう、声は出なかった。声までも、剣に吸いこまれていってしまった。


　だが、彼女がなにを言ったのかは、わかる。彼女がなにを言ったのかは、わかる。


　また、同じ言葉を繰くり返したのだ。


　愛してるわよ、レファル。愛してるわよ、レファル。愛してるわよ、レファル。


　だから。


　だから、生きて。


　そして、母親は消えた。


　レファルはもう、なにも言えなかった。


　貫いていた母親の首筋の手ごたえが消えて、剣を落とす。剣は再ふたたび地面に突つき刺さるが、もう、大地を歪ゆがめたりはしない。理ことわりの外側からやってきたときに残されていた不安定さは、母親の命を吸いこむことで、消え去っていた。


　それを見て、『司祭』たちが言った。


　──完成した。


　それを見て、レファルは言った。


　──殺してやる。


　それに『司祭』が言った。


　──ハハハ、ハハハ──


　──噓うそじゃない。おまえらを殺してやる。


　──殺す相手は、他にいる。


　──殺してやる。


　──おまえが切り裂さく闇やみは、他にある。


　──殺してやる。


　──それに、おまえにはまだ、その剣けんは使えない。おまえはただ、選ばれただけだ。剣は完成したが、おまえは完成していない。


『司祭』の言っている言葉は、意味がわからなかった。だが、そんなのは関係なかった。殺してやる。こいつらを殺してやる。この、なにもかもが腐くさっている寂さびしい世界を創つくった化物どもを殺してやる。


　レファルはそう思った。


　そして剣を手にした。


　呪のろわれた剣を手にした。


　彼の愛する者たちの血と、肉と、絶ぜつ望ぼうによって生まれた呪われた剣を手にした。そして剣を振ふりあげた。『司祭』に切り掛かかろうとした。


　だが、また身体からだが動かなかった。


　それに『司祭』たちが言った。


　──焦あせるな、小さい勇者よ。おまえはまだ完成していない。その剣はまだ使えない。おまえにはまだ使えない。だが、その剣を振るう日はすぐにくる。醜しゆう悪あくな勇者と、女め神がみと、悪あく魔まに犯おかされた世界を再さい生せいする日はすぐにくる。その日まで、おまえはこの、なにもない世界で足あ搔がいていろ。


　と、そう、彼らが言い終わると、再び景色が開いた。


　世界の、向こう側への扉とびらが開いた。


　そして『司祭』たちは消えようとする。


　レファルはそれに、


　──待て！　逃にげるな！


　そう叫さけんだ。


　だが、『司祭』たちは応こたえない。


　──待て！　すぐに、すぐに殺してやるから、待てよ！


　レファルは叫んだ。だが、『司祭』たちは振り返ろうともしない。


　そして『司祭』たちは、向こう側へと消える。


　こちら側の世界に残されたのは、レファルだけ。レファル以外の人間は、すべてがこの、狂くるった剣の中に取り込まれてしまった。


　だからこの世界にいるのはレファルだけ。


　この、ガスターク大陸にいるのは、レファル・エディアだけ。


　それにレファルは、叫んだ。


　──ま、待ってくれよ。


　レファル・エディアは叫んだ。


　──ひ、独ひとりにしないでくれよ。


　始まりの、小さな勇者は叫んだ。


　──こんなところに。こんな腐った場所に、独りにしないでくれよ!?


　しかしそれに、返事があった。


　それは景色が裂けていたあたり。


『司祭』たちがいたあたり。


　いつの間にか、独りの、小さな少女が立っている。


　やはり、一目見ただけでそいつが人ではないのがわかった。


　いや、人とは思えないほど美しいのがわかった。


　それをレファルは呆ぼう然ぜんと見つめた。


　その、少女を見つめた。


　見たこともないような、桃もも色いろの髪かみをした、少女を見つめ、


　──おまえは、誰だれだ？


　そう聞いた。


　すると少女は微笑ほほえんで、こう言った。





　──おまえを完成させるモノだ。さあ、わたしと交わろう。


　そして産むのだ。


　私と産むのだ。





　悪魔を殺せる者を。





　女神どもを蹂じゆう躙りんする者を。





　勇者に絶望を与あたえる者を──私と』
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　そこまでが、父親が毎夜、枕まくらもとで話してくれるお伽とぎ噺ばなしだった。


　そして結局、その、『始まりの彼』と呼よばれたレファル・エディアは、再生の剣グロウヴイルを使うことはなかったらしい。


　いや、その後の世界で、グロウヴィルが目覚めることは一度もなかったらしい。その桃色の髪をした、理ことわりの外からやってきた少女と、レファル・エディアの間に生まれた子こ供どもたちが村を作り、街を作り、世代を交代させて時を経へていく間、剣を振ふるう機会にめぐり合えた者はいなかったらしい。


　そしてだからこそ──


　と、父親は言った。


『だからこそ、おまえに『彼』の名前を与えたんだ。『始まりの彼』──レファルの名前を与えたんだ。死と絶ぜつ望ぼうの中、それでも独り生き残り、結局最後まで剣けんを振るうことのなかった『彼』と同じように、おまえも誰とも争わず、殺さず、仲間と馬ば鹿か騒さわぎして、美人な奥おくさんを見つけて子供をたくさん産んで、死ぬほど笑って、ささやかな幸せにも目め一いつ杯ぱい笑えるような奴やつになってほしいから──おまえに『彼』の名前を与えたんだ。俺おれの言ってる意味が、わかるか？　レファル』


　という、やはり毎夜、枕もとで繰くり返される問いに、僕ぼくはうんっとうなずく。


　それから、


『でもって、女の子に優やさしく、仲間を裏うら切ぎらず、人を恨うらまず、自分が正しいと思った道を進め、でしょう？』


　僕がそう言うと、父親は微笑む。嬉うれしそうに笑う。日々、育っていく僕を見つめて、父親はいつも優しそうに微笑む。


　父は本当に強い人だった。女の子に優しく、仲間を裏切らず、誰も嫉ねたまず、ガスターク地方に住む、誰もが彼を頼たよりにしていて。


　その、すべてが僕の誇ほこりだった。


　この強い、父の息むす子こであることが、僕の誇りだった。


　そしてその父が、言うのだ。


　この、子供に聞かせるにはあまりにも長く、陰いん鬱うつで、奇き妙みようなお伽噺を締しめくくるときに、言うのだ。


『最後に、一番重要なことを話しておく』


　と、彼は言うのだ。


「……もしも……もしもおまえの代で……あのイカれた『剣』を使わなければならない事じ態たいが起きたとしても……」


　と、彼は言うのだ。


「おまえは逃にげろ。全力で逃げろ。それは恥はずかしいことじゃない。世界を守る？　世界を再さい生せいする？　そんなのは、クソくらえだ。おまえは、おまえが大切だと思う者たちだけを守っていればいい。おまえの妻つまと、子供と、仲間たちだけを守っていればいい。世界のことなど、知ったことか。よくわからない世界を救うための犠ぎ牲せいに、おまえがなる必要はない」


　と、あの強い、誇り高い父が、怯おびえるような声こわ音ねで言うのだ。


『だから、聖せい洞どうにある、あの狂くるった『剣』は決して使うな。触ふれるのもだめだ。あれを使えば……あれを使えばすべてが台なしになる。おまえはすべてを失うことになる。だから……』


　それに、僕はもう一度、真剣な顔でうなずいた。


『わかってる。だからこそ、レファルという名前をつけた……でしょう？　決して、剣を使わなかった──剣に選ばれなかった『彼』の名前を』


『そうだ』


『大だい丈じよう夫ぶ。僕は剣に触れないよ。だって怖こわいもん』


『それは恥はじじゃない』


『わかってる。僕にとっては、『剣』には触れないっていう父さんとの約束を破やぶるほうが、恥だよ』


『……いい子だ』


『えへへ』


『じゃあ、もう寝ねなさい』


『うん。おやすみ、父さん』


『おやすみ、レファル』


　そうしていつも、夜の、父親との会話は終わった。


　こんなやりとりが、僕が物心ついてから、ストオルの軍ぐん勢ぜいに攻せめこまれて父親の首が刎はね飛ばされてしまった、僕の十二歳さいの誕たん生じよう日びの前日まで、続いた。


　そして父が死んで。


　母も死んで。


　ストオルに人ひと質じちとして捕とらえられたその後も、僕は父との約束を守っていた。





　女の子に優しくして。


　仲間を大事にして。


　人を恨うらまず。


　自分の信じた道を進み。


　そして。





　あの狂った『剣つるぎ』には触れない。





　父が死んで、僕はガスタークの代表の座ざを、十二歳で継ついだ。ここではエディアの名を継ぐものが長おさになるという古いにしえからの決まりがあるのだ。


　それがたとえ、まだ子こ供どもだとしても。


　そしてその僕に、ガスタークの民たみたちはあの『剣』で、ストオルに復ふく讐しゆうしようと迫せまった。あの聖洞にある、強大な、凶きよう悪あくな、異い常じような力を秘ひめた『剣』で、仲間を殺した傲ごう慢まんなストオルに復讐してくれと迫った。


　それでも僕は、父との約束を守って、『剣』には触れなかった。


　いや、あの『剣』に触れる意味を見つけられなかった。


　復讐など、無意味だ。


　いつだって、どんな歴史書を開いてみたって、戦争には、なんの意味もないのだから。


　どれだけ強大な国も、いつかはさらに大きな欲よく望ぼうを肥ひ大だいさせた国に滅ほろぼされる。


　永遠なものなど、この世にはないのだから。


　なら、これ以上の争いは、無む駄だだと思わないか？


　僕らは毎日笑って、子供をたくさん作って、馬ば鹿かみたいに楽しく暮くらしてたほうがいいんじゃないか？


　ずっと父親はそう言っていた。誰も恨まず、自分の道を進めと、そう言っていた。


　そして僕ら、ガスタークの民が進む道は、そういう道じゃないのだろうか？


「…………」


　そう、僕がみんなに伝えたのが、三年前。


　それ以来、僕らは奴ど隷れいだった。


　ストオルの際さい限げんなく吊つり上がっていく要求になんとか応こたえながら、それでも毎日、笑って暮らしていた。


　そして僕と、リーズと、リルの三人は、ストオルの機き嫌げんを損そこなわないように、人質としてこの国の中で暮らしていた。


「…………」


　だが。


　だがそれも、今日までだ。


　結局、僕が思っていたほど世界は甘あまくなかった。


　父親が願っていたほど世界は、悲しいほど甘くなかった。


　狂くるった歯車がぎしり、ぎしりと回り始める。


　その音が、聞こえる。


　頭の中に聞こえる。


　それは、自分が選ばれた者だからなのか？


　僕が──エディア家の者があの、景色の向こう側からやってきた、『司祭』たちに選ばれた者だからなのか？


　それはわからない。


　だが、聞こえるのだ。


　滅びの歌が。


　すべてが台なしになっていく軋きしみの音が。


　だから。


「…………」


　だから僕は目を、リルへと向けた。


　そして。


「……で？」


　と、言った。


　するとリルはこちらを見る。鋭するどい、真剣な瞳ひとみで、僕を見つめ、


「……やはり、俺たちが思ったとおり……このストオル帝てい国こくの王は、人ではなかったよ」


　と、そう言った。





　人ではなかった。





　と、リルは言った。


　その言葉の意味を嚙かみ締しめるように、僕は顔をしかめる。


「──『女め神がみ』か？」


「おそらくは。俺が見たときは……あの醜しゆう悪あくな『女神』どもは、子供を喰くい散らかしていた」


　それに、僕は顔をしかめたまま、言った。


「おまえが喰われなくてよかった」


「ああ。そうだな。忘却欠片ルール・フラグメで姿すがたを消していたからな。だが……あれはたぶん、気づいてたな」


　それにリーズが急に表ひよう情じようを厳きびしくし、僕と、リルの間に入った。そして僕を守るように立ち、


「……気づかれたのに、生きて戻もどったのか？　それは少し、怪あやしいなぁ……おまえはあの『女神バケモノ』どもに魅み入いられたんじゃないのか？」


　が、それを遮さえぎり僕は言う。


「いや、奴やつらは俺らの存そん在ざいなど、どうでもいいんだろう。たかが人間。愚おろかな人間。自分たちが食しよく糧りようとして生みだし、養よう殖しよくしている無力なムシケラだ。まあ……」


　そこで、僕は笑った。


「そのムシケラが、自分たちを殺すかもしれない力を持っていることも、奴らは知らないしな」


　言ってから、僕はリルの背はい後ご、図書室の入口、さらにその向こう側にあるであろう、このストオル帝国の王おう城じようのほうへと目を向ける。


　そして、思う。


　僕は思う。


　どうやら父親との約束を、破やぶることになりそうだ、と、僕は思う。





　決してあの、狂った『剣』には触ふれるな。





　という、父との約束。


　その約束を、破ることになりそうだ、と、僕は思う。


　人ではない、バケモノに侵おかされてしまっているこの強大な国の、王城のほうを見つめ、


「……クソ……どうやら僕の代で、その、最悪の時がきちゃったようだよ、父さん」


　と、小さく呟つぶやく。


　それから再ふたたび、僕はリルと、そしてリーズのほうを見た。


　そして言った。


「……あの剣を……グロウヴィルを、使う」


　それに、リルとリーズは、真しん剣けんな顔でこちらを見たまま、しかしなにも言わない。


　僕は続けた。


「もちろんこれは復ふく讐しゆうのためじゃない。復讐にはなんの意味もないと、父にも習ったしな。だが、『女神』が出てきたんなら話は別だ。言い伝えでは、奴らは世界を喰らい潰つぶしてしまう。なにもかもを喰らい潰してしまう。そしてそれを止めるために『勇者』が現あらわれ、そいつも『悪あく魔ま』の囁ささやきのせいで、狂ってしまう。最悪だ。すべてが最悪のほうへと転がっていく。だがその狂った歯車を壊こわして、止められるのは……最悪のシナリオを止められるのは……クソめんどくさいことに、俺おれたちだけらしい」


　と、そこで一度言葉を止めて、僕は自じ嘲ちようするような、うんざりすような笑えみを浮うかべて、二人の、幼おさな馴な染じみの仲間を見つめた。


「……さてさて、困こまったねこりゃ。これでもう俺たちは、二度と心から笑うことはできないかもしれない。女の子のお尻しりを追っかけまわしたり、徹てつ夜やで飲んで馬ば鹿かみたいに笑ったりは、もうできないかもしれない。それでも……それでも俺についてきてくれるか？」


　と、言った。


　それにまずリーズが、


「やだなぁ」


　続いてリルが、


「俺も」


　それに僕は気弱そうに笑って、


「うそ～ん」


　と言うと、二人も笑った。


　そしてリーズが言う。


「でもどうせ、無む理り矢や理り巻まき込こむんでしょう？　いっつもレファルはそうなんだから」


　続いてリルが言う。


「……女湯のぞくときも、俺ら嫌いやだって言ったのに、無理矢理連れてかれて、結局見つかってえらく怒おこられたもんなぁ」


「ねぇ？」


　なんて、二人が言いあうのを、僕は微笑ほほえんで見つめる。


「いつの話だよ。だいたい、あんときはおまえらもノリノリだったろう？」


「え～？　私は女湯のぞくほどスケベじゃないですよ」


「俺も俺も」


　という言葉に、僕ぼくは当時のことを思いだす。


　リーズとリルが、レファルの肩かたに乗っかって塀へいを越こえ、


『いや～絶ぜつ景けいだなぁ。ねえリル』


『ああ、そうだな。レファルも早くこいよ』


　なんてことを言ってきて。


　それに僕はこう言った。


『はぁ？　引っぱりあげてくんなきゃ、この塀昇のぼれねーよ。俺に乗っておまえらが昇る。で、俺を引っ張ぱるって約束だったろ？』


『そうでしたっけ？』


『覚えてないなぁ』


『てめぇら!?』


『あ～、この景色を見れないなんて、レファルはかわいそうだなぁ』


『なぁ。あ、あの娘こすごいかわいくないか？』


『え？　え？　どれですどれです？』


『ちょ、てめぇら、いいから俺のこと引っ張りあげ……』


　そこで、僕らは風ふ呂ろから出てきた大人たちに、見つかったのだった。


　僕はそれを思いだして。


　このスケベなうえに嫌な奴やつな二人のせいで、僕は結局女湯をのぞけなかったのに説教されたことを思いだして、


「……んじゃ、言い方を変えよう。あんときの借りを返せ。おまえらは俺についてこい」


　するとそれに、リーズが言った。


「今度は『女め神がみ』の風呂でものぞきますか？」


　しかしそれに、リルが顔をしかめ、


「うえ、やだよ、あんなバケモノの風呂なんか。ま、でも……仕方ないな。どうせ俺らは、うざいことにどこへいくにも一いつ緒しよなんだ。付き合うよ」


　と、そう言った。


　続いてリーズも、


「馬鹿レファルは、私がいないとなんにもできないですからね。手伝いましょう」


　そんな二人の言葉に。


　僕は、笑った。


　嬉うれしそうに笑った。


　それから、悲しそうに笑った。


　これからやることを想おもって。


　もう二度と、心から笑うことができなくなってしまうような、めんどくさい、最悪なことを想って。


　いまから僕らは、あの剣を。


　あの狂った、再生の剣グロウヴイルを復ふつ活かつさせることになる。


　復活させるのは簡かん単たんだ。


　この、僕や、リーズや、リルと同じ、桃もも色いろの髪かみを持った人間を十人、生いけ贄にえに捧ささげればいい。


　剣に、生き血を注ぐのだ。


　命を注ぐのだ。


　僕らの仲間を殺して、その命と魂たましいを注ぐのだ。


　そうすれば、剣は蘇よみがえる。


　仲間たちの魂によって、狂った剣はその狂きよう気きをさらに増まし、その輝かがやきをさらに増し、あのバケモノどもを──


『女神』や『勇者』や『悪あく魔ま』たちを殺すことができるだけの光を取りもどす。


　リルが言った。


「……すでに長老たちの何人かは、自分の命を捧げてもいいと言っている」


　それが、彼がこの数か月、ストオルからの監かん視しの目をかいくぐってやっていた、仕事だった。


　ストオルの王が人ではないことを確かく認にんするのと、それから、故こ郷きようガスタークに戻もどり、剣を復活する際に誰だれが生贄になってくれるのかを決める、旅をしていたのだ。


「……少しでも若わかく、力のある者を残すために、年とし寄よりから死ぬべきだ……と、いうことで、話はまとまった」


　続いてリーズが言う。


「……私の祖そ母ぼも、参加するそうです」


　それに、僕は彼を見る。


　彼の整っている、涼すずしげな顔を見る。


　彼の両親は、すでにストオルの兵に殺されている。唯ゆい一いつ残った祖母が死ねば、彼にはもう、親族はいなくなる。


　だから僕は彼を見て、


「…………」


　しかし、なにも言わなかった。


　ただ少し、なにかを考えるかのように沈ちん黙もくしたあと、


「……そうか。なら、もうすべての道は整せい備びされて、あとは進むだけ、ってことか」


　それは、荊いばらの道だった。


　吐はき気がするほど、最悪の道だった。


　仲間を殺して、進むのだ。


　仲間の首を切り、その生き血を垂たれ流して、進むのだ。


　誰かの親を。


　誰かの祖父母を。


　誰かの大切な人を殺して、その道を進むのだ。


　そんなの、耐たえられるはずがない。


　そんなの、耐えられるはずがない。


　そんなことをして。


　そんな狂くるった、馬ば鹿かげた、泣き叫さけびたくなるようなひどいことをして、今後心から笑うことなど、できるわけがない。


　逃にげられるものなら、すぐにでも逃げだしたい。


　叫んで、逃げて、そしてそれですべてがすんでしまうのなら、すぐにでも逃げだしたい。


　だが、そうはいかないのだ。


『女神』が現あらわれて、すべてを台なしにしようとしているから。


　人を喰くって、世界を喰って、なにもかもを喰べつくしてしまうバケモノが現れてしまったから、もう、この世界には逃げる場所すらないのだ。


　だから。


　だから、


「……じゃあ、進むか」


　と、僕は言った。


　それに二人は、うなずいた。


　自分の手を、仲間の血で汚よごして進む。


　一度進めばもう、戻れない。仲間の命を無む駄だにしないためにも、最後まで戻れない。


　だが。


　だがそれに、僕は笑って言った。泣きたくなるような苦く痛つうを感じながらも、笑って言った。


「……これからは俺が王だ。ガスターク帝てい国こくの王。この世界のすべての国を回って、『女め神がみ』を殺し尽つくす、ガスターク帝国の王になる。おまえらはその、手伝いをしろ」


　するとそれに、リーズも笑った。やはり泣きそうな、暗い顔で笑った。


「……じゃあこれからは、陛へい下かと呼びましょう──陛下」


　続いてリルも笑って、


「……陛下、ね。そりゃ、嫌いやみがきいてていいや」


　その、口の悪い仲間の顔を見つめてから、


「じゃあ、もういこう。この国を出て、ガスタークへ戻る。そうなればすぐに追手がかかるだろう。だが、もう二度とこの国へは戻らない。我われ々われガスターク帝国は、いまから……」


　と、そこで一度言葉を止め、それから僕は大きく息を吸すって、言った。


「俺たちはいまから、世界を相手にした戦争を始める」


　と、そう言った。








　そしてそれが、すべての始まりだった。


　最悪なシナリオの、すべての始まりだった。


　いや、最悪なシナリオを、少しでも好転させるための、僕らの、ガスターク帝国の戦いの始まりだった。








と、そこで。


　リーズが言う。


「あ、ちなみに一つだけ陛下は勘かん違ちがいしておられることがあるので、訂てい正せいさせてもらってもよろしいでしょうか？」


　それに僕は顔をしかめ、


「そのしゃべり方やめろよ。すげぇむかつくから」


　が、彼はいじめっ子な笑えみを浮うかべたまま、


「訂正させてもらってもよろしいでしょうか？」


　と、あからさまに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調なまま、言う。それにこいつは……と、思いながらも、僕はうなずく。


「なんだよ。なにを訂正したい？」


　するとリーズは続ける。


「……さっき、あなたが私たちに手を貸かしてくれと言ったとき、女湯の件けんを持ちだしましたよね？　私たちが塀へいの上に引っ張ぱりあげなかった貸しを、返せって」


「ああ、言ったな」


「あれ、でも、実はあなたのほうが私たちに借りがあるんですよ？」


　なんて、リーズがわけのわからないことを言って、僕は首をかしげる。


「ああん？　どういうことだ、そりゃ？」


　するとそれに、リルが言った。


「……いなかった、ってことだよ」


「んぁ？　いなかった？」


「ああ。実はあの女湯には、乳ちちの垂たれたババアしか入ってなかった」


　という、その、言葉に。


　しかし、僕は笑って、


「……知ってたよ」


　そう言った。


　それにリーズが驚おどろいたような顔になり、


「知ってた？　って、どうやって中のこと……」


　が、僕は首を振ふる。


「知ってたのはそのことじゃない。おまえらがいい奴やつだってことを、俺おれは知ってたってことだ」


　だからこそ、自分は恵めぐまれている、と、僕は思う。


　こんな仲間と前に進めるのは、非ひ常じように恵まれている、と、そう思う。


　いや、ガスタークに住む仲間たちはみな、いい奴ばかりだった。


　だから失敗はできない。


　最初から犠ぎ牲せいを出して、前に進むのだ。


　なら、決して失敗はできない。


　真まっ直すぐ、失敗せずに、後ろを振り返らず、後こう悔かいせずに、自分の信じた道を進む。


　その、覚かく悟ごを、僕ぼくは固める。


　強い意い志しが必要だ。仲間が死んでも、家族が死んでも、決して振り返らずに前に進む、強い意志が必要だ。


　その覚悟を、僕は固める。


　そして。


「……いくぞ」


　そう言って、僕は歩き始めた。


　それにうなずいて、二人がついてくる。





　凄せい惨さんな戦いが始まる。


　絶ぜつ望ぼう的な戦いが始まる。


　その、すべてに。


　どうか、そのすべてに耐えられるだけの力が僕にありますように──








　そう、僕は願った。




　第一章　　呪のろい『αアルフア』







　悲鳴を上げた。


　ライナは悲鳴を上げた。


　それは絶望を見て。


　いや、絶望よりも深い闇やみを見て。


「…………」


　彼は、狂くるいそうなほど、顔を歪ゆがめた。


　だが、目を離はなすことはできない。目をそむけたくなるほど汚きたない、気色の悪い光景なのに、目を離すことができない。


　だから彼は、目の前の光景を見る。


　目の前にいる、化物の姿すがたを見る。


　そこにいるのは、女だった。


　ヴォイス・フューレルの足あし下もとの影かげの中から這はいあがってくる、女。


　そしてなぜか、ライナはそいつを知っている。


　会ったことがないはずなのに、ライナはそいつを知っている。





『女め神がみ』だ。





『未み臓ぞうの女神』





「…………」


　なぜ、彼女の名前を知っているのか、それはわからない。だが、ライナはそれを知っていた。


　いや、ライナではない。


　ライナの中のなにかが、その名前を知っていた。


　ライナの中のなにか。


　ライナの、瞳ひとみに浮うきあがる、呪のろわれた五ご方ほう星せいの奥おくに住んでいるなにか。


　彼は目を見開く。


　彼は目を見開く。


　彼が目を見開くほどに、瞳の中の朱しゆの五方星は、狂ったように赤く輝かがやく。


　そしてその赤が、いま、目の前に現あらわれた『女神』の姿すがたを見つめる。


　ぐぐぐっと、闇の底から顔を上げた、『女神』の顔を。


　見るに堪たえないほどに醜みにくい、『女神』の顔を。


　眼がん球きゆうがないせいで目が落ち窪くぼみ、その中を虫のような、奇き妙みような生き物が出入りしている。鼻はない。口は縦たてに裂さけ、口を閉とじられないほどに長い牙きばが生え揃そろっている。


　だが、別にその顔を見たせいで、彼は悲鳴をあげたわけじゃない。


　その、絶ぜつ対たいに人ではない、別の生き物の顔を見たせいで、悲鳴をあげたわけじゃない。


　彼が悲鳴をあげた理由は別にあった。


「…………」


　目が。


　自分の瞳が、裂けたような感覚を感じたからだ。


　目が裂ける。


　目が裂ける。


　いや、裂けてしまうと思うほどに強きよう烈れつな痛いたみが、目に走る。


　そしてその、自分の瞳の中から、なにかが飛びだしてこようとする。なにかとても嫌いやなものが、飛びだしてこようとする。


　それを押おさえるために、ライナは自分の目を手で塞ふさごうとした。


　必死に塞ごうとした。


　だが、手が動かない。


　身体からだが動かない。


　ただ、目だけが左右に裂けたような感覚があり、さらに。





《……ずいぶんと、遅おそかったな……『未臓の女神』》





　突とつ然ぜん、声が降ふってきた。


　しかしそれは、『女神』の声ではない。さっきまで降ってきて、ライナの体を、地面に叩たたきつぶした甲かん高だかい、耳みみ障ざわりな『女神』の声ではない。


　いま、降ってきている声は、低い、暗い、頭の中に直ちよく接せつたたきつけられるような、ライナの瞳が暴ぼう走そうしたときにのみ降ってくるあの声だ。


　それに『女神』が笑う。気色の悪い、縦に開いた口で大きく笑う。それから暗く落ち窪んだ目の中から、瞳のような形をした虫が出てきて、そいつがこちらを見おろし、





《αアルフアか……ここで……ここでキサマに出会うか……少し、いつもとは手順が違ちがうヨウダ》





『女神』がそう言った。


　それに答えるように、ライナの瞳が言う。





《状じよう況きようが変わった。『悪あく魔ま』が、『勇者』を裏うら切ぎった……》





　それに、『女神』が瞳のない目を大きく見開く。





《ほう……では、その宿主はホンモノなのか……ワレらを摸もした、『複写眼ニセモノ』ではなく……》





《アア……こいつはあの『悪魔』の片かた割われ……契けい約やくを交かわした、『すべての式を解とく者』だ》





　と、言った。


　その、二人の会話の意味が、ライナにはまるでわからない。かなり重要なことを言っているようなのに、やはり情じよう報ほうが少なすぎて、ライナにはいまいち、理り解かいできない。


　どうやらこの、自分の瞳の、朱しゆの五ご方ほう星せいはこの『女め神がみ』と知りあいのようなのだが、しかし、では宿主というのは、誰だれのことだ？


　まさか。


「俺か？」


　と、ライナは小さく呟つぶやく。


　しかし会話は続く。


　人ではない、別の世界の生き物たちの会話は続く。


『女神』が言った。





《ソレデ、なぜそいつは生きている？　おまえはこの世界から『すべての式を解く者ソイツ』を消すための呪のろいだろう？　ナゼ自分のシゴトをしない？》





《……それも状況が変わったのだ。こいつの母親が……こいつの命を守るために、ワレらとの契約を破やぶった。アートファールの呪いのせいで、ワタシはいま、正せい常じように機き能のうしていない》





　と、ライナの瞳ひとみは言った。


　それに彼は、息が詰つまりそうになる。母親？　いま、こいつは母親と言ったか？


　それに、アートファール──その言葉も、彼は知っていた。


　それは以前、妙みような男に殺されて迷まよいこんだ、自分の内部のような、夢ゆめのような場所で赤い羽の生えた化物に襲おそわれたときに、助けてくれた女が言った言葉だった。


　その、彼女が言った言葉を思いだす。


　ライナを助けるために、赤い──まるで『複写眼アルフア・ステイグマ』のような朱色の化物に喰くわれ続けている彼女が言った言葉。


『早く逃にげて。リューラがかけてくれたアートファールの力を借りて、いまはこいつを押おさえこんでいられるけど……それも、もう……』


　とか、そんなことを確たしか、言ってたような気がするのだが。


　しかしいまの『女神』と、ライナの瞳の会話からすると、あの、彼女は、


「……俺の母親なのか……？　あの、あの女は、俺の………………」


　が、そこで突とつ然ぜん、全身が壊こわれてしまいそうなほどの衝しよう撃げきが、身体からだを襲おそった。


　いや、実じつ際さいにはなにも起きていないのだが、自分の中のなにかが、突とつ如じよ変わったのが彼にはわかった。


　自分を覆おおっていた、なにか、暗い色のベールのようなものが取りはらわれ、大切な、ひどく大切な記き憶おくが、封ふう印いんから解かれて戻もどってくるのを感じた。


　それは人の名前だ。


　それは人の名前だ。


　それも、ライナにとって、最も大切な人の名前。


　それはリューラ・リュートルーと、その妻つま、イルナ・リュートルー。


「…………」


　その、二人の名前。


「…………俺おれの、俺の両親の名前……」


　そう呟いた途と端たん、彼の失われた記憶が、一気に噴ふきだしてきた。


　いないと思っていた両親と、そして、五歳さい、以前の記憶。


　血みどろの戦場の真ん中で、死体に囲まれて目を覚ましたのよりも、さらに前の記憶。


　ローランドの貴き族ぞくだった優やさしい父と、そしてその父と、彼を、愛してくれた母の記憶。


　その、記憶に。


　忘わすれていた記憶に、彼はまた、叫さけびそうになる。


　涙なみだを流して叫びそうになる。


　だが、それはできなかった。


　瞳を。


　この呪われた瞳を、いまは化物に奪うばわれていたから。


　化物が言う。





《ソレニもう、すべての歯車が狂くるい始めてしまった。すべての物語は壊れてしまった。Ωオメガも、エリス・リードを喰らうことに失敗し、逆ぎやくに喰われているのだ》





　その言葉に、『女神』の醜みにくい顔が、さらに歪ゆがむ。





《Ωが喰われた？　そんな力は、『すべての式を編あむもの』にはないはずだ。いったい、どうなってる？》





《ワカラナイ。だが奴やつは……あの周囲の魔まを喰らう化物──ルシル・エリスという男は、どうやらワレワレが知っているエリス・リードではないようだ。とても我わが宿主の片かた割われ、『すべての式を編む者』だとは思えない。奴はあまりに……あまりに大きな力を持ちすぎる》





　その、瞳の言葉に、『女め神がみ』は考えこむように腕うでを組んだ。この世のものとは思えない醜しゆう悪あくな顔をしているくせに、その仕草は妙みように、人間臭くさかった。


『女神』が言った。





《ではドウスル？　そいつは殺さないのか？　殺さなければ、すべては終わるぞ？　あの狂った『勇者』が、そいつを──『すべての式を解く者』を喰らい、『すべての式を編む者』も喰らい、なにもかもが終わる》





　が、それに、瞳が答えた。





《いや、その筋すじ書がきも、変わり始めている。『すべての式を編む者』が力を異い常じようなまでに増ぞう大だいさせた代わりに……こいつが……我が宿主が……『勇者』への愛を失った。『勇者』に並ならび、競きそい、救おうとし始めた。堕おちて狂った『勇者』を、正気の淵ふちへと引きあげるつもりだ》





《……ハ、あの『勇者』を正気に？　デハ、こいつはいまや、ワレらの側ということか？》





《ソウダ》





《信じられんな》





《事実だ》





《ふむ……》





　と、『女神』がまた空を見上げる。その落ち窪くぼんだ目で、いったい、空の向こう側の、なにを見ているのかはわからないが、しばらく沈ちん黙もくの時が流れる。


　そして。





《だがこの、下げ僕ぼくがワレワレによこした情じよう報ほうでも……すべての筋書が変わり始めていることが感じられた……そうだな？　人間》





『女神』がそう言うと、それに、横でにこにこしていたヴォイスがうなずく。


「はい、『女神』さま。私の情報では、その彼……ライナ・リュートさんは、シオン・アスタールを殺すために前へ進もうとしております」





《ふむ。で、こいつはワレらの役に立つと？》





「そう思いますが」





《…………ソウカ。では、おまえを信じよう。人を裏うら切ぎり、ワレら『女神』に味方する、おまえを……だが、約束したからには……》





　が、そこでヴォイスは『女神』の言葉を遮さえぎって、うなずく。


「ご安心を。きっと、シオン・アスタールの首をあなたがたに捧ささげましょう」





《うむ。ではわたしは消える。そいつは仲間にしよう──αアルフアは別の命令システムを与あたえる》





《別の命令システム？　なんだ？》





《そいつを見み張はれ。必要ならば、力を貸かしてやれ》





《ハハ、は……力を貸す？　こいつに力を貸す？　ワタシが『悪あく魔ま』に与くみするか。なるほど。それだけでももう、完全に世界は狂くるい始めたのが、ワカル》





　しかしそれに、『女神』は再ふたたびヴォイスの影かげの中に沈しずんでいきながら、答えた。





《……世界が狂っていなかった刻ときなど、ワタシは知らぬ》





　そして、彼女は消えた。


　さらに、裂さけたと思うほどに赤く、強く輝かがやいていた朱しゆの五ご方ほう星せいの色も消える。


　と、同時。


　ライナの、全身を縛しばっていた目に見えない強大な力が消えた。


「…………」


　だが、立ちあがれない。


　まるで身体からだに力が入らない。


　理由は、わかっている。


　もう、あまりにたくさん、血を流しすぎたのだ。さっき、ローランドの兵に、骨ほねに届とどくほど深く、左ひだり肩かたを切り裂かれてしまっているのだ。


　そこから流れる血が、すでに致ち死し量りように近いくらいになっていた。


　それに、


「……やべ」


　と、ライナはかぼそい声で呟つぶやいた。


　ひどい眩暈めまいがする。開いている目に入ってくる光が、景色が、どんどんと暗くなっていく。


　本当に、かなりやばかった。


　突とつ然ぜん、あまりにたくさんのことが起き過すぎて、ちょっと頭の中が混こん乱らんしそうだったのだが、それもすぐに意い識しきが混こん濁だくしてきてしまい、どうでもよくなる。


　するとヴォイスが、


「……気き絶ぜつしても、大だい丈じよう夫ぶですよ。ライナさんとフェリスさんの傷きずは、私が塞ふさいでおきます。だからゆっくり寝ねてください。詳くわしい話は、起きてからまた……」


　が、そこで、ヴォイスの声も聞こえなくなる。


　意識がもう、完全に失われようとしている。


　もしかしたら死ぬかもしれない。


　このまま死ぬかもしれない。


　しかしそんな状じよう況きようなのに、なぜかライナは、穏おだやかな気持ちになっていた。


　だって、思いだしたのだ。


　どういうわけか思いだしたのだ。


　足りないと思っていたことを。自分の中にぽっかりと空いていた穴あなを埋うめるためのパーツを、彼は見つけだしたのだ。


　自分の両親と、その出生と、そして、なぜ、いま、彼がこんな、呪のろわれた瞳ひとみを背せ負おってしまったのかの、理由。





　そのことを、彼は頭に回めぐらせようとする。


　ずっと忘わすれていた記き憶おくを、きちんと思いだすために、彼は頭に回らせようとする。


「…………」





　するとそこで、彼の意識は完全に消えてしまった。





　　　　◆





　その、しばらく後。


「…………」


　意識を取りもどし、フェリス・エリスは目を少し、見開いた。


　すると彼女の目に、妙みような光景が飛び込んでくる。


　夜の空に、風がないのに流れる雲。


　しかししばらくそれを眺ながめていると、どうも動いているのは雲ではなく、自分のほうだというのに、気づく。


　がたがたと動く景色。


　それに彼女は周囲を見回す。すると彼女は荷車のようなものに乗せられて、どこかへ運ばれているようだった。


　それに。


「……ふむ」


　と、彼女は呟く。


「……いったい、状況はどうなってる？」


　そう言ってから、身体を起こしてみる。するとその瞬しゆん間かん、全身に痛いたみが走るが、


「…………」


　しかし、彼女は苦く痛つうの声を出さない。いつもの無む感かん情じよう、無表情な顔のまま、さっきのローランドの軍ぐん勢ぜいとの戦いで負った自分の傷きずを確かく認にんする。


　すると、彼女の傷はすでに手当てされていた。いくつかの大きな傷には包帯を巻かれ、すでに出血は止まっている。


　だがその、包帯の下の傷を見て、


「…………」


　彼女は少し、怪け訝げんそうな顔になる。


　そして。


「……おかしいな」


　と、呟つぶやく。


　そう。それはあきらかにおかしかった。さっき彼女が戦いで負った傷は、こんな、包帯で巻いた程てい度どの治ち療りようで出血が止まるような浅い傷ではなかったのだ。


　縫ぬうか、焼くか──とにかくなにかしら大おお掛がかりな治療が必要だったはずで。


　しかしいま、彼女に巻かれている包帯の下の傷は、縫っても、焼いてもいないのに、綺き麗れいに塞がってしまっている。もう、ほうっておけば傷きず痕あとも残らないくらい完全に治ってしまいそうだった。


　それに。


「…………」


　フェリスは、目を細める。


　それから再ふたたび周囲を見回す。


　彼女の目に入ったのは、自分を運んでいる荷車。その荷車を引いている、見たこともない、漆しつ黒こくの鎧よろいを着込んだ兵士たち。


　それを見て、


「……奴やつらは、何者だ？　私は誰だれに捕つかまった？」


　ローランドの兵か？


　それとも、別の何者か？


　おそらくローランドの兵では、ないと思う。ローランドの兵たちが着る鎧は、白が基き調ちようだ。だが、こいつらが着ている鎧はそれとはまた、別のものだ。


　では、いったいこいつらは何者で、そして自分はいま、どういう状じよう況きようにおかれているのか？


「…………」


　と、彼女は自分が、意い識しきを失う、前の記憶をたぐりよせてみる。


　確たしか自分は、ライナをローランドの兵たちから守るために傷を受けて、気を失ったのだ。


　だが、戦せん闘とうそのものは成功した。うまくローランドの兵を撃げき退たいし、ライナとともに逃にげることができた。


　しかし、彼女が覚えているのは、そこまでだった。馬に乗り、ライナと二人でネルファの兵たちのほうへと逃げたのだが、傷からの出血がひどすぎて、あとのことをすべてライナに任まかせて、途と中ちゆうで気を失ってしまったのだ。


　で、そのあと。


「…………」


　そのあといったい、なにがあった？


　この、黒い鎧を着た兵たちは、いったい何者だ？


　いや、それにライナは。


　あいつはいったい、どこにいる？


「…………」


　そう思った途と端たん、彼女は、自分の心しん臓ぞうがどくんっと跳はねるのを感じた。急に落ちつかない気分になり、頭が、ぐらぐらし始める。


　なぜならあいつも。


　あいつもかなり、ひどい怪け我がをしていたはずなのだ。


　私を守るために。


　あの最低最悪の馬ば鹿か男は、なにをとち狂くるったのか私を守るために肩かたを深く切り裂さかれてしまって。


「…………」


　あの傷は、まずい。あの傷は、放ほうっておけばすぐにでも死に繫つながってしまうほど深い傷だった。すぐに手当てをしなければ、死んでしまうほどの傷だった。


　それを思いだして、


「……あの、馬鹿。私を残して……どこに消えた？」


　彼女はそう、うめくように呟いた。それから身体からだをさらに、起きあがらせる。


　しかしそれは静かに、ゆっくりと。荷車を引いている見知らぬ格かつ好こうをした兵士たちに気づかれないよう、気配を消して彼女は動く。


　再び、周りを見回す。


　そしていま、彼女がおかれている、さらに詳くわしい状況を確かく認にん──しようとした、そのとき。


「……ああ、お目覚めですか、フェリスさん」


　という、声が聞こえた。


　それもどこかで聞きおぼえのある声だ。


　その声の方向に、フェリスは目を向ける。


「…………」


　すると荷車の横を、やはり見知った顔をした一人の少年が歩いていた。


　歳としの頃ころは十四、五くらい。黒くろ髪かみに、小こ賢ざかしそうな、それでいてどこか愛あい嬌きようのあるつり気味の黒い瞳ひとみ。巫み女このような服を着込んだ一人の少年。


　ヴォイス・フューレル。


　それがこいつの名前のはずだった。


　シオンの命令で、ライナと一いつ緒しよに他国の勇者の遺い物ぶつを探さがして回っていたときにたどりついたイエット共和国という国の中で、国内最大組そ織しきの首ド領ンという立場を利用して、変へん態たいの限かぎりを尽つくしていた少年だ。


　そのヴォイスが、荷車をのぞきこむようにしてこちらを見つめると、言った。


「……さて、傷きずの具合はどうでしょう？　フェリスさん。一いち応おう、治ち癒ゆ系けいの『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ったので具合はだいぶいいとは思うのですが、まれに体たい質しつに合わずに、死んでしまう人もいるので……どうです？　パンツが腐くさって消しよう滅めつしたりはしてませんか？」


　などと言って、彼女のワンピースのスカートをめくろうとするのを、


「……なっ、ちょ、貴き様さま、なにをする!?」


　フェリスは慌あわててそれをよける。立ち上がる。足を振ふりかぶる。爪つま先さきをヴォイスの顔面にたたきこむ。
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「ぎゃぁあああああああああああ[image: ]」


　となぜか嬉うれしそうに吹ふっ飛んでいくヴォイスを確認してから、荷車から下りる。


　するとそれに反はん応のうして、荷車の周囲を囲んでいた黒い鎧よろいを着込んだ兵士たちが一いつ斉せいに殺気を放ち、こちらを見る。


　何人かは腰こしの剣けんを抜ぬく。


　それを見て。


「…………」


　フェリスはその、兵士たちが放つ殺気を見て、小さく、本当に小さく、笑えみを浮うかべた。


「……なんのつもりだ？　ヴォイス。その程てい度どの兵を使って、私と相対できるつもりか？」


　言いながら、彼女は自分の腰に触ふれる。しかし剣はない。ヴォイスに奪うばわれたのか、それともあの戦場に置いてきてしまったのか、それはわからないが、とにかくいま、自分は武ぶ器きを持っていない。


　だが、そんなことは問題にはならなかった。


　武器がないなら、奪えばいい。


　剣を奪い、そして兵たちの攻こう撃げきをかいくぐってヴォイスを人ひと質じちに取り──そしてライナの居い場ば所しよを聞きだす。


　彼女はその、動きを頭の中にシミュレートする。それが楽勝だとわかる。この程度の敵てきが相手ならば、それは楽勝だとわかる。だから彼女はすぐに、それを実行した。


　細い、華きや奢しやな身体に力を込こめる。使うのは筋きん肉にくではない。バネだ。流れだ。仕組みだ。


　この世の中にある、大気や、摩ま擦さつや、抵てい抗こう、重さ、速さ、そんなすべてのものの仕組みを味方につけ、利用して、自分の動きを際さい限げんなく加速させていく。


　より速く。


　より効こう率りつよく。


　より力強く、彼女は、ともすれば人の目にすら映うつらないほどの速さでその身体を運用することが──


「…………」


　が、そこで。


「はい、フェリスさん、すとっぷ～。私はあなたと争うつもりはありませんよ？」


　と、ヴォイスが言ったときにはもう、彼女の手は、ヴォイスの横にいた兵士の剣を奪い、その剣をヴォイスの首くび筋すじに突つき付けてしまっていた。


　その剣を、ヴォイスは見る。反応することもできないまま突然、自分の首筋に迫せまった死に、しかし彼はやはりその、軽けい薄はくな笑みは消さない。


　にやにやとした顔のまま、


「……いやぁ、フェリスさんは相変わらずＳですねぇ。ちょっとパンツを見ただけで、これだも……」


　が、それにフェリスはさらに剣をヴォイスの首筋に押おし付けて、


「……黙だまれ。おまえはすでに人質だ。主しゆ導どう権けんは私にある。おまえは私の質しつ問もんにだけ答えろ」


　と、彼女が言っている横で、剣を奪われた兵士が、


「ヴォイス様から手を放……」


　しかし、その言葉は最後まで続かない。フェリスの回し蹴げりがその兵士の鳩みぞ尾おちを捉とらえ、吹っ飛ばす。それに反応して他の兵たちもこちらへ襲おそいかかってこようとするが、それに彼女は、ヴォイスの身体からだを突きだし、


「……人質が目に入らないのか？　おまえらの主の首と胴どう体たいの関係は、すでに風前の灯ともし火びだぞ？」


　という言葉で、兵たちの動きは止まる。


　それにヴォイスも手を上げ、


「……彼女本気だから、みんな剣を収おさめなさ～い。それに私と彼女は旧きゆう知ちの友人だからね。とりあえず心配しないように」


　そう言った。


　しかしフェリスはそれに、剣を突き付けたまま、


「……おまえと友達になった覚えはないが？」


「それはショック。冗じよう談だんでしょう？」


「ほんとうだ。それにいまはおまえのくだらないおふざけに付き合うつもりもない。いいから私の質問に答えろ」


　そう言うと、ヴォイスはそれに、にやにやした、とぼけた顔でうなずく。


「いいですよ。なんでも質問してください」


　それに、フェリスは聞いた。


　さっきから自分を焦あせらせている、一番の疑ぎ問もんについて、彼女は聞いた。


「……ライナは……ライナはいったいどこにいる？」


　それが、その疑問が彼女を、さっきからずっと追いたて続けていた。


　なぜか。なぜかひどく、胸むな騒さわぎがするのだ。それはライナが死に到いたるかもしれないほどの深い傷きずを負っていた、ということだけに起き因いんしない。なにかもっと別の、大きな危き険けんが彼に迫っているような、そんな気がしてならないのだ。


　その、自分の焦りに、彼女は苛いらつく。


　その、自分の弱さに、彼女は苛つく。


　いったい、これはなんだ？　なぜ、こんなにも胸騒ぎがする？


「…………」


　よくないことが起きている。


　それだけは、確たしかだった。


　間ま違ちがいなくいま、なにか、ひどく悪いことが起きている。


　そう思う理由がなんなのかは、自分でもわからないが、彼女はそう思った。


　だから彼女は、鋭するどく目を細め、ヴォイスをにらみつけて、言った。


「……早く答えろ。いったい、いま、ライナはどこで、なにをしている？」


　するとそれに、ヴォイスはなんだそんなことかとばかりに眉まゆをひょいっと上げ、言った。


「……あらら、この状じよう況きようで、フェリスさんが一番気になることはそれですか……いやぁ、昔と変わらず、二人は仲がいいですねぇ。まったく妬やけちゃうなぁ。まあ、私の好みは、もうちょっと年下、七歳さいくらいの女の子がいいのですけれ……」


「黙だまれ、ガキ。それ以上の無む駄だ口ぐちは、おまえの命まで無駄にするぞ？」


　フェリスは言って、剣けんをぐいっと押し付ける。するとヴォイスの首からうっすら血がにじむ。


　それにヴォイスは困こまったような顔になり、


「……うわ、ほんとに本気なんだ。ま、いいですけどね。こういうプレイも私はありなほうですし……しかしこれ以上ふざけると、本当に首を飛ばされてしまいそうなので、教えちゃおうかな」


「…………」


「ライナさんなら、そこの荷車の上にいますよ。ほら、フェリスさんの後ろの。安心してください。ライナさんのほうも、すでに手当て……」


　しかしその言葉も、フェリスは途と中ちゆうで遮さえぎる。ヴォイスの髪かみの毛をつかみ、彼女は大きく飛ぶ。


「痛いたた」


　というヴォイスの声を無む視しして、彼が指した荷車のほうへと向かう。


　だがその間にも、胸騒ぎは止まらない。


　なぜか胸騒ぎは止まってくれない。


　頭の中に、ひどい想そう像ぞうと光景が浮うかんでしまって、それが彼女の全身を支し配はいする。


　ひどい。


　本当にひどい。


　死よりも、さらにひどい、光景。





　女の姿すがたをした化物が、ライナに絡からみ付き、その魂たましいを永えい遠えんに犯おかそうとしている光景──





「…………」


　なぜ、そんな意味不明な光景が頭の中に浮かんでくるのか、彼女にもわからない。


　なぜ、そんなありえない光景を自分が妄もう想そうしてしまうのかわからない。


　でもとにかく。


　とにかく彼女は、ライナに会いたかった。会って、あの馬ば鹿かが元気で、眠ねむそうで、めんどくさいめんどくさいと言うのを聞きたかった。


　だから彼女は、走る。一直線に、ヴォイスが指した荷車のほうへと走る。


　すると一いつ瞬しゆんで、彼女と、荷車の距きよ離りは縮ちぢむ。


　そして最後。


　彼女が、荷車の上に跳とびのると。


「…………」


　するとその荷車には、ヴォイスが言ったとおり、あの馬鹿が乗っていた。


　寝ねぐせ放題の黒髪に、万年やる気のないだらけきった顔。


　彼女の相あい棒ぼうの、ライナ・リュートだ。


　いつも眠い眠いと言っては昼寝している怠なまけ者は、今日もその荷車の上で、まぬけ面づらをさらして寝こけていて。


　それをフェリスは見る。


　その、ライナの姿を、彼女は見る。


　そして。


「…………」


　フェリスは、ヴォイスを放した。そのままライナの側そばへいく。そして、肩かたを見る。彼女を守るために、ローランドの兵に斬きり裂さかれてしまった肩の傷きずを見る。しかしもう、その傷も塞ふさがっている。


　おそらく、肩の骨ほねにまで達していたであろう深い傷が、まるで転んで擦すり剝むいたぐらいの、たいしたことのない傷に変わっている。


　それに彼女は、


「…………」


　彼女はすーっと、強く、息を吸すった。


　すべてが、杞き憂ゆうだったのだ。さっきまで彼女が感じていた不安や、妄想は、なにひとつ、現げん実じつのものではなかったのだ。


　フェリスはそれに。


「…………」


　それに。


「……よかった……」


　と、心底、そう思った。


　それから彼女は小さく微笑ほほえみ、そっと、ライナの寝ぐせのついた髪を撫なでる。強く吸いこんだ息を吐はきだす。すると徐じよ々じよに、自分の心の中が落ちついていくのを感じた。


　どういうわけか彼の、本当に間ま抜ぬけそうな顔を見た途と端たんに、自分の精せい神しん状じよう態たいが、突とつ然ぜん安定していくのを感じた。


「…………」


　彼女は再ふたたび落ちつきを取りもどすと、振ふり返る。ライナを守るように自分のほうへと引きよせてから、


「……で、これはどういうことだ？　ヴォイス。状じよう況きようはいったいどうなってる？　おまえはなぜここにいる？　この、黒い鎧よろいの兵士たちは、どこの所しよ属ぞくだ？　それに……おまえがさっき言った、『忘却欠片ルール・フラグメ』というあの言葉……まさかおまえは、ガスタークの手の者か？」


　そう。


　ヴォイスはさっき、『忘却欠片ルール・フラグメ』という言葉を吐いたのだ。それは、フェリスたちが言うところの勇者の遺物のことなのだが──しかし、遥はるか北、ガスターク帝てい国こくからやってきた間者たちは、勇者の遺物のことを『忘却欠片ルール・フラグメ』と呼よんでいた。


　つまりこいつは、あの危き険けんな『忘却欠片ルール・フラグメ』のことを知っている上に、ガスタークの間者の可か能のう性せいがある。


　だからフェリスは、全身を緊きん張ちようさせたままヴォイスをにらみつける。


　そして言った。


「答えろヴォイス。おまえは敵てきか？　味方か？」


　その問いに、ヴォイスは微笑む。


「……敵ならあなたがたの傷を治したりはしないでしょう？」


「なら、おまえはいま、なにをしようとしている？」


「さあて、なんでしょう？」


「答えないなら、殺す」


「あはは。殺す、ですか？　相変わらず物ぶつ騒そうな物言いだなぁ。さて、じゃあどこから説明しようかな」


「初めからだ」


「初めから？」


「うむ」


「じゃあ、初めから、説明しましょう。でも、まずはあなたが、どうしてそんなに不安にかられているのか、その説明をされたくはありませんか？」


　と、ヴォイスが言う。


　それに、フェリスは怪け訝げんそうに目を細める。


「……いったいなんの話だ？」


　するとヴォイスは肩をすくめ、


「またまた。さっきから、不安で、不安で、仕方がないんでしょう？　ライナは無事なのか？　あいつは無事なのか？　なにか、なにかひどく大変なことが起きてるんじゃないか？　とか、そんなことを考えて、不安で仕方がないんでしょう？」


　なんていう、その言葉に、今度こそフェリスは、ヴォイスを鋭するどくにらみつける。


「……おまえはいったい、なんの話をしている？　いや……おまえはいったい、何者なんだ？」


　するとヴォイスはそれに、笑った。やはり軽けい薄はくな、しかし子こ供どもっぽい笑顔で、


「……私は、私ですよ、フェリスさん。ヴォイス・フューレル十五歳さい。かつてはフューレルグループの総そう帥すいで、いまは、反ローランド連合軍の代表──ということになっていますが……ほんとのところは、ただの噓うそつきです。まあ、私が噓つきだってことは、フェリスさんも御ご存ぞん知じでしょう？」


　フェリスはそれに、うなずく。というかこいつは、噓しかつかないような面めん倒どうな奴やつなのだ。


　しかしその、噓つきというのを肯こう定ていされて、なぜかヴォイスは益ます々ます嬉うれしそうな顔になって、


「で、私はいま、すべてに噓をついている。人に。仲間に。世界に。神に──知ってました？　この世の中には、実は神とか、存そん在ざいしちゃうんですよ？」


　などと、わけのわからないことを言いだす。


　それにフェリスは顔をしかめて、


「……おまえ、頭がおかしく……」


　が、彼は首を振ふる。


「いいえ、なってません、残念なことにね。おかしくなれてしまえば、簡かん単たんだったんですが。そうしたら世界が……この狂くるった世界が、さらに狂った方向へと進むのを見なくてすんだのに。絶ぜつ望ぼうへと転がり堕おちていく世界を、見なくてすんだのに。でも、そうはいかなかった。どういう因いん果がか世界の真理に触ふれてしまって、そうはいかなくなってしまった。だから、噓をつくことにしたんです。幸い、噓は私の得意分野だったので」


「……いったい、おまえはなんの話を……」


　しかしその言葉も、ヴォイスは遮さえぎる。


　そしてとても子供とは思えない、理知的な瞳ひとみをこちらへ向けて、


「あなたがいま、感じている不安は正しいということですよ、フェリスさん。ライナさんは『女め神がみ』に呪のろわれている。彼の特とく殊しゆな瞳ひとみに──『複写眼アルフア・ステイグマ』にかけられた呪いは、『女神』がかけたものだ。ま、でも、百聞は一見にしかずってね。これで、見てみてください」


　そう言ってから彼は、手を自分の懐ふところへと入れる。そして小さな、親指大のガラスの玉のようなものを取り出し、それをこちらへと放ほうり投げてくる。


　フェリスはそれを受けとり、


「……なんだ、これは」


　その、玉を見る。


　しかしやはりそれは、なんの変へん哲てつもない、ガラスの玉にしか見えなくて。彼女は、ヴォイスを見て言った。


「……なんのつもりだ？」


　するとそれに、ヴォイスが言う。


「その玉をライナさんのほうへとかざして、のぞいて見てください」


「玉を？」


「はい。そうしたら、いろいろと真実が見えてきますから。話は、それからということで」


　それに、フェリスは半はん信しん半はん疑ぎの表情で玉をライナへとかざした。


　それからその、玉をのぞいてみる。


　すると最初、その、ガラスの玉は曇くもっていて、その向こう側は見えなかった。


　しかし、フェリスがのぞくと少しずつ、少しずつ、その透とう明めい度どが増し始める。


　そして。


「…………」


　そしてやがて、それは現あらわれた。


　ガラス玉の向こうに、ライナが、やはり間ま抜ぬけ面づらで寝ねている。いつもの、あほっぽい、寝ぐせ放題の、怠たい慢まん百二十パーセントの、姿すがた。


　だが、そのライナの姿を見て。


　彼の姿を見て、彼女は。


「…………な、なんなんだ、これは」


　思わず、そう呟つぶやいていた。


　なぜならガラス玉の向こう。


　幸せそうに眠ねむりこけているライナの胸むねの内側から、何千人もの、全ぜん裸らの女が飛びだしてきていたから。それはひどく、気色の悪い光景だった。潰つぶれた親おや蜘ぐ蛛もの腹はらから、子蜘蛛が溢あふれだしてくるかのように、小さな、全裸の女たちが飛びだし、キーキーという耳みみ障ざわりな悲鳴を上げながら、ゴムのように伸のびたり縮ちぢんだりする両手両足でライナの全身に絡からみついている。


　まるで彼の自由を奪うばおうとしているかのように、女たちが強く、強く、ライナを締しめつけている。


　それにライナは、気づいていない。いや、ガラス玉ごしでなければ、フェリスにも見えない。


　だが、この。


「…………」


　この、ガラス玉の向こうの光景は、地じ獄ごくだった。
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　それにフェリスはヴォイスのほうを振ふり向き、


「い、いったいあれは、なんだ？」


　そう、聞いた。


　するとヴォイスはそれに、あっさり答えた。


「あれが『αアルフア』です──と、言っても、わかりませんよね。まあ、簡かん単たんに説明しますと、ライナさんの中にある力を殺すため、『女め神がみ』たちが送りこんだ呪いです」


　それにフェリスはもう一度ガラス玉をのぞきこむ。ライナの身体からだを拘こう束そくしている、ひどく醜みにくい顔をした、小さな、数千の女の姿を見つめる。


「『女神』というのは、あの、ライナの身体を拘束している化物どものことか？」


　しかしそれに、ヴォイスは首を振った。


「いえ、それは『女神』が放った呪いです。『女神』本体ではない──といってもまあ、『α』は『すべての式を解とく者』を殺すことができるほどの力が与あたえられているので、こと殺さつ戮りくに関していえば『女神』と同等の力を持っていますが……」


　という、彼の言葉の意味が、半分もわからなくてフェリスは、


「ちょっと待て。黙だまれ。いったいおまえは、なんの話をしている？」


　と、そう問いかけようとして、しかし、やめる。


　そうじゃない。


　もっと大切なことが、別にある。


　だからそれを、彼女は聞いた。


　ヴォイスを真まっ直すぐに見つめ、


「……おまえは……おまえは本当に、何者なんだ？」


　そう聞いた。


　するとそれに、彼はまた笑う。子こ供どもっぽい、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて笑う。


「……だから、ただの噓うそつきですよ。でも……今回は神にすら噓をつこうとしている愚おろか者ですが」


　それにフェリスはもう一度ライナのほう──ライナの身体を蝕むしばんでいる、数千の女たちの姿を見て、言った。


「……それはつまり、この気色の悪い化物ども……『女神』とかいう奴やつらの、敵てき、ということか？」


「……そうですね。味方のふりをしてますが」


「なら、私たちの味方か？」


「そうなりますね」


「はっ。信じられないな」


「ありゃ？　じゃあ、あなたも納なつ得とくしてくれるような言い方に変えましょう。私は……私自身の味方しかしない。で、いまはあなたがたを助けるのが私のメリットになるから、助けようとしている……という言い方なら、どうです？」


　その、言葉に。


　フェリスは少しだけ、微笑ほほえんだ。


「……ふむ。それなら少し、納得できるな」


「よかった」


「なら、おまえはライナを助けてくれるのか？」


　するとヴォイスはうなずいて、


「もちろん見返りはもらいますけどね。タダでは決して施ほどこししない──フューレル家の家訓です」


　しかしそれにフェリスは笑みを浮かべ、


「……借りは剣けんで斬きり付けて返せ──エリス家の家訓だ」


　という言葉に、ヴォイスは目を丸くする。


「うわ、その横おう暴ぼう発言、フェリスさんらしいなぁ。なんかいまちょっと、懐なつかしい気持ちになりましたよ」


　しかしフェリスは肩かたをすくめ、


「私は別に、おまえに会ってもなんの感かん慨がいも湧わかないがな」


「ええ～、ほんとですか？」


「ああ」


「そうかぁ。残念だなぁ。ま、僕も実じつ際さいのところはあなたがたに会ったところで別になにも感じませんけどね。くだらない感かん傷しように浸ひたるほど、暇ひまじゃあない。さて、じゃあそろそろ、ビジネスライクな話に戻もどりましょうか」


　言ってから、しかしヴォイスは周囲を見回し、


「といっても、あまりここでぐずぐずしているわけにもいかないんですよねぇ。このままここにいると、おそらく、ローランド軍の本隊がやってきてしまう。ですから、進みながら話しましょう。すべてのいきさつを、一から、十まで……」


　が、それにフェリスは言う。


「一から十まで……しかしおまえの都合の悪い部分は隠かくして、か？」


　するとヴォイスは笑みを浮かべ、


「もちろんです」


　とうなずく。それから、フェリスと、そしてライナが寝ねている荷車にひょいっと乗ると、


「さあみんな、出発しましょう。ネルファの方々の群むれに追い付き、そしてカッスラー自治聖都の受け入れ部隊と合流するのです！」


　そう、叫さけぶと、周囲にいた黒い鎧よろいを着き込こんだ兵たちが、はっ！　と、声をあげる。


　そして荷車が動き始める。


　暗い、夜の景色がまた、動き始める。


　いまごろ気づいたが、少し離はなれた場所にトアレたちが率ひきいているはずのネルファの兵や民たみの集しゆう団だんが、歩いているのがうっすら見えた。


　それにフェリスは、


「……ふむ」


　と、小さく呟つぶやく。


　それからもう一度、ライナのほうを見おろす。彼の、何度撫なでつけてもなおらない寝ぐせを撫でる。引っ張ぱる。たたく。


　しかし、彼は起きない。本当に、気持ちよさそうな顔で寝ていて、まるで反はん応のうしない。


　それに。


「…………」


　それに彼女は、小さく微笑んでから。


「……ではヴォイス。話を、始めてもらおうか？」


　再ふたたび、表ひよう情じようを引き締しめた。




　第二章　　ニンゲン『αアルフア』







　空が廻まわる。


　ぐるぐる廻る。


　遠く、遠く、ライナたちがいる空から。


　フェリスたちがいる空から。


　遠く、遠く、眩暈めまいがするほどぐるりと巡めぐる。


　それは南の空へ。


　暗い南の空へ。


　絶ぜつ望ぼうが支し配はいする空へ。


　そこに。





　そこに一人の女の子が立っていた。





　赤毛の長い髪かみに、華きや奢しやな体。桃もも色いろのワンピースを着た、一人の女の子。


　その女の子がこちらを見つめ、恥はずかしそうに顔を赤らめると、


「ねぇ……ねぇシオン……私、シオンになら、なにされてもいいんだよ？」


　と、そんなことを言った。


　さらに彼女は、自分の胸むなもとを押おさえて、


「……私の体を、あなたの好きにしていいんだよ？」


　と、そんなことを、言ってくる。


　それにシオン・アスタールは、彼女の姿すがたを見つめた。


　気高さを感じさせる銀色の長い髪に、鋭するどく光る、金の瞳ひとみ。その強い意い志しがこめられた瞳で、彼女の美しい姿を見つめ、


「へぇ。じゃあ君のことを、俺おれは自由にしていいのかい？」


　なんてことを言う。


　するとシオンに見つめられ、彼女は益ます々ます顔を赤らめながらも、小さく、


「うん」


　と、うなずく。


「私を……あなたの好きにして」


　と呟く。


　それにシオンも、うなずいた。それから彼女のほうへと、足を進める。手をそっとさし伸のべて、彼女の首に、触ふれる。


　触れた瞬しゆん間かんに彼女の体が少し、震ふるえる。緊きん張ちようと、興こう奮ふんに、彼女の首は熱を帯びている。


　シオンはその、彼女の首くび筋すじを撫でて、


「じゃあ君を、俺の好きにするよ？」


「うん。あなたの好きにして」


「わかった。なら……」


　と、シオンは言った。


「なら……もう死ねよ、化物が」


　そう言った、刹せつ那な。


　シオンは女の子の首を、強く締しめあげ、握にぎり潰つぶす。ごりっという嫌いやな音がして、彼女の、首の骨ほねが折れたのがわかる。


　普ふ通つうならそれで、即そく死しだ。


　普通の女の子ならそれで、即死だ。


　だが、女はそれに、笑う。


　首の骨を折られて、しかしまるでそれには動じずに、両手を開く。そしてシオンの肩かたを強くつかみ、


「……あは……あはは、は、んもう、シオンってば乱らん暴ぼうなんだからぁ……でも、そういうの私、好きよ？　さあもっとやりなさい。そして私の体に溺おぼれなさい……溺れて、溺れて、闇やみの底へと、戻もどりなさい、狂くるった、勇者よ……」


　言いながら目を大きく見開いて、こちらを見つめてくる。


　目を大きく見開いて、こちらを見み据すえてくる。


　目を、大きく見開き、見開き、見開き、あまりに大きく見開きすぎたせいで、眼がん球きゆうがごろんっと顔から転げおちてしまい、なのにそれでも、女は甲かん高だかい声で、笑う。





　あはは、ははは、アハハハハ。





　それにシオンは顔をしかめ、


「……耳みみ障ざわりだ」


　首をつかんでいる手とは反対の手で、女の髪をつかむ。そしてそのまま、女の首をねじ切ろうとする。


　しかしねじっても、ねじっても、女の笑い声は止まらない。おまけに彼がつかんでいたはずの髪の毛がうねうねと蠢うごめいて、シオンの腕うでを這はいまわる。その髪が腕に触れた途と端たん、しびれるほどの快かい楽らくが全身を駆かけ巡めぐり、一瞬、意い識しきを失いそうになる。


　するとまた、女は笑った。


「あはははは、無理無理。たかが『人間』の分ぶん際ざいで、私の体に触れて正気を保たもてるはずがなかろう……おまえはここで終わる。おまえはここでオワル。ここで私に溺れ、地に、闇に、堕おちるのだ……前の王と同じように……おまえの父親と同じようにな」


　言いながらもさらに、髪を伸ばしてくる。いや、髪だけじゃない。シオンがにぎっていたはずの彼女の首も、まるで液えき体たいのように溶とけだし、シオンの腕にまとわりついてくる。


　そのまま少しずつ、少しずつ彼女の体は、シオンの体の中へと入り込もうとしてきて。


「……ぐっ……」


　彼は、うめいた。


　必死に、その、彼女からの侵しん蝕しよくを振ふり払はらおうとするが、うまくできない。


　彼女が自分の体に進入してくる。


　彼女が自分の体に、侵入してくる。


　それをまるで、防ふせげない。


　それにシオンは、顔をしかめる。


「……くそ」


　あきらかにそれはもう、絶ぜつ体たい絶命としか、言いようがない状じよう況きようで。


「…………」


　そしてその、絶体絶命な状況の横から、突とつ然ぜん。


「……う～ん。思ったよりも、手こずるねぇ。これは困こまった」


　なんて声が、かけられた。


　そちらにシオンは目を向ける。


　するとそこには、いつの間にやら女の背はい後ごにしゃがみこんで、楽しそうな顔でこちらを見つめている、一人の男がいる。


　金色の髪かみに、気味が悪いほど整った容よう姿し。


　代々、ローランド帝てい国こくの王を守り続けてきたエリス家の当主、ルシル・エリスだ。


　つまり彼は、現げんローランド帝国王であるシオン・アスタールの護ご衛えい役やくで、いま、化物に襲おそわれて危き機き的な状況におかれているシオンを、すぐにでも助けなければならないはずなのだが。


「……でも、さすがにこの程てい度どの三下相手に私が手を貸してるようじゃ、未来はないからなぁ。がんばれる？　シオン」


　なんてことを、言ってくる。


　それにシオンは、必死に化物からの侵蝕に耐たえながらルシルを見つめ、


「……ぐぐ、む、うぁ、……ちょ、ちょっと、やばい、かも」


「そう？」


「うん」


「なら死ね」


「ってそれ、さっき俺がこの化物に言ったセリフだけどね」


　するとルシルは笑う。


「はは。そうだっけ？」


「ああ」


「そうか。でも、本気だよ。この程度で終わるのなら、君はいらない」


　という、その言葉に。


「…………」


　シオンも、その通りだと、思う。


　いま、彼が相手にしているのは、本当の敵てきではないのだ。


　この数か月、定期的にシオンたちのもとに訪おとずれては攻こう撃げきを仕し掛かけてくる敵──『女め神がみ』と呼よばれる人ではない、その外側に棲すむ化物たち。


　いまシオンが相手をしているのは、その『女神』の、一部でしかないのだ。


　何人もいる『女神』の中の一人が、さらにその体の一部を媒ばい介かいにして生みだした、化物。


　これから『女神』の本体とも戦う必要があるというのに、たかが『女神』の一部を相手にこれほど苦戦していてはお話にならない。


　だからシオンは、意識を集中する。


　自分の中に組み込こまれた《呪のろい》に、意識を集中する。


『女神』を殺すためだけに生まれた《呪い》。


『狂くるった勇者』の呪いが、自分の体の中で効こう率りつよく動くよう、彼は、意識を集中していく。


　そして。


「…………俺の前から、消えろ、『女神アバズレ』」


　そう言った、瞬しゆん間かん。


　彼の周囲に、数十本もの黒い剣けんが生まれた。


　黒い。


　黒い。


　夜よりも黒い、漆しつ黒こくの剣。


　その剣を見て、シオンに侵しん蝕しよくしようとしていた化物の顔が初めて、うろたえる。


「ま、待……」


　が、言葉はそこまでだった。


　剣が、化物に刺ささる。


　ゆっくり、ゆっくりと、突つき刺さる。


　刺さるごとに、化物の姿すがたが、存そん在ざいが、薄うすく、軽くなっていき、消しよう滅めつしてしまう。


　化物は悲鳴を上げることもできない。


　ただ淡たん々たんと、呪いに飲み込まれて消えていくだけ。


　そしてやがて。


「…………」


　すべては、終わった。


　化物を消し、シオンはそれを確かく認にんしてから、


「……うぁ……」


　小さくうめいて、思わず地面に膝ひざをついた。


　全身を炎ほのおで焼かれてしまったかのような強きよう烈れつな痛いたみが、身体からだ中じゆうを包んでいる。


　しかしそれは、化物の攻撃を受けたせいじゃない。


　自分が使った力。


　自分の中に組み込んだ、『狂った勇者』の《呪い》を発動させたことによる、副作用だ。


　勇者の《呪い》に侵おかされて、また少し、自分の体が人ではなくなっていくのを、シオンは感じる。


　狂った《呪い》に犯おかされて、また少し、自分が人ではなくなっていくのを、感じる。


　その痛みに彼は顔をしかめながら、


「……ああ、くそ」


　うんざりした気分になる。


　するとそれにルシルが笑って、


「よく頑がん張ばりました」


　なんてことを言ってきて。


　シオンはそれに、痛みをこらえながら、ははっと、苦く笑しようした。


「……なんだそれ。ありがとママ～って、答えればいいのか？　ったく、そんな褒ほめ言葉で喜ぶ歳としじゃない」


「そう？」


「ああ」


「そうか。でも、じゃあどう褒めてほしい？」


　しかしそれに、シオンはゆっくりと、顔を上げる。少しずつ痛みがましになってきたので、体を持ちあげ、立ち上がる。


　そして。


「……別に、褒めてもらうためにやってるわけじゃない」


　そう、言った。


　全身が痛む。狂いそうになるほど痛む。おまけに自分の中にある大切なものが、大切な感かん情じようが、大切な記き憶おくがまた一つ、失われたような気がする。


　しかしそのすべてを、誰だれかに褒めてもらおうとは思わなかった。


　やらなければならないから、やっているだけ。ただ、それだけだった。


　なのにルシルがそれに、


「でも、私が褒めないと、いまはもう、誰も褒めてくれなくて寂さびしいだろう？」


　なんてくだらないことを言ってくるから、シオンはそれに、


「……馬ば鹿か言えよ」


　と、答えて、小さく笑った。


　それから彼は、いま、自分がいる場所を見回す。


　自分が置かれている状じよう況きようを、見回す。


「…………」


　するとそこはひどく、奇き妙みような場所だった。


　どこまでも続く真っ赤な地面と、まっ白い空。


　白と、赤しかない世界。


　どこを見ても、赤と、白だけ。


　音もない。


　光もない。


　ただ、赤と、白があるだけの世界。


　人の理ことわりの、外にある世界だ。


　長い時間をここで過すごしていたら、気が狂くるってしまうかもしれない。


　いや、もうすでに、少しずつおかしくなってきている可か能のう性せいもあるが。


「…………」


　なんて思って、彼は、自分の胸むねに触ふれる。徐じよ々じよに人ではなくなっていく、自分の体に触れる。


　そして自じ嘲ちようするような、悲しい笑えみを浮うかべて、


「……さて、そろそろ戻もどるか、ルシル」


　そう、彼が言ったときにはもう、ルシルの姿すがたはなかった。いつものように、現あらわれたいときに現れて、消えたいときに消えるのだ。


　それにシオンは、あきれたような顔で苦笑する。それから彼も、目を閉とじる。


　そして自分の中からその、赤と、白の世界を消していく。


『女め神がみ』が作りだした、醜しゆう悪あくな世界を消していく。


　そして再ふたたび、彼が目を、見開くと。





「…………」





　世界に、正しい景色が戻っていた。


　彼の視し界かいに入ってきたのは、いつもの、ローランド帝てい国こくの王おう城じようの中にある、玉ぎよく座ざの間だった。


　そしてシオンは、この国の中で、もっとも孤こ独どくな者だけが座すわることが許ゆるされている仰ぎよう々ぎようしい椅い子すの上で、世界を睥へい睨げいしている。


「…………」


　だが、その玉座の上に座った瞬しゆん間かんから見え始めた景色はいつも、『女神』が作った醜悪な世界と同じぐらい、どんよりと濁にごっていた。


　見えるのは苦く痛つうと、絶ぜつ望ぼうと、闇やみばかり。


　親を殺し、親友を裏うら切ぎり、自分の体を生いけ贄にえに捧ささげてやっと、ここまでたどりついたというのに。


「…………」


　ここから見えるのは、うんざりするような腐くさった景色ばかりだった。


　狂った勇者が狂った笑い声を上げ。


　気色の悪い女神たちが、人にはとても理り解かいのできない、奇声を上げる。


　その、永えい遠えんに終わることのない雑音ノイズに苛さいなまれながら、シオンは泣きそうになる。


　独ひとり、泣きそうになる。


　自分がどんどん、人ではなくなっていくのを感じて。


　自分がどんどん、なにも感じなくなっていくのを感じて。


　それはひどく。


　ひどく。


「……寂さびしい、な」


　と、彼は小さく呟つぶやいた。


　それからぐったりと玉ぎよく座ざの背せもたれに、背中をあずける。広間の窓まどから入ってくる、真っ赤な夕日の光のほうを見る。


「…………」


　少し前ならその、彼の言葉に対して、答えを返してくれる奴やつが側そばにいたのだ。


　本当にほんの少し前なら、シオンが寂しいなんて言えば、ライナが横で、


『はぁ？　はぁああああ？　俺おれをずっと横でこき使っといて寂しいだ？　それなんの冗じよう談だん？　なんの冗談？　てめぇまじ一回殺されたくなかったらさっさと俺を解かい放ほうしろやこらぁああああああと叫さけぶ体力も残ってないので帰っていいですか？』


　なんて言って。


　その横でフェリスが、


『うむ。ちょうど私も少し口が寂しくなってきたところだ。というわけで三人一いつ緒しよにだんごを買いにいくか！』


　なんて言って。


　それにシオンは笑う。


　まるで真しん剣けん味みのない、まるで意味のない二人の発言に、シオンは独り、笑う。


「…………」


　もう、ほんの少し前まですぐそばにあった楽園を思いだして、シオンは悲しげに笑う。


「…………」


　だが、もうその景色は帰ってこない。


　世界の景色はその色をがらりと変えてしまい、もう二度と、同じ色は作れない。


　それを思うといつも。


　いつも。


「……本当に、寂しい気分になるよ、ライナ」


　そんなことを独り、シオンは呟いた。


　だがそれでも、彼は進む。


　世界の歪ゆがみを正すために、自分を犠ぎ牲せいにしながら前に進む。


　すべての歯車は、狂くるったように悪いほうへと、絶望へと回り続けるから、それを少しでも止めるために。少しでも正しい方向へ向けるために、彼は必死に、あがく。


　休んでいる暇ひまは、なかった。


　少しでも歩みを止めればそれで、世界は台無しになってしまうから。


　だから彼は小さく息を吸すって、自分の弱い部分を、打ち消していく。過か去こを振ふり返り、くだらない感かん傷しように浸ひたるような、弱い自分を打ち消していく。


　本当に、時間がないのだ。


　過去を振り返る、時間はないのだ。


　だから彼は、さあ前に進もうと、思う。


　また再ふたたび、前に進もうと、思う。


　親を殺し、親友ライナを裏切り、そして自分の、人間の部分すら捨すてて、前に進もうと、再び彼が顔をあげた──


　そのとき。


「…………」


　シオンは広間の入口に、いつの間にやら立っていた一人の少女の姿すがたを見つけた。


　刹せつ那な。


　また、あれがきたのかと思った。


『女め神がみ』が放った、化物。


　ここのところ頻ひん繁ぱんに、『女神』たちは攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。


　人の世界からも、人の世界の、外側からも。


　人の世界のほうから訪おとずれる化物は、異い界かいからくる化物よりは弱いことが多いのだが、それでも『女神』の放つ刺し客かくは、人とは比くらべ物にならない力を持っている。


　だからシオンは一いつ瞬しゆん、体を緊きん張ちようさせた。


　しかし、部屋の入口からさらに一歩、入ってきた少女の姿を見て、彼は、全身に張はり詰つめていた力を、抜ぬいた。


　なぜならその少女に、見覚えがあったから。


「…………」


　彼は真まっ直すぐ、この玉座の間に無む断だんで入り込こんできた一人の少女を、見つめた。


　歳としの頃ころはシオンよりも二、三歳さい年下、十六歳くらいだろうか？


　ふらふらと揺ゆれている亜あ麻ま色いろのポニーテールに、丸く大きな瞳ひとみ。小こ柄がらな体にはいまいち不ふ釣つり合いな、ローランド軍の正せい装そうを纏まとっている。


　その姿すがたに、シオンは見覚えがあった。


　ミルク・カラード。


　それが彼女の名前だ。


　シオンがライナを、自分のそばにしばりつけておくためだけに利用した、少女。


　ライナの、幼おさな馴な染じみの少女だ。


　その少女がいま、目の前に立っていた。


　それをシオンは、見る。


　そしてすぐさま彼は、自分の中に蠢うごめいていた闇やみを、消す。『狂った勇者』が放ち続ける、苦く痛つうと、絶ぜつ望ぼうと、悲鳴を、自分の中から、消す。


　そして顔に、一点の曇くもりもない、しかし、偽いつわりだらけのいつもの微び笑しようを浮うかべると、


「……これはこれはミルク・カラード中ちゆう尉い。お久ひさしぶりです。なにか、ご用ですか？」


　と、そう言った。


　するとそれに、ミルクがこちらを、なぜか少し厳きびしい瞳ひとみで見つめ、


「……陛へい下かに少し、お聞きしたいことがありまして」


　かわいらしい声こわ音ねで、言ってくる。しかしその声にもどこか、厳しさが宿っている。


　それにシオンは答える。


「……聞きたいこと？　それはいったい、なんでしょうか？」


　なんて言いつつも、しかし、彼女がいま、ここになにをしにきたのかは、すでにわかっていた。


　彼女がここにきた理由。


　それはいま、この国がどうなってしまったのかを聞きにきたのだ。


　いま、この世界がどうなってしまったのかを聞きにきたのだ。


　世界に対して侵しん略りやく戦争を始めたこの国のことを。


　英えい雄ゆう王おうと呼よばれ、清せい潔けつなイメージしかないはずのシオン・アスタールが、どういうつもりで陰かげで人体実験を繰くり返し、他国を侵略し、おまけに親友を。


「…………」


　あの、ライナ・リュートを裏うら切ぎったのか？


　それをミルクは聞きにきたのだ。


　一番最初にライナを救った女が。


　一番最初にライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』の暴ぼう走そうを止めてみせた女が。


　あいつの幼馴染みが、国外へと出たライナにはついていかずに、ここへやってきた。


　ライナのために。


　少しでもあいつの助けになるために。


　本当は自分もライナについていきたいだろうに、彼女はここで──


　ここで、ライナを裏切った男を、にらみつけている。


「…………」


　シオンはその、ミルクの責せめるような視し線せんを受けとめる。


　彼女の気持ちを、受けとめる。


　そして一瞬、胸むねの奥おくがかすかに痛むのを感じる。


　しかしそれも本当に一瞬だ。


　すぐにシオンは、優やさしく微笑ほほえんで、


「ご質しつ問もんがあれば、なんでも答えましょう」


　と、言った。


　すると彼女は毅き然ぜんとした口調で続ける。


「いえ、なんでもというほどたくさん質問はありません。お聞きしたいのは、一つだけです」


　真まっ直すぐ芯しんの通った声音。


　以前に会ったときとは少し、印象が違ちがった。


　以前、シオンが彼女を利用しようとしたときとは、だいぶ印象が違った。


　ただただ、かわいらしいだけだった彼女の幼い印象は薄うすれ、いまは本当に強い、意思を感じる。


　なにかを変えてやろうと。


　なにかを救ってやろうと決意した者の顔。


　彼女はなにか、大きな決意を持って、ここまできたのだ。


　それが、伝わる。


　彼女の顔を見ただけで、それが、伝わる。


「…………」


　だがそれに。


　シオンはまるで意味がないと、思う。


　いや、彼女がいまから、シオンにぶつけてこようとしている質問のすべてが、本当に、まるで意味がないものだと、彼は思った。


　彼女はきっと、こんなことを聞いてくるだろう。





　いったい、あなたはライナになにをしたのか？





　いったい、この国はなにをしようとしているのか？





　そんな質問を彼女はシオンにぶつけ、そして、いくつか情じよう報ほうを引きだし、それをライナへと持っていくつもりか、もしくはここで、ライナに有利なようにシオンを説き伏ふせるつもりか。


　しかしどちらにせよそのすべてが、


「…………」


　すべてが、シオンには馬ば鹿からしかった。


　もう、なにもかもがすでに、手て後おくれだから。


　もう、なにもかもが悲しいほどに手後れだから。


　それはシオンと、ライナの関係も。


　シオンと、世界の関係も。


　すでにもっと暗く、取り返しのつかないところまで進んでしまっているから。


　と、そこで突とつ然ぜん。


「…………」


　シオンは自分の中の闇やみがまた、かすかに疼うずくのを感じた。全身に痛みが走り、体の中を《狂くるった勇者》の呪のろいが駆かけ巡めぐり始めるのを感じた。


　それに一いつ瞬しゆん、彼は顔をしかめそうになる。


　まずい、と、うめきそうになる。


　また、あれが始まったのだ。


　この世界とは別の次元ばしよで繰くり広げられている、『狂った勇者』と『女め神がみ』たちとの醜みにくい争いが始まったのだ。


　刹せつ那な。


　景色がぐにゃりと歪ゆがみ始める。


　そして玉ぎよく座ざの間の入口に、ミルク・カラードが立っている──という景色と。


　上下左右が真っ黒に塗ぬりつぶされた回かい廊ろうのような場所の先に、一人の醜い『女神』の手先が立っている──という景色。


　その二つが重なって、同時に見えるようになる。


　別々の景色が、それぞれ別々に動き始め、脳のうがその両方に対たい応おうしようと必死に動き始めて、眩暈めまいと吐はき気が彼を襲おそう。


　これも《狂った勇者》を受け入れることによって始まった呪いの副作用だった。


　シオンは常つねに二つの世界に同時に存そん在ざいし、その、それぞれに対応を迫せまられる。


　現げん実じつの世界と。


　そして人の世の、外側にある世界。


「…………」


　暗闇の回廊の向こう。


　女神の手先が、頭をくるくると振ふり始める。


　くるくる、くるくる、狂ったように振りはじめる。


　そしてこちらに歩みだしながら、





《あああああああ殺す殺すああああ殺すああああ殺すコあロスああ殺すあコああロす》





　叫さけびながら近付いてくる。


　髪かみを振り乱みだして近付いてくる。


　彼女が歩くごとに、周囲の景色が腐くさっていく。強きよう烈れつな悪あく臭しゆうと、腐ふ敗はいを撒まき散らしながら、化物は少しずつ迫ってくる。


　もう、ちょっと見ただけでもさっきより、遥はるかに強大な力を持った化物だというのがわかった。あきらかにさっきよりも質たちの悪い化物だというのがわかった。


　すぐに対応しなければ、殺される。


　すぐに対応しなければ、世界が終わる。


「…………」


　しかしそれに、シオンは表ひよう情じよう一つ変えない。


　もう、慣なれてしまったのだ。


　こんなことには、慣れてしまったのだ。


「ルシル」


　と、人の世の、外側の世界に立つシオンは、呟つぶやいた。


　すると彼の前。


　闇の回廊の真ん中にまた、金色の髪を持った異い常じようなまでに美しい男が現あらわれる。


　そしてこちらを振り返ると。


「……ああ、いいよ。こいつは私が喰くらっとく。だから君は、そのかわいらしい少女の相手をしろよ」


　それにシオンは、うなずく。


　うなずいた瞬しゆん間かん、ルシルは消え、そして早くも化物の首を刈かり取っている。


　すると生首になった化物が、





《邪じや魔まを、邪魔をスルナ、エリス・リード、キサマのキサマのやっていることは気が狂っ……》





　が、そこでシオンはもう、その声を無む視しする。


　人の世の外側の景色を、無視する。


　それからまるで、なにごともなかったかのように、彼は微笑ほほえむ。まるで何ごとも起こっていないかのように、優やさしく微笑む。


　いや実じつ際さい、現実の世界ではなにも起こっていないのだ。


　どれほど強大な魔まが襲いかかってきたとしても。


　どれほど狂くるった『女神』が暴あばれまわったとしても。


　いまはまだ、その力は、この現実世界にはそれほど強くは及およんでいない。


　本当に、いまはまだ、だが。


「…………」


　しかしだからこそ、彼は、なにごとも起きていないかのように、振る舞まう。


　優しい微び笑しようを浮うかべ、目の前の少女を見つめる。


　そして。


「……さて、では、あなたの質しつ問もんを受けましょうか」


　彼はそう言った。


　するとミルクはなにかを言おうとする。おそらくはシオンが予想したとおりの、たわいの無い質問をしてくるのだろう。


　ライナとはどうなったのか？


　この国はどうなったのか？


　そんな質問は、いま、この場所で起こっている絶ぜつ望ぼう的なシナリオと比くらべれば、馬ば鹿からしくて笑ってしまいそうになるほど幸せな質問だった。


　狂った勇者と女め神がみに侵おかされて、いまにも泣きだしてしまいそうなシオンには、笑ってしまいたくなるほど幸せな悩なやみだった。


　おまけにそんな質問の答えや言い訳わけはすでに、いくらでも用意してある。


　その中から、彼女が納なつ得とくする、彼女が気持ちよくなるような答えを選んでやればいい。


　彼女に真実を伝える必要はないのだ。


　彼女に、世界の絶望を伝える必要はないのだ。


　絶望に沈しずむのは、自分一人でいい。


「…………」


　だからシオンは微笑んで、ミルクを見つめる。いつもの好青年然とした、穏おだやかな笑みを浮かべてミルクを見つめる。


　そして言った。


「さあ、遠えん慮りよせずになんでも聞いてください」


　するとミルクはうなずく。ありがとうございますと言う。そしてくりくりと大きく、丸い瞳ひとみでこちらを真まっ直すぐに見つめると、彼女は、言った。


「……いったいこの国はいま、どうなってるんですか？」


　などという、シオンが予想していたとおりの質問を……


　が、そこで。


　彼女の言葉が、さらに続く。


「そう、陛へい下かにお聞きしようと思ってここまできました。それにライナのことも……彼と陛下の間に、いったいなにがあったのですか？　そう、お聞きしようとここまできました。ですが陛下を……あなたをいま、見た瞬間に、そのすべてに意味がないことを私は悟さとりました。だから別の質問をします。それに答えてください」


　なんてことを突とつ然ぜん、彼女は言いだして。


　それにシオンは、目を、細める。


「……別の質問、ですか？」


「はい」


「それはなんでしょう？」


　するとそれに、彼女は聞いてくる。


　なぜか、こちらを心配するような顔で、


「……いったい陛下は……あなたはなにと、戦ってるのです？」


　なんてことを言ってきた。


　おまけに彼女が見ているのは、シオンではなかった。


　彼女の目はどういうわけか、真っ直ぐ、シオンの胸むねのあたりを見つめている。


　まるで彼の中をのぞきこもうとしているかのように、彼女は真っ直ぐ、シオンの胸のあたりを見つめている。


　それにシオンもつられて、自分の胸を見る。


　だがそこには別に、なにもない。なにか特別目を引くものは見当たらない。


　なのにミルクは真っ直ぐにこちらの胸を見つめる。まるでその視し線せんで、シオンの胸に穴あなを開けようとしているかのように真っ直ぐ、真しん剣けんな面おも持もちでこちらを見ている。


　シオンには見えないなにかが、見えているような顔で。


　いや、違ちがう。


　シオンにしか見えていないはずの、別の世界が見えているような、そんな顔で、だ。


　それに彼は少し、うろたえたような表ひよう情じようになって、


「……いったい、あなたはなにを言ってるんですか？」


　と、聞いた。


　しかしそれに、


「…………」


　ミルクは答えない。


　ただ、真っ直ぐにシオンの胸を見るだけで。怯おびえるような、泣きそうな顔で、こちらを見るだけで。


　それにシオンは言う。


「ミルクさん？」


「…………」


「あの、どうしたんですか？」


「…………」


「ちょっと……」


　が、そこで、シオンは言葉を止めた。


　目の前で急に、ミルクの体からがくんっと力が失われてしまい、倒たおれようとしたから。


　それにシオンは、


「なっ」


　と思わず、驚おどろきの声を上げる。


　しかしミルクは、どういうわけか完全に意い識しきを失ってしまったようで、そのまま頭から、床ゆかに倒れようと……


「危ないっ」


　とっさにシオンは、玉ぎよく座ざから立ち上がった。そのまま広間を駆かける。とても間に合うとは思えないが、それでも彼は、必死に駆ける。




[image: ]


　しかしミルクの体は倒れ、そしてそのまま頭が床に、叩たたき付けられようとした、瞬しゆん間かん。


「…………」


　彼女の体が、何者かに支ささえられた。


　広間の、外。


　ミルクの背はい後ごから突とつ然ぜん現あらわれた一人の男が、彼女の体をそっと支える。


　それにシオンは、


「…………」


　シオンは足を止め、そしてその、ミルクを支えた男のほうを、見た。


　まだそれなりに若わかいはずなのだが、真っ白になってしまっている長い髪かみ。老成したような、優やさしげな顔。細身の長身をローランドの軍服に包んでいる。


　そしてその男のことも、シオンは知っている。


　ルーク・スタッカート軍ぐん曹そう。


　いつもにこにこと穏おだやかで、まるで保ほ育いく園えんの先生かなにかのように優しくミルクの背後に付き随したがっているこの男は、しかし、実じつ際さいにはシオンがこの国に革かく命めいを起こしたときの陰かげの立役者、ラッヘル・ミラーの右みぎ腕うでを務つとめている男だった。


　そのミラーの片かた腕うでがいま、ここにいる。


　それもミルクを連れて、ここへやってきている。


　いや、まあ、こいつがミルクをここにつれてきた、というのは薄うす々うすわかっていたのだが。


　なにせこの玉ぎよく座ざの間には、いまは本当に限かぎられた人間しか近付けないようになっているのだ。


　いつ、『女め神がみ』の攻こう撃げきにさらされて異お常かしくなってしまうかもわからないこの玉座の間には、シオンが許きよ可かを与あたえている、限られた人間しか近ちか寄よれないよう、警けい備びされているはずなのだ。


　そしてその、シオンの許可を与えた部下の中に、ミルク・カラードの名前はなかった。


　だから彼女一人でここまでやってこられるはずがない。


　ということは、つまり、


「……君が彼女を、ここにつれてきたのかい？　ルーク」


　と、シオンが聞くと、それにルークが顔を上げる。やはり優しげな、にこにことした穏やかな表情をしている。だがそれに騙だまされると、痛いたい目にあうのを、シオンはよく知っている。


　シオンが使っている部下の中でも、こいつが一番、扱あつかい難にくいのだ。それはもう、初めて会ったときからずっとそう。


　あのラッヘル・ミラー、クラウ・クロムと同等……いや、それ以上の活かつ躍やくを革命のときに見せておきながら、決してこいつは表おもて舞ぶ台たいに姿すがたを現さない。


　舞台の裏うら側がわで、綿めん密みつな計画を張はりめぐらせて、それを淡たん々たんと実行する。にこにこへらへら笑いながら、最後にはすべてを、自分の思い通りに進めてしまう。


　横から見ているだけでは、こいつの考えはまるで読めない。


　というよりも、これほど頭が切れて、力を持っている男が、どういう気持ちでシオンやミラーに従したがっているのかすら、わからないのだ。


　まあ、そこらへんのことをルークと古くから知りあいだったというクラウに聞いてみたところによると、


『いや、あいつは意外となんも考えてねーぞ？　負けず嫌ぎらいで、そのくせ無む駄だな正せい義ぎ感があって、正しそうなことしようとしてる奴やつを助けたいって純じゆん粋すいに思うような馬ば鹿かだしな。ま、だからあいつは、けっこう純粋な気持ちでおまえについてきてんじゃね？　だから妙みような心配はいらねーよ』


　などと、言っていたが。


　しかし。


「…………」


　シオンはルークを見る。


　やはりにこにこと穏やかな、それでいて底が見えない微び笑しようを浮うかべているこの男が、いま、なにを考えているのかを推すい理りしてみようとして、しかしあっさり断だん念ねんする。


　だいたいいま、ルークがここに、ミルクを連れてきた理由もわからなかった。


　だからシオンは素す直なおに聞いた、


「……いったい、ここになにをしにきた？」


　するとルークが、にこにこと笑っているせいでいまいち瞳ひとみが見えない細い目でこちらを見つめて、


「なにしにきたって、ずいぶんとつれない態たい度どですねぇ。ここのところシオンさんの顔を見てなかったから、ちょっとご挨あい拶さつでもしとこうかと思っただけなんですが……ご迷めい惑わくでしたか？」


　なんて言ってくるが、それにシオンは眉まゆをひょいっと上げて、言う。


「迷惑じゃないが……でも、わざわざミルク・カラードを連れて、か？」


「おかしいですかね？　ミルク隊長は、私の直ちよく属ぞくの上司ですし。上司と一いつ緒しよに、陛へい下かのご機き嫌げんをうかがおうと、そんな殊しゆ勝しような気持ちでここにやってきました」


　と、ルークは言った。


　そしてそれにシオンは、思わず笑いだしそうになる。


　挨拶？


　ご機嫌をうかがう？


　あの、ルーク・スタッカートが？


　用がなければ、自分が必要だと思わなければ、その、姿すら見せないような男が、ただ、挨拶にきたと？


　本当に、笑わせる。


　シオンは、床ゆかにしゃがみこんでミルクを支ささえているルークを見おろすと、言った。


「……まあ、そんな冗じよう談だんはさておくとして、今日はいったいなにを探さぐりにきんだ？」


　するとそれに、やはりルークはにこにこと笑って、


「うわ、相変わらずシオンさんは直球だなぁ。でも、本当に別になにも、探ろうとか思ってませんよ。というより、どうせ聞いてもあなたはなにも答えてくれないでしょう？　世界が変わり、あなたは王になった。それも誰だれもが愛さずにはいられない、素す晴ばらしい王だ。私なんかには、なんの文もん句くもありません」


　なんて言葉にシオンは笑って、


「吐ぬかせ」


　と言った。


　しかしルークはそれに、飄ひよう々ひようとした顔のまま、


「いいえ、吐かしてなんかいませんよ。全部本心です。ただ、まあ少し、あなたには秘ひ密みつが多すぎるのが問題だなぁとは思いますが……ま、それもいいでしょう。秘密のない人間などいませんからね」


　という、その言葉に。


　シオンはルークを見つめて、言った。


「……そりゃおかしいな。おまえに理り解かいできないほどの秘密なんて、俺おれは持ちあわせてないが？」


「そうですかね？」


「そうだよ。それに、俺にいま起きていることのすべては、すでにミラーに話した。『勇者』のこと。『女め神がみ』のこと。その、すべてをミラーには話し、理解してもらったはずだ。そしてその話はおまえも……」


　するとルークはうなずく。


「聞きました」


「ならなんの問題がある？　おまえはいったい、ここになにをしにきた？」


　シオンがそう問いかけると、ルークはまた笑う。


「人づてに聞いた話は、信じない主しゆ義ぎなんですよ」


「ああん？　つまり俺の口から直ちよく接せつ説明しないと、だめってことか？」


　が、それにもルークは首を振ふる。


「あなたの言葉も信じません。私は、私が見たものだけを信じる」


　なんて言葉に、シオンは少し、困こまったような顔になった。


「……おまえ、相変わらずめんどくさい奴やつだな」


　するとルークはふふふと笑い、


「そうでもないですよ？　放ほうっておいてくれれば、好き勝手してすぐに終わりますから……」


　そう言ってから、彼はミルクを床に、そっと寝ねかし付ける。それから立ち上がる。顔を上げ、こちらを見つめる。


　その、ルークの顔を見つめ、シオンは言った。


「好き勝手にされるのも、困るんだが」


「それほど迷惑はかけません」


「ふむ。まあ、いいけどね……で、じゃあ、いったいおまえはなにをしにきたんだよ」


　シオンがそう聞くと、ルークはやはりにこにこと笑いながら、言った。


「……試験をしに」


「試験？」


「ええ。あなたを試ためしにきました」


「俺を、試す？」


　するとルークはうなずく。


　それから両手を広げ、さあ説明しますよとばかりの顔になって、語り始める。


「南大陸最大の国、ローランド帝てい国こくの若わかき英えい雄ゆう王おう、シオン・アスタール。優やさしくて、賢かしこくて、もう、誰もが褒ほめ讃たたえ、賛さん美びせずにはいられないような救国の名君であるあなたが、なんとここにきて突とつ然ぜん、他国へと侵しん略りやく戦争を始めてしまった。おまけに陰かげでは人体実験を続け、さらには長年一いつ緒しよに頑がん張ばってきた部下たちにも話せないような秘密をたくさん抱かかえているという。はてさていったい、あの好青年だったシオンさんに、なにが起こってしまったのか？　それともあなたもあの、愚おろかな父親と同じで、権けん力りよくに溺おぼれて狂くるってしまったのか？　というのを……」


　とそこで、シオンは笑えみを浮うかべて言った。


「試しにきたと？」


　するとルークはうなずく。


「そうです」


「ふぅん。でもそれを、どうやって試す？」


　そう、シオンは聞いたが、しかしそれに、ルークは肩かたをすくめ、


「いえですから、もう勝手に試し終わりました。その上で、あなたは素晴らしい王なので、秘密は多いですが、まあいいでしょうと言ってるわけです」


　なんてことを言ってきて、それにシオンは首をかしげる。


「うん？　もう試した？　それはいったい……」


　が、ルークはそれに、床に寝かせたミルクを見下ろして、言った。


「シオンさんは、私が気き絶ぜつさせたミルク隊長を、必死に助けようとしてくれたでしょう？　あんなふうな顔ができるのなら、まだ少し、安心していられます。思っていたよりもまだ、だいぶ人間味が残ってました」


　なんて言葉にシオンは、今度こそあからさまに、顔をしかめた。


　あの、ミルクの登場から、ここまでの一連の流れがすべて、ルークが行っていた試験だったのだ。で、どうやらその試験に、合ごう格かくできたらしい。


　そしてその、試験の結果について、ルークはこう言った。


『思っていたよりもまだ、だいぶ人間味が残ってました』


　人間味が、残ってました。


　ルークはそう、言った。


　しかしシオンはそれに、


「……くだらない、茶番だな」


　うめくように、言う。


　するとそれにもルークはうなずく。


「ですね。しかし私にとっては大切なことです。使われる身としては、ついていく相手は真しん剣けんに選ばないと……」


「で、俺に人間味がまだ残ってるから、ついてきてくれるって？」


「そうです」


「そりゃ、ありがたい話だな。だが自分の上司を気絶させて、俺を試すような奴やつに、人間味をどうこう言われたくないけどね」


　と、シオンが言うと、ルークはそれに、少しだけ悲しげな顔になって、


「……いえ、これにもいろいろと事じ情じようがあるのですが……まあしかし、その説明は秘ひ密みつの方向で」


　その、言葉に、シオンは思わず噴ふきだしそうになる。


「なんだよ。おまえにも秘密があるじゃないか」


　するとそれに、ルークはいつものにこにことした顔に戻もどり、言う。


「私はいいんです。もとから秘密主しゆ義ぎなので」


「そんなの卑ひ怯きようだ」


「あはは。その卑怯な部分が、私の取り柄えです」


　そう言って、ルークは笑う。


　それから彼は、周囲を見回す。


　いまはシオンとルーク、そして床ゆかに寝ねているミルクしかいない、玉ぎよく座ざの間をぐるりと見回す。


　そして。


「ええと、それで彼は……あなたに取り憑ついている化物──ルシル・エリス君はいまも、ここにいるんですかね？」


　なんてことを、ルークは言ってきて。


「…………」


　それにもう、シオンはうんざりする。


　どうしてこう、この男との会話は疲つかれるのかと思って、心底げんなりする。


　ルークがいったい、どこまでこちらの秘密を知っていて、どんな計けい略りやくを張はりめぐらせているのか、それがまるで予想できない。予想ができなければ、対たい処しよすることもできない。


　だからこそシオンは、こいつを敵てきに回したくなかった。


　それはクラウよりも、ミラーよりも、だ。


　なるべくこいつを、自分の味方に引き入れておく必要がある。


　人間で。


　人間の中で、もっとも危き険けんな奴はこいつだ──と、シオンは真剣にそう、思っているから。


　だから彼は、ルークを見つめて、言った。


「……本当にいったい、おまえはここになにをしにきたんだ？　聞きたいことを、真まっ直すぐ聞いてこいよ。おまえの質しつ問もんには、俺はきちんと答える」


　が、ルークはそれに、やはり穏おだやかな表情のまま、


「ですから、あなたについてのあなたからの説明は、信じないと言ったでしょう？」


　なんて言葉にシオンは今度こそ、うんざりと顔をしかめた。


「ああもう、ほんとめんどくさい奴だな、おまえは。ならミラーの説明で納なつ得とくしろよ。俺はもう、あいつに全部話したんだから。で、あいつは納得してくれた。いや、納得してもらえるよう、すべてを話したんだ。だからおまえが探さぐらなきゃいけないような秘密は、もう残ってないぞ？」


　と、シオンは言った。


　そう。


　ミラーにはもう、ほとんどの秘密について、話してあるのだ。


　とそこで彼は、ミラーに説明した、いま、このローランドと、世界と、そしてシオンがおかれている状じよう況きようについての、絶ぜつ望ぼう的なシナリオを思いだした。


　その話は、要約するとこんな内容だった。





　この世界には、すべてを喰くい潰つぶそうとしている『女め神がみ』という、人ではない存そん在ざいがいる、ということ。


　その『女神』は常つねに貪どん欲よくで、悪あく辣らつで、世界を犯おかし、喰い潰し、滅めつ亡ぼうへ、滅亡へ、滅亡へ向かわせようと画かく策さくしているということ。


　そしてその女神を殺して回っているうちに、狂くるってしまった『勇者』という、やはり人ではない存在がいるということ。


　しかし『女神』を殺すにはその、狂ってしまった『勇者』の力が絶対に必要で、シオンはその力を取り込こんだということ。


　だがその、『狂った勇者』の力を振るって、『女神』を殺すためには、まず、『女神』が世界に張はりめぐらせた結界を破やぶらなければならないということ。


　その『女神』が張った結界というのが、最悪なことに、このメノリス大陸全土で繁はん栄えいしている、『人ニン間ゲン』なのだということ。


　つまりいま、この世界にいる人間という名の生き物は、『女神』がこの南の地に、『狂った勇者』を封ふうじこめるためだけに生みだされた、魔ま法ほうなのだということ。


　しかしこの、ローランド帝てい国こくの王家の血ち筋すじだけは、普ふ通つうの、『女神』が作りだした『人ニン間ゲン』ではなく、『狂った勇者』が『女神』の結界を破るために生みだした『人ニン間ゲン　αアルフア』という名の、別の魔法だということ。


　そして『人ニン間ゲン　αアルフア』の呪のろいは、『人ニン間ゲン』を屈くつ伏ぷくさせることによって、感かん染せんしていく。


　つまり、『人ニン間ゲン　αアルフア』の血筋であるローランド王に統とう治ちされた段だん階かいで、ローランドの国民はすべて、『人ニン間ゲン』ではなく、『人ニン間ゲン　αアルフア』という呪いにその内部を書き換かえられてしまっているのだ。


　さらにローランドに併へい合ごうされたエスタブール王国の民たみもいまや、すべて『人ニン間ゲン　αアルフア』に変へん貌ぼうしている。


　さらにいま、『人ニン間ゲン　αアルフア』の王であるシオンによって、ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝国も侵しん略りやくされており、その民も少しずつ、少しずつ、『人ニン間ゲン』ではなくなりつつある。


　そして『人ニン間ゲン』が減へれば減るほどに、『女神』たちの結界は弱まっていく。


　結界が弱まれば弱まるほど、『狂った勇者』の力はその強さを増ましていく。


　そしてやがて、その力が中央大陸の西部にたどりついたとき。


　つまり、ローランド帝国の領りよう土どが、中央大陸の西部──人が生きることができない永えい久きゆう砂さ漠ばくの向こう側、『女神』が棲すむ世界にまで、『人ニン間ゲン　αアルフア』が住まう国であるローランド帝国の領土が届とどいたあかつきには──


　シオンはすべての『女神』を皆みな殺ごろしにして、めでたしめでたし、と……





　そんな、完全なまでに荒こう唐とう無む稽けいで、あきらかに頭がおかしいとしか思えないようなヨタ話を、シオンはミラーに話した。


　普通なら信じることができないような、狂った話をあの、ラッヘル・ミラーにシオンは、真顔で話した。


　だがそれを、ミラーはあっさり信じてくれた。


　なぜなら彼は、見たからだ。


　凶きよう悪あくなまでに醜みにくい、『女神』の姿すがたを。


　そしてその『女神』が喰い散らかした、シオンの部下たちの、死体の山を。


　しかしそれでも『女神』たちは足りないと言う。


　足りない、足りない、まだ食い足りないと叫さけぶ。


　狂ったように叫び続ける。


　その、醜しゆう悪あくな姿を、ミラーは見たのだ。


　だから彼は、信じてくれた。


　そして全面的に、シオンに協力すると、約束してくれた。


『女神』を殺すためにシオンに力を貸かすと、約束してくれたのだ。


　そしてその話は、ミラーの一番の部下であるルークにも、届いたはずだった。


　なのにこいつは、ここにきている。シオンの秘ひ密みつを探さぐりに、ここにきている。


　もちろん証しよう拠こを見せずに、人づてにこんなヨタ話を信じてくれ、というのも無理な話だというのはわかって……


　が、しかしそこで。


「信じてますよ」


　まるでシオンの、思考の中をのぞきこんでいるような顔で、ルークが言った。そして、


「ミラー先せん輩ぱいが見せられたもの。それにあなたが先輩に話したという、例の『女神』と、『勇者』の話。そのすべてを、私は信じてますよ。あなたはきっと、先輩に噓うそをついたりはしないでしょうし」


　なんてことを、ルークが言う。


　それにシオンは、益ます々ます怪け訝げんそうな顔でルークを見つめ、言った。


「……なら、これ以上なにを探る？　なんの目的があって、おまえはここに……」


　が、その言葉を遮さえぎって、ルークは言った。ずっと楽しげな微び笑しようを浮うかべたままの目を、少しだけ見開いて、


「……でも、あなたがミラー先輩に話した一見真実っぽい話は、全体の秘密の中の、いったい、何割わりぐらいですかね？　二割？　三割？　じゃあ残りの七割の部分はいったい、どうなっているのか？　一部だけを見たら、ほんの一部だけを見たらこちらのほうが正しかったはずなのに、あらら、全部の秘密を暴あばいたら、実はまるで別のストーリーになってるんじゃないのこれ？　なんて話は、よくありますからねぇ。ですからそれを、ミラー先輩の代わりに検けん分ぶんする……それが私の仕事です」


　そう言って、ルークはこちらを見つめてくる。


　顔は笑っているが、その目は鋭するどく、鋭く、真実を探している。


　それに。


「…………」


　シオンは思わず、笑えみを浮かべる。


　ルークがどれだけ真実を探そうとしたところで、どうせその、真実には届かないだろうから。


　確たしかにミラーに伝えた話は、すべてじゃない。


　ミラーに話した『女め神がみ』と、『勇者』の話は、すべてじゃない。


　いや、この、『女神』と『勇者』のお伽とぎ噺ばなしは、当事者であるシオンにすらわからないことだらけなのだ。


　お伽噺が出土する土地によって、その真実は様々に異ことなる。


『女神』が狂くるっているという話もあれば、『勇者』が狂っているという話もある。


　まあ、その、どちらもが狂っている、というのが真実だろう──と、シオンは思っているのだが、しかしいまはそれも、どうでもいい。


　どちらにせよ、いま、自分ができることをするしかないのだから。


　誰だれもがみな、たとえ間ま違ちがっていたとしても、いま、自分ができることをするしかないのだから。


　そして彼はもう選んだ。


　シオン・アスタールはもう、選んだ。


　最も正しいと思える道を。


　親を殺し、友達を裏うら切ぎり、自分の命も差し出して、それでも前に進むことを、選んだ。


　そしてそれを、ルークもすればいい。


　真実が他にあると信じるのなら、正しい道が他にあると思うのならば、それを探せばいい。


　だからシオンは言った。


　笑みを浮かべて、ルークに言った。


「……まあ、好きにしろ。おまえがどうあがこうと、行きつく先は一いつ緒しよだ」


　するとそれにルークも微笑ほほえんで、


「ええ、そうします。と言うよりももう……すでに進めています。もう一つの、実験の準じゆん備びをね……」


　という、その言葉に。


「……実験？」


　シオンはそう聞いた。


　次の瞬しゆん間かん。


　ひゅるるっという、妙みような音が響ひびいた。直後、目に見えないほどに細い糸が、首に巻まきついたのを感じた。


　とっさにその、糸と首の間に指を入れようとしたが、間に合わない。


「ぐぁっ」


　と、小さくうめくが、声はそこまでだった。


　糸が、強く強く自分の首を締しめつけてきて、声がだせなくなる。


　その糸の先を、ルークが持っている。いつの間にか彼は、この玉ぎよく座ざの間に、糸を張はりめぐらせていたのだ。


　ルークはその糸の先を、ぐいっと引っ張る。


　するとさらに糸は強く締めつけられ、


「…………」


　もう、うめき声すらでない。


　それにルークが言った。やはり楽しげな表ひよう情じようのまま、


「はい、では実験開始～。いまから私は、あなたを殺しますが……さて、あなたの護ご衛えいの例の化物は、現あらわれて私を殺すのでしょうか？」


　なんてことを言った。


　それにシオンは、やめろ！　と叫さけぼうとした。だが、声がでない。強く首を締めつけられて、声がでない。


「…………」


　しかしそれでも、シオンは叫ぼうとする。


　やめろ、こんな馬ば鹿かな真ま似ねはやめろ。じゃないとあいつが、ルシルがきて、おまえを殺してしまう……


　そう、叫ぼうとした。


　なのに声が出てくれない。


　まずい、と、思った。


　それは自分の死を感じて、まずいと思ったんじゃない。


　本当にこれは、まずい。


　このままだと本当に、ルシルが現れて、ルークを殺しかねない。


　だが、ルークはこの国に、必要な人間だ。


　これから『女神』と戦うにあたって。


　これからローランドの領りよう土どを、中央大陸の西部まで進めるにあたって、絶ぜつ対たいに必要な人材だった。


　だからやめろ！　と、シオンは叫ぼうとした。


　だが声がでない。


　糸はさらに強く首を締めつけ、すでに、皮ひ膚ふを切り裂さいて首にめりこみ始めている。


　死ぬ、と、シオンは思った。


　殺される、と、シオンは思った。


　そしてその瞬間。


「…………」


　瞬間。


「…………」


　どういうわけか、ルシルは、現れなかった。


　それにシオンは、目を、大きく見開く。


　なにが起きているのかがわからなくて、目を、大きく見開く。


　そんなはずが、ないのだ。


　ルシルが現れないはずが、ないのだ。


　だからシオンは、驚きよう愕がくの表情でルークを見つめる。


　相変わらずにこにこと笑っているルークを見つめる。


　するとルークが言った。


「……あ、どうやら現れないようですね。なら、一つ目の実験は成功です」


　なんて言って、糸を持った手を、くるりっと回す。


　するとしゅるるという音とともに、シオンの首が解かい放ほうされる。どういう仕組みなのか、糸が巻まきあげられ、ルークの手もとに戻もどる。


　それにシオンは、何度か強く咳せきこんでから、ルークをにらみつけた。


「……いったい……いったいおまえは、なにをしたんだ？」


　するとルークが肩かたをすくめて、おどけてみせる。


「秘ひ密みつです」


「……その糸は、勇者の遺い物ぶつか？　どこで手に入れた？」


「それも秘密」


「ふざけるな。自分の秘密も明かさずに、人の秘密を聞きだせると思うなよ」


　というシオンの言葉に、ルークはまた、笑う。


「……ですからあなたには聞きません。秘密の解かい明めいは、私一人でやりますから……」


　なんてことを言ってから、しかし、相変わらず鋭くにらみつけているシオンの顔を見て、ルークは困こまったように笑うと、


「といっても私が、あなたの味方であることに変わりはありませんよ？　さっきも言ったように、あなたは素す晴ばらしい王だ。この国を変え、世界を変えるために生まれてきた、救世の名君になると、私も信じています。でも、本当にそうなるためにも、私が少し、お手伝いをしなければ、と思いましてね。ま、いま私がやった秘密の実験の内ない容ようは、すぐにあなたにもわかります。だからそんなににらまないでください」


　と、彼は言った。


　それにしかし、シオンはルークをにらんだまま、


「…………」


　なにかを言おうとして。


　しかし、なにも言えなかった。


　すぐにルークの、言葉の通りになったから。


　いま彼がした、秘密の実験。


　その内容が、ルークがいま言った通り、シオンにもすぐにわかったから。


　それはいま、シオンが見ている景色とは、別の場所で起こっていた。


　シオンと、ルークと、そして気き絶ぜつしているミルクがいる、玉ぎよく座ざの間とは別の場所。


　人の世の、外側の世界、


『女め神がみ』が放った化物が暴あばれ、そしてそれをルシルが殺しているはずの、向こう側の世界で、それは起きていた。


　そちら側に、シオンは意い識しきを向ける。


　するとシオンはいつの間にか、上下左右が真っ黒に塗ぬりつぶされた回かい廊ろうの真ん中に立っている。


　そしてその、少し先に、一匹ぴきの化物の死体があった。


　さっき襲おそいかかってこようとしていた、『女神』が放った化物の死体だ。


　おそらくはルシルが殺して、放置したのだろう。


　だが、化物が死んだのならすぐに、この世界は消えるはずだった。


　なぜならここは、この化物が生みだした異い界かいなのだ。その、主あるじが死んだのだから、すぐにこの世界は崩ほう壊かいしてしまい、消えるはずだった。


　だが、いまだにこの異界は崩壊せずに残っている。


　主が死んでしまっているのに、消えずに残っている。


　となるとここには、別の魔まが存そん在ざいしているということになる。


　この異界を化物から受け継ついで、維い持じしている他の化物、もしくは『女神』がいるということになる。


　いや、それともルシルが、なんらかの理由があってこの場所を維持しているのか……？


「…………」


　そんなことを考えたが、しかし、シオンのその考えはすぐに消えた。


　なぜなら漆しつ黒こくの回廊の先に、ルシルが、いたから。


　それもルシルが。


　あの、ルシル・エリスが、首を締しめつけられ、真っ黒に塗りつぶされた壁かべに、押おし付けられていたから。
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　ルシルがこちらを向く。彼には似に合あわない、ひどく苦しげな表ひよう情じようでこちらを向く。


　そして言った。


「くるな、シオ……」


　しかし、言葉はそれまで。


　さらに強く、首を締めつけられ、


「がっ、あ……うぁ」


　ルシルが、うめく。


　それに、シオンは動けなくなる。


　あのルシルが、力で圧あつ倒とうされているのだ。


　あのルシルが、殺されかけているのだ。


　そんな状じよう況きようで、シオンにできるようなことが、あるはずがなかった。


　しかし状況は進む。


　ルシルの首を締めつけている主が、こちらを向く。


　そしてその、姿すがたに、シオンはいま、そこにいるのがなんなのかが、一目でわかった。


「……本物の……本物の、女神、か」


　シオンは、呆ぼう然ぜんとした声こわ音ねで、言った。


　すると女神は、微笑む。


　七色に輝かがやく長い髪かみに、美しい瞳ひとみ。もう、この世のすべての美をそこに集めたような、そんな姿だった。


　シオンはその、あまりの美しさに目を奪うばわれる。


　シオンはその、あまりの美しさに目を奪われる。


　するとその、美しい女が、口を開く。


　人のものではない、しかし、ひどく人の心を奪う、魅み了りようする、かわいらしい、美しい声音で、言う。





《ああ、アスルード・ローランド……またあなたは、このように進むのですね》





　それにルシルが、首を締めつけられながら、言った。


「……き、聞くな、シオン……こいつの声には、洗せん脳のうの魔ま術じゆつが……」


　しかしそれに、ルシルを見つめて、女神が言う。





《私はあなたに、魔術を使いませんよ、エリス・リード。私だけがあなたたちの味方……私だけが、あなたたちを愛した女……そんなことすら忘わすれたのですか？》





「……黙だまれ、狂くるった女め神がみが……」


　という、ルシルの言葉に、その女神の顔が、悲しげに歪ゆがむ。泣きそうな、寂さびしそうな顔に歪む。


　それにシオンは思わず、いって、彼女を支ささえてやりたいと思う。


　いって、彼女を抱だき締めたいと、思う。


　いや、違ちがうか。


　彼女を欲ほつしているのは、自分の中にある、なにかだ。


　自分の中のなにか──おそらくは、体の中に取り込こんだ、『狂った勇者』アスルード・ローランドの力が、彼女を強く、強く、強く、欲しているのが、わかった。


　彼女が欲しい。


　彼女を抱きたい。


　彼女のすべてを手に入れたいと、自分の中の呪のろいが、叫さけび声を上げる。


　だがそれに、シオンは踏ふみ留とどまる。


　必死に、動かないように、自分の中の力を抑おさえる。


　なぜならその女は。


　その、女神は、絶ぜつ対たいに彼が、手を出してはいけない女だったから。


　だからシオンは、必死にこらえる。


　自分の中に膨ふくれあがる欲よく望ぼうを、必死にこらえる。


　体の中で叫び声を上げる、『狂った勇者』の叫びを、必死にこらえる。


　彼女を抱きたいと叫ぶ声に、黙れと怒ど鳴なる。


　彼女を手に入れたいと叫ぶ声に、黙れと怒鳴る。


　そして、見つめた。


　真まっ直すぐ、『女神』のほうを見つめた。








　ひどく美しい、美しい、美しい。








　ミルク・カラードと、まったく同じ顔をしたその、美しい女神の顔を見つめ……





「くそっ」


　シオンは、小さく、か細い声を漏もらした。


　すると『女神』が、微笑んで言った。





《苦しいのですか？　アスルード・ローランド》





　そう、聞いてくる。


　近付いてこようとする。


　それにシオンは、顔をしかめた。彼女を手に入れようとする、彼女を抱こうとする、自分の中から溢あふれだそうとする圧あつ倒とう的な欲望を、必死に抑え込もうと全身に力を入れる。


　そして、言った。


「……近付くな、化物が。これ以上……これ以上近付けば、俺は……俺は……」


　が、それに、ミルク・カラードの顔をした『女神』は言った。





《抱けばいい。手に入れればいい。私はそのためにいるのです》





　それにシオンは、『女神』をにらみつけ、


「貴き様さまは……何者だ？」


　普ふ通つうの『女神』ではないことは、もう、わかっていた。それは彼女が現あらわれた瞬しゆん間かんから、わかっていた。


　なぜならあまりに、あまりに、自分の中のこの忌いま々いましい『力』が、この女に反はん応のうし過すぎる。


　あきらかに、他の『女神』たちの欠片かけらと出会ったときとは違う反応を、自分の中に取り込んだこの、『狂った勇者』アスルード・ローランドが示しめしている。


　だからシオンは言う。目の前の女を見つめて。ミルク・カラードの顔をした化物を見つめて、


「……おまえはいったい、何者なんだ？」


　すると女はそれにまた、微笑ほほえんで、





《答えはすでに、あなたの中にあるでしょう？　私を見て、どう感じてるのか、それに素す直なおになり……》





　しかしそこで、彼女は言葉を止める。


　そして天を見上げる。


　そこはあの、さっきの化物が創つくりだした、上下左右が真っ黒に塗ぬりつぶされた回かい廊ろう。


　しかし彼女が天を見上げると、その、回廊の天てん井じように穴あなが空き、そのさきに別の次元が現れる。


　彼女はそれを、じっと見つめる。天井の穴を、じっと見つめる。


　そして急に悲しげな顔になって、言った。





《ああ──あなたが手放してしまった『悪あく魔ま』がいま、『未み臓ぞうの女め神がみ』に出会ってしまった──これは、私たちにとっては少し、よくない歪ゆがみになりますね。これでαアルフアは消え……『すべての式を解とく者』の枷かせが減へる。その仕事は、アスルード・ローランド……あなたの仕事だったのに》





　女はそう言った。


　その言葉に。


『すべての式を解く者』が、『未臓の女神』に出会ってしまった、という言葉に。


　シオンは、言った。


「……それは……それはライナのことか？」


　すると彼女は天から目を下ろし、うなずく。長い睫まつ毛げが、天から降ふり注ぐ光に少し、きらめく。





《……ええ。ええ、そうです。私が愛した、ライナ。私が愛した『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』。あなたが早く彼の心を捕とらえないから──彼は醜みにくい『女神』どもの手に堕おちてしまった。せっかく私があなたがたに手を貸かしているのに。私はいつも、あなたがたの恋こいに魅み了りようされているのに……私はいつもあなたがたの狂くるった友ゆう情じように魅了されているのに……なのにあなたはいつも、いつも、いつも、愛に狂いきれない。ねえ、そうでしょう？　エリス・リード……あなたが愛した『勇者』の弱さには、本当に困こまったものね？》





　と、彼女は今度は、自分が壁かべに押おし付けているルシルに、問いかける。





《でも、あなたも悪いのよ？　エリス。ライナと一つにならないままにあなただけが強大になったとしても、あなたは本物にはなれない。その半身を失ったまま、あなたは決して、本物になることはできない。『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』に戻もどることはできない。だから、私などに負けるのよ。あの、強かったはずの『悪魔』が、私などに負ける……》





　するとそれに、ルシルは女をにらみつけて、言った。


「……いま、だけだ。おまえがいい気になれるのも、いま、だけ。私は力を手に入れ、おまえらの筋すじ書がきから離はなれる」


　が、その言葉に、女は悲しげな顔をする。





《私の書いた筋書じゃないわ》





「黙だまれ……アバズレが」





《黙ってもいいけれど……これは本当なのよ、エリス。この筋書に、私は関かん与よしていない。それどころか『女神』たちすら、関与していない。この絶ぜつ望ぼう的な筋書を実じつ際さいに書いているのは、あなたたちよ……と、いっても、いまはまだ、伝わらないだろうけれど……》





　言ってから、女はルシルを離す。ルシルはそのまま、力を失って、床ゆかに倒たおれる。


　しかし彼女はそれに、まるで興きよう味みがなさそうに両手を広げ、こちらを見る。そして、まるで踊おどるような声こわ音ねのまま、





《でも、だからこそあなたたちが好きなのかもしれない。私はあなたたちが好きなのかもしれない。あまりに悲しく、あまりに刹せつ那な的で、あまりに、思うようにその愛が進まないから……さあ、私が手を貸しましょう。予定調和しか愛せない、貪どん欲よくな『女神』たちを殺して、今度こそ。今度の世界でこそ、あなたたちが愛を手に入れられるように──私が手を貸してあげる》





　そう言って、近付いてくる。


　彼女は近付いてくる。


　それにまた、自分の中のなにかが反はん応のうする。


　自分の中の、『狂った勇者』の悲鳴が聞こえる。


　抱だけ。


　抱け。


　彼女を手に入れろ。


　この『女め神がみ』の力を手に入れろ。


　そうすれば。


　そうすれば。


　そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。そうすれば。





　あいつを。





　ライナを。





　あの愛いとしい悪あく魔まを、殺さなくてすむかもしれない。





　あいつを殺さないままに、『光』に毒されてしまったこの腐くさった世界を、変えられるかもしれない。





『勇者』がそう、叫さけぶ。


　アスルード・ローランドがそう叫ぶ。


　そしてその、叫びを見み透すかしているように、彼女は笑えみを浮うかべる。





《さあ、抱いて、アスルード。さあ、抱いて、ローランド。さあ、私を抱きなさい──シオン・アスタール》





　という、その、言葉に。


　シオンは目を見開いた。


　そして見つめる。


『女神』を見つめる。


『円命の女神』と名乗った、ミルク・カラードの顔をした女神を見つめる。


　そして。


「……そして俺がおまえを抱くと、おまえはいったい、なにを手に入れる？」


　それに、女は微笑ほほえむ。ひどく、ひどく美しい顔で微笑む。


　しかし。


《…………》


　微笑んだだけで、答えない。


　だが、シオンは知っていた。彼女が話す言葉の、半分の意味も理り解かいできなかったが、それでも彼は、知っていた。


　彼女が手に入れるのは、闇やみだ。


　黒く、深い、底の見えない闇。


　彼女はそれに魅み了りようされている。


　気が狂くるいそうになるほどに暗い闇に、彼女は魅了されている。


　自分の中の、アスルード・ローランドのカケラが、騒さわぐのだ。


　彼女が欲ほしい。


　彼女が欲しい。


　彼女が欲しい。


「…………」


　だが、それと同時に、『勇者』はこうも叫ぶ。


　彼女が怖こわい。


　彼女が怖い。


　彼女の、微笑みの向こう側にある狂きよう気きが怖い。


　だから触ふれるな。


　触れろ。


　触れるな。


　触れ……


　が、そこで。


「……黙だまれっ！」


　と、シオンは叫んだ。そして自分の胸を、どんっと叩たたく。


「黙れ、黙れ、黙れ！　俺の進む道は、俺が決める。化物どもは黙ってろ！」


　と、叫ぶ。


　するとそれで、自分の中の声が止まる。目の前の女を抱だきたがる声が、止まる。目の前の女に無む駄だに怯おびえ続ける声が止まる。


　そしてやっと、冷静な目で、目の前にいる化物を見ることができるようになる。


　目の前の、ひどく美しい、女の姿すがたを。


　ミルク・カラードの顔をした、化物の姿を。


　シオンは言った。


「……なぜ、ミルク・カラードの顔を真ま似ねる？　どういうつもりで彼女の顔を使う？」


　するとそれにまた、彼女は悲しげな顔をして、





《ああ、また、またあなたは狂えないのね……そしてその、強大な理り性せいはいずれ、あなたの心を滅ほろぼ……》





「いいから俺の質しつ問もんに答えろ。なぜ、彼女の顔を使った？」


　その問いに、彼女は答える。





《……これが、私の本当の姿だから。あなたが最も手を出してはいけない者……狂わないと手が出せない者に生まれるよう──私は常つねに自分を操そう作さしている──私は堕おとす者よ、シオン。決して乱みだれないあなたを、堕として、狂わせて、楽にするために存そん在ざいしている》





　というその、言葉に、シオンは顔をしかめる。


「では、ミルク・カラードは初めから……」





《ええ。私よ……でも、もちろん人として生まれてしまったからには、無駄な人間としての人じん格かくも存在するけどね……》





「じゃあミルク・カラードは……彼女は……」





《ここに。私の中に、いる。そしてこの光景を見ている。あなたに抱かれたくなくて、必死に叫さけんでるわ。助けて、助けてライナ、ってね。でも、残念なことにあなたは私を抱く必要がある。どうしても抱く必要がある。それは彼を助けるために。愛しいライナを助けるために、ね》





　そう言ってから、彼女は益ます々ます悲しげな、泣きそうな顔になる。いや、実じつ際さいに泣いた。彼女の瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ出した。


　そして、続ける。





《ああ、ああ、なんて皮肉な話でしょう。ここで、この場所で、私の力に誘ゆう惑わくされて無む理り矢や理り、私を抱だいていればまだ言い訳わけが立ったのに……そのチャンスは失われてしまった。私たちはまた一つ、チャンスを失ってしまった。もう、あなたには免めん疫えきができてしまった。私の力に対する、免疫ができてしまった……だから次にあなたが、私を抱かなければならない状じよう況きように追いこまれたときは……あなたは自分の意思で私を抱くことになる。自分の意思で私を手に入れ、蹂じゆう躙りんすることになる。それが、悲しい。それが辛つらい。あなたは、私を抱きながら泣き叫ぶことになるから。どうしてこんなに世界は狂くるってるんだと、泣き叫ぶことになるから。だからこそ、ここで抱いてほしかった。あなたがもう、これ以上苦しまないように……》





　彼女は泣く。彼女は泣く。その涙は蒸じよう発はつして、空に消える。それが本当に涙なのか、シオンにはわからない。彼女がどういう気持ちで泣いているのか、それもわからない。


　だが、彼女の言葉の意味は、わかる。


　彼女が泣きながら言っている言葉の意味は、わかる。


「…………」


　また、選せん択たくしろということだ。


　前へ進むか、それとも逃にげるか。


　選択しろということだ。


　彼女は言った。





《いまからでも遅おそくはありません。私を……》





　が、シオンは首を振ふった。


「いいや」





《でも》





「いいや。俺おれは君を抱かない。君の手助けがなくても、前に進める。そうだろ？　ルシル」


　彼がそう言うと、ルシルが美しい『女め神がみ』の足あし下もとから、起きあがる。『女神』に壁かべに押おし付けられたときにできた頰ほおの傷きずをぬぐう。するとその傷は、まるで最初からなかったかのように、あっさり消える。


　だが、それでも。


「…………」


　ルシルの心にできた傷は消えない。


　まだ、足りなかったのだ。


　まだ、本物の『女神』を殺すには、力が足りなかったのだ。


　百の神を喰くらったのに。


　千の魔まを喰らったのに。


　まだ、まだまだ、足りなかった。


　それは絶ぜつ望ぼうだと、シオンは思う。


　それは深い絶望だと、シオンは思う。


　命を削けずり、魂たましいを削り、あらゆる希望を捨すて去って進んできたのに、それでもまだまだ、まだまだ足りない。


　その、すべてが、しょせんは無む駄だなあがきにすぎないといま、証しよう明めいされてしまったのだから。


　だが、それでも。


「…………」


　それでも、ルシルは言った。少しだけ疲つかれたような顔で。しかし、それでも強い、自信が込められた笑えみを浮うかべて。


「……私はもう、二度と元の『悪魔』に戻もどるつもりはないよ、『円命の女神』。まだ、足りないというのなら、さらに前に進む。それでも足りないというのなら、さらに前に進む。あらゆる禁きん忌きを開き、肉を捧ささげ、この魂を生いけ贄にえにしても……最後にはおまえらの腑はらわたに、喰らいついてやる」


　そう言って、彼は笑う。


　凄せい絶ぜつな笑み。


　だが、悲しい笑み。


　それに、『女神』は泣きそうな顔のまま、言った。





《でも、その先には破は滅めつしかない》





　するとそれに、ルシルはさらに笑みを深くして、言った。


「だからどうした？　だからどうした？　もう、私たちは決めたんだ。シオンも、私も……この道を進むと決めたんだ。誰だれの手も借りずに、この道を進む。おまえがさっき、言ったとおりだよ、『円命の女神』。筋すじ書がきは私たちが創つくる。おまえらじゃない。私が……いや、新しい勇者──アスルード・ローランドの欠片かけらを食い潰つぶした、シオン・アスタールが創る……」


　という、その言葉に。


『女神』の表ひよう情じようが変わった。丸く、愛らしい目を、さらに大きく見開き、





《……なっ……アスルードを……彼を、喰い潰した、だと？　なにを言っている？　まさか……まさかたかが人間に、そんなことができるはず……》





　が、やはりルシルが、笑ったまま続ける。彼は笑ったまま続ける。


「できるはずがない。できるはずがない。そう、誰もが思っている。でも、本当にそうか？　本当にそうなのか？　いや、本当はもう、おまえも薄うす々うす感じているんじゃないか？　『勇者』の意い識しきが、あまりに小さいのを。『勇者』が放つ力が、あまりに小さいのを。あれほど強大な魔が、なぜ、こんなにもいま、静かなのかを」


　それに、彼女はこちらを見つめる。うろたえた表情で真まっ直すぐ、こちらを見つめ、





《ま、まだ、眠ねむっているんじゃ……》





　が、ルシルはまた、笑った。


「もう、彼は起きているよ。この数百年、ずっと彼は起きて、ローランドの王たちを代々、狂くるわせてきた……だがいまはもう、その力はない。シオンを狂わせるほどの力はない。なぜだと思う？　世界を消すまでその力が消えないはずの『勇者』が、なぜ、いま、眠っているように感じられるんだと思う？」


　その問いに、しかし、


《…………》


『女神』は答えられない。


　その問いに、彼女は答えられない。


　だからルシルが言う。


　その、真実について、ルシルが続ける。


「喰ってるんだよ。彼が。シオンが。『勇者』アスルード・ローランドの力を、逆ぎやくに喰くらっている」





《そんな、馬ば鹿かな》





「はは、ははははは、信じられない？　信じられないか？　だが事実だ。そしてもう、変わり始めている。大きく。なにもかもが、変わり始めている。すべての筋すじ書がきが。すべての物語が。おまえたちの許きよ容よう範はん囲いを大きく超こえて、変わり始めている」


　その言葉に、『女め神がみ』が再ふたたび、こちらを見る。そして、聞く。





《いったい……いったいここで、なにが起きているの？　アスルード》





　が、それにシオンは答える。


「……俺は、アスルード・ローランドじゃない。シオン・アスタールだ」


　するとまた、彼女は悲しげな顔をする。しかしさっきまでの、憐あわれむような顔ではない。本当に悲しそうな、絶ぜつ望ぼうの表情。





《そう……そうね。本当にあなたは、アスルードを喰らっているのね》





「ああ」





《でも、誰の手を借りて？　あなたじゃ……たかが人間のあなたじゃ、アスルードをどうにかできるはずがない。いったい、誰の手を借りて、そうなったの？》





　それにシオンは、答える。


「……誰も。誰の手も借りていない。ルシルがアスルードに取り憑つかれた依より代しろを殺し、殺し、殺し、殺し続けて、最後に俺にたどりついただけだ」


　ルシルも、答える。


「そう。あの、『勇ばけ者もの』を喰い殺せるだけの強さを持った人間を、私は選んだ。そしてシオンはそうした。ただ、それだけだ。でもそれだけで、すべてが変わる。世界の運命も。私たちの運命も。そしておまえの運命もな。さて。さておまえは、どちらにつく？　もう、ライナ・リードはいらない。完全な『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』に戻もどる必要はない。私と、そしてシオンが、この先の新しい筋書を描えがくんだ。その中に、おまえは入りたいか？」


　その、言葉に。


『女神』はしかし、しばらく答えなかった。なにかを考えるかのような表ひよう情じようをしてから、少し、悲しげな顔になる。


　だがやがて。


　やがて彼女は再び、美しい、笑えみを浮うかべて。





《たかが人間どもが、ここにきてこれほど足あ搔がくとは、ね……いいでしょう。あなたがたについていってあげる。あなたがたが描く、儚はかない未来を、一いつ緒しよに見てあげる。でも。でもそれでも、予告するわ》





　そう言って、彼女は手を、こちらに差し出した。まるで手て招まねきするように、シオンを引きよせるかのように、こちらに手を向けて、言った。





《結局最後は、絶望が待っている。結局最後は思い通りにいかなくて……私を求めることになる。私を抱きたいと言って、泣き叫さけぶことに……》





「そうはならない」





《なるわ。でも、それもいいでしょう。いまはあなたが描く未来を見てあげる。あなたの描く未来を、助けてあげる。あなたが望む、絵空事がかなうように──ライナの命を喰わず、私の魂たましいを抱だかず、誰も傷きず付つけずに──自分以外の、誰も傷つけずに進むという愚おろかな、寂さびしい、悲しいあなたの道を、信じてあげましょう》





　そう言ってから、彼女は微笑ほほえんだ。美しい顔で。思わず目を奪うばわれてしまう、美しい顔で。


　まぶしいほどに明るい顔で、彼女は微笑む。


　それをシオンは、魅み力りよく的だと、思った。彼女は本当に魅力的だと思った。それが、自分の中の、『狂くるった勇者』の気持ちなのか、それとも自分の気持ちなのか、それはもう、わからない。


　ただ純じゆん粋すいに。


　シオンは。


「…………」


　この『女め神がみ』を。


　ミルク・カラードを、美しいと思ってしまった。


　と──


　そこで『女神』が言う。





《じゃあ》





　それで彼女は消えてしまう。この、黒くろ塗ぬりの回かい廊ろうと、そして天てん井じように開けられた穴あなを残して、彼女は消えてしまう。


　残されたのは、ルシルと、シオンだけ。


　シオンはその、ルシルを見る。目の前にいる、美しい男を見る。


　そして、少しだけ笑ってから、言った。


「……ったく、こんなところであっさり負けるなよ」


　するとルシルはそれに振ふり向いて、言う。まっすぐこちらを見つめて、言う。


「……すまなかった」


　感かん情じようのない、声こわ音ね。フェリスとよく似にた、まるで感情のない、声音。


　だが、本当はそこに、感情が込こめられている。


　その、感情のない声の中には、怒いかりや、口く惜やしさや、絶ぜつ望ぼうが込められている。


　だからシオンは、言った。目の前の、すでに『人』をやめてしまった、悲しい、一人の『人間』を見つめて。


「……ま、いいさ。おまえはいつも、俺の弱さを我が慢まんしてくれるしね。今回は許ゆるしてやる」


　するとそれに、ルシルは少し驚おどろいたような顔でこちらを見つめ、


「……は、はは。なんだよそれ。弱い二人が、傷をなめあう、か？」


　それにシオンは、肩かたをすくめ、


「そう。もう、俺ら二人しかいないしな。慰なぐさめあわないと」


「…………」


「それに本当に弱いんだから、仕方ない。だが、次は違ちがう。次はもっと……」


　が、そこで、ルシルはシオンの言葉を遮さえぎって、


「……わかってる。次はもっと、うまくやるさ。今度のような不様な姿すがたは見せない」


　と、そう言った。


　その、ルシルを見る。


　悔くやしげに、そう言ったルシルを見る。


　妹を闇やみに巻まき込まないため。


　家族を絶望に巻き込まないため。


　この国を。


　この世界を、不ふ条じよう理りな化物たちから救いだすために人間をやめてしまった──


　この、ひどく、ひどく、ひどく、悲しいまでに優やさしい、『寂さびしがりの悪あく魔ま』の片かた割われを見つめ、シオンは言った。


「……ああ。大だい丈じよう夫ぶ。俺おれはおまえのことを、信じてるよ」


　それに。


　それにルシルは、答えない。ただ、悲しそうに笑みを浮うかべるだけで、


「…………」


　彼も消えてしまう。


　すると、世界が崩ほう壊かいを始める。


　この世界を維い持じする者がすべて消えてしまったので、周囲の景色が崩くずれ始める。


　それをシオンが独ひとり、眺ながめる。


『堕おちて狂った勇者』に侵おかされながら。


　その『勇者』を喰くらい殺しながら。


　シオンはしばらく独り、世界の崩壊を眺めてから、


「…………」


　目を、閉とじた。


　すると闇が景色を支し配はいする。この闇の中からもう、目を覚ましたくないと、彼は一いつ瞬しゆん、思う。どうせ目を開けても、つまらない毎日が続くだけだ。どうせ目を開けても、つまらない人生が続くだけだ。


　だが、それでも。


　それでもずっと目を閉じているわけにはいかない。


　ずっと目を閉じているわけにはいかない。


　人は、前へと進むものだから。


　決して同じ場所に止まってはいられないものだから。


　だから、彼は目を開く。


　もう、ライナも、フェリスもいないし、自分も、元の人間ではないけれど。


　それでも彼は、前に進むために目を、見開く。


「…………」


　するとまた、景色は元の世界に戻もどる。


　いつもの、玉ぎよく座ざの間。


　玉座の間には、自分以外にいま、二人の人間がいる。


　ルークと、そして相変わらず気を失ったままの、ミルク・カラードだ。


　シオンはミルクを見つめる。愛らしい寝ね顔がおをしている彼女の姿を見つめ、それから、その彼女を抱だきかかえている男のほうへと、目を上げる。


　するとその男、ルークが、こちらを見つめて言ってくる。やはりにこにことした、優しげな顔のまま、


「……やりましたね。今度こそ合ごう格かくです、シオンさん」


　なんてことを言ってきて、それにシオンは顔をしかめ、


「……合格？」


　聞いた。するとルークはうなずく。


「ええ。合格です」


「なんの話だ？」


「なんの話って、実験ですよ。言ったでしょう？　いまから二つ目の実験を始めますって。で、その結果がでた。あなたは、合格です」


「いったい、なんの話をおまえは……」


　が、それに、ルークはやはり、にこにことした、しかし、なにもかもを見み透すかしているかのような瞳ひとみで、


「……そんなの、御ご自じ身しんが一番よくわかっているでしょう？　あなたは誘ゆう惑わくに、耐たえた。最後の最後まで、うちの隊長に手を出さなかった」


　と、まるで、さっきのシオンと『円命の女め神がみ』との邂かい逅こうを、見ていたかのような口くち振ぶりで、ルークは言う。


　それにシオンは顔をしかめ、


「……おまえは、いったい……」


　が、それを遮って、ルークが言う。やはりシオンの思考を見透かしているかのように、言った。


「……あ、さきに言っておきますが、あなたがたがどこで、どうなってたのか、なんてのは、見てませんよ？　なにも見えていません。私は、あなたがたと違ちがって、普ふ通つうの、凡ぼん庸ような人間ですからね……ですが、なにが起きていたのかは、知っている。あなたがたがなにをしていたのかは、知っている。そしてあなたは──シオンさんは合格したわけです。うちの隊長に手をださないで、前へ進んだ。というか、もし、あなたがミルク隊長に手を出していれば、あなたのすべては終わってましたよ」


　なんて言葉に、


「……終わってた？」


　シオンは怪け訝げんな表ひよう情じようで聞く。するとルークはうなずく。


「ええ。終わってました。そういう呪のろいを、かけてありましたからね」


　と、いう、その言葉でやっと、シオンにもわかった。


　こいつが、ルークがいま、なにをやっているのか、シオンにもわかった。


　いま、こいつは呪いと言った。そういう呪いをかけてありましたから、と、そう言った。


　だが、その呪いとはいったいなんだ？　あの、人ではない、異い形ぎようの化物を──『勇者』を殺せるほどの呪いというのは、いったいなんだ？


「…………」


　そんなものは、存そん在ざいしない。


　そんなものを、ただの人間に扱あつかえるはずがない。


　しかし、こいつは言った。


　ルークは言った。


『そういう呪いを、かけてありましたから』


　それでやっと、シオンにもわかった。


　こいつがなぜ、こんなにもこちら側の事情に詳くわしいのか。


　こいつがなぜ、こんなにも自信たっぷりに、シオンや、ルシルと駆かけ引きをしてこられるのか。


　だから、シオンはルークをにらみつけて、


「……なるほど。おまえの後ろに控ひかえてる黒くろ幕まくは、リューラか？　リューラ・リュートルーがおまえの操あやつり主か？」


　と、そう言った。


　リューラ・リュートルー。


　それはかつてこの、ローランド帝てい国こくの公こう爵しやくだった男だ。


　そしてこの国の魔ま導どう学者たちを束ねていた男。


『光燐くうり』の術じゆつ式しきの基き本ほんを作った男。『雷ら落ぐ雷る』の術式の基本を作った男。いまこの国にある魔法の、ほとんどの基き礎そを作った男。


　彼が魔導研究者たちの長になってから、この国の魔導技ぎ術じゆつは飛ひ躍やく的に伸のびた。


　彼は天才だった。他の魔導学者たちが理り解かいできないほどの天才だった。


　そしてあまりに天才すぎて、あまりに知ち識しきの高みへ昇のぼりすぎて──彼はついに、禁きん忌きに触ふれてしまった。


　それはこの世界の外側。


　人の世の理ことわりの外側。


『勇者』や。


『女神』や。


　狂くるった神々が住まう、外側の世界へと触れてしまい。


「…………」


　彼も、狂った。


　決して救うことができないものを、救おうとしたのだ。


　決して救ってはいけないものを、救おうとしたのだ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやとして生まれてきた息むす子こを──フェルナという名の息子を、『悪魔ライナ』にしてしまった。


　契けい約やくはすぐに成立する。


　狂った契約はすぐに成立する。


　ライナはもう、それで、『複写眼アルフア・ステイグマ』の暴ぼう走そうによって死んだりはしない。もう『複写眼アルフア・ステイグマ』の魔まの手には引っ掛かからない。


　なぜならもう、本物になってしまったから。


　本物の絶ぜつ望ぼうになってしまったから。


　ライナは『悪魔』になってしまった。


　だが、一度暴走すると死んでしまう、『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪いから一度逃にげたところで、そのさきにはさらなる絶望が待っていた。


　いずれ『悪魔』は、『勇者』の餌えさになるのだ。


　いずれ『寂さびしがりの悪魔』は、『勇者』の餌になるのだ。


　一度餌になってしまえば、永えい遠えんの地じ獄ごくが待っている。永遠に『勇者』に喰くいちらかされる、地獄が待っている。


　しかしそれもリューラは許ゆるせない。


　しかしそれもリューラは許せない。


　だから彼の狂きよう気きは止まらなかった。


　彼はさらに、禁忌に触れた。


　それがいったいなんだったのか、それはシオンも知らない。


　だが、彼は息子を救うために禁忌に触れ、息子を救うために妻つまを生いけ贄にえに捧ささげ、そしてやがて、国を追われた。息子のフェルナも行方ゆくえ不ふ明めいになった。


　彼がこの国に存そん在ざいしたという痕こん跡せきすら、すべて消えてしまった。


「…………」


　それが、シオンが知っている、彼のプロフィールのすべてだ。


　ライナを救うために。実の息子であるライナを救うために──世界と、妻を、生贄に捧げてしまった男。


「…………」


　シオンはルークを見つめる。


　その、狂気の男の手先に成り下がってしまった目の前の男を見つめ、言った。


「……あの、ローランドの亡ぼう霊れいに、おまえは操あやつられてるのか？」


　しかし、それにルークはあっさり首を振ふる。


「いいえ。私は誰だれにも操られてませんよ。彼とは……リュートルー元公爵とは、取り引きをしただけです」


「取り引きだと？」


「ええ」


「ふぅん。それで、おまえはなにを差し出したんだ？　情じよう報ほうを貰もらうかわりに、奴やつになにを差し出した？」


　が、彼は肩かたをすくめ、


「別に、たいしたものは与あたえてませんよ。まず、シオンさんが彼の姿すがたを見つけられないよう、リュートルー公こう爵しやくの逃とう亡ぼうの手伝いをして、それから彼が、ライナさんの後を追えるように、その居い場ば所しよを教えてあげた……ぐらいですかね？　問題、ありますか？」


「…………」


　それに、シオンは答えない。


　しかしルークは気にせず、続ける。


「まあ、問題なんてあるはずないんですけどね。あなたも、ライナさんを助けたい。そしてリュートルー公爵も、息子を助けたい。利害が一いつ致ちしているのなら、もう、なんの問題もない──と、ここまでの話に、私の認にん識しき違ちがいがあれば言ってください」


　その、問いに。


　シオンは、ルークをにらみつけたまま、言った。


「……いや、ないよ」


　本当に、なんの問題もなかった。ルークの話は、逐ちく一いち筋すじが通っている。突つっこみどころが見つからないほど、すべての辻つじ褄つまがあっている。なら、もう、問題はないはずだった。


　なんの問題もないはずだった。


　しかしそれでも、こいつの笑え顔がおを見ると──この、邪じや気きのない、しかし、まるで底の見えない笑顔を見ると、心の奥おくに、不安の種が膨ふくれあがってくる。


　色のない、形もない、目に見えないペテンにかけられているかのようで、疑ぎ心しんが心に芽めばえてくる。


　だが、ルークはやはり、笑う。まるで考えの読めない、邪気のない顔で笑う。


　そして。


「よかった。シオンさんが納なつ得とくしてくれたところで、きちんとした話を続けましょうか」


　なんて言葉に、シオンはもう、困こまったように顔をしかめた。


「まだ、これ以上話すことがあるのか？」


　すると彼はまた笑う。


「もちろん。というよりも、ここまではあなたの話でしょう？　シオンさん。あなたが独ひとりで背せ負おって、私たちに隠かくしていた話。そしてここからは……」


　言って、ルークは、腕うでに抱かかえていたミルクを、床ゆかにそっと横たえる。そして立ち上がる。こちらを見つめ、そして、


「……ここからは、私が初めて主あるじとして認みとめたあなたに、私の秘ひ密みつを明かす番です。私が内側に抱えている秘密。私が手に入れている秘密」


　それにシオンは、うんざりしたような顔でルークを見る。これ以上の秘密はもういらないと、辟へき易えきしたような顔でルークを見る。


「……ここまできて、まだ、秘密があるのかよ。聞くのが怖こわいな」


「でしょう？　でも、聞いてもらいます」


「嫌いやだと言ったら？」


「嫌？　う～ん。まあ、聞かなくてもいいですが、でも、おそらくはあとで、後こう悔かいしますよ？」


　という、言葉に。


　シオンは今度こそ、げんなりとため息をついた。


「……おまえ、ほんとめんどくさい奴やつだよな」


「そうですか？」


「ああ」


「でも、有ゆう能のうですよ？」


「有能過すぎるのも、問題があるんだよ」


「またまたぁ。私みたいな有能な部下がいて、ほんとは嬉うれしいくせに」


　と、いう、ルークの言葉に、シオンは半はん眼がんで彼を見つめる。


　あまりに有能過ぎて、敵てきか味方かすらわからない、にこにこ顔の男を見つめる。


　それからもう一度、ため息をつく。


　これからこいつが話すであろう、秘密とやらに備そなえて、大きく息をつく。


　吸すう。


　そして、シオンは言った。


「……それで？　おまえの秘密とやらは、いったいなんだ？」


　するとルークはその、笑みを消した。邪気のない笑みを消し、鋭するどく目を細める。


　そして。


「……秘密、というほどのことでもないのですが……あなたと、『女め神がみ』たちがまだ知らない化物の話です。今回の筋すじ書がきを描かいている、本当の黒くろ幕まくの話。『女神』と、『勇者』と、そしてあなたを、本当の意味で操あやつっている化物の話」


　と、ルークは言った。


　今回の筋書を描いている本当の黒幕の話と言った。


　すべてを操っている化物の話と、彼は言った。


　それにシオンは怪け訝げんな表ひよう情じようで彼を見つめ、


「……いったい、おまえはなんの話を……」


　が、ルークはそれを遮さえぎる。シオンの言葉を遮る。


　そして、言った。


「彼らは『司祭』と名乗ってます」


「司祭？　何者だ、それは？」


　シオンが聞くと、彼はわからないとばかりに肩かたをすくめる。


「さあ？　おそらくは『勇者』や、『女神』と同じ、私たちが理り解かいできない世界の、理解できない存そん在ざいだとは思いますが……ですが、わかっていることもある。私にわかっていることもある。というか、もう、薄うす々うす気が付いているでしょう？　なぜ、ただの人間のはずの、リュートルー公こう爵しやくがあなたを──『勇者』を呪のろうほどの力を持っているのか？　『女神』を出しぬく術すべを知っているのか？」


　その、言葉に、シオンはうなずいた。


「なるほどな。その、『司祭』とやらが、リュートルーの後ろにいる奴らか」


　が、しかし、それにもルークは首を振ふる。


「リュートルー公爵の後ろにいるだけじゃありませんよ。ガスターク帝てい国こくに、『忘却欠片ルール・フラグメ』を与あたえたのも彼ら。そして、あなたの護ご衛えいに……ルシル・エリスに、『女神』たちが驚おどろくほどの力を与えたのも、彼らの筋書です」


　と、そう言った。


　するとそれに反はん応のうするように、突とつ然ぜん、シオンの目の前に一人の男が現あらわれる。輝かがやく金色の髪かみを持った、美しい男が現れる。


　そして、言った。ルシル・エリスが、


「……いったい、いまの話は、どういうことかな？」


　そう、ルークに向かって言った。


　するとそれに、ルークは笑う。突然現れたルシルを見つめ、


「ああ、やっとあなたにも会えましたね……自分の力で千の魔まと契けい約やくできたと勘かん違ちがいしている、間ま抜ぬけな『剣けん』──ルシル・エリスさん」


　そう言って、笑う。


　なにもかもを馬ば鹿かにするように、ルークは笑う。


　それにルシルは、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　ただ、ルークを見つめるだけ。


　シオンも、ただルークを見つめるだけ。


　この、にこにこと笑うだけで、なにを考えているのかわからない男を見つめるだけ。


「…………」


　すると、ルークは答える。視し線せんが。彼が必要していたすべての視線が自分に集まったことを確かく認にんすると、彼は答えた。





「……さて。じゃあ。やっとすべての役者が揃そろったところで……そろそろ相談しましょうか。『勇者』を操る。『女神』たちを操る。すべてを操ろうとする化物たちの掌てのひらの上から果たして、私たちはどうやって外へでるのか。奴やつらの計画の外側へ、どうやってでるのか？　その、相談をしましょう──シオン・アスタール陛へい下か」





　と、ルークはそう言って、すべてを馬鹿にするような顔で笑ったあと、その床ゆかに平へい伏ふくした。




　第三章　　はじまりの『αアルフア』







　記き憶おくは断だん片ぺん的だった。


　自分の胸むねの奥おくに、やっと追い求めていた答えを見付けだしたのに、それでも一度にすべてを思いだすことはできなかった。


「…………」


　でも、それでも十分だった。


　失われていた記憶。


　ずっと痛いたみ続けていた胸の穴あなを埋うめるにはそれだけで十分だった。


「…………」


　ライナは、思いだす。


　失われていた記憶を。


　なにか、よくわからない枷かせにはめられてしまって、失ってしまっていた空白の時間について、思いだす。


　それは、五歳さいよりも、前の記憶。


　彼が戦場の、死体のど真ん中で目を覚ましたのよりも、さらに前の記憶。


　その記憶の中で、黒くろ髪かみの、優やさしげな顔をした母親がこう言った。


「……あなたを、愛してるからね、フェルナ。私はあなたを愛している」


　その記憶の中で、少し眠ねむそうな、しかし知ち性せいが光る瞳ひとみを持った父親がこう言った。


「おまえを守ってやる。どんなことがあっても、おまえを守ってやる」


　二人はなぜか泣きそうな顔をしている。その理由が、ライナにはわからない。おまけに二人は彼のことを、フェルナと呼よんだ。


　フェルナ。


　フェルナ。


　二、三度、その名を呟つぶやくと、その名前がいったいなんなのかも、思いだす。


　フェルナ・リュートルー。


　それが彼の、ライナの、本当の名前だったのだ。だがそれは失われてしまった。この世から、消えてなくなってしまった。


　なぜなら『生いけ贄にえ』に捧ささげられたから。


　名前と、記憶と、人じん格かくのすべてを、この世の外側に住む、化物へと捧げられてしまったから。


　ライナはそれに、


「怖こわいよ」


　と言った。


「父さんと、母さんのことを忘わすれるなんて、怖いよ」


　と言った。


　すると母親がそれに、泣きそうな顔をする。寂さびしそうな顔をする。でもその、悲しみを振ふり払はらうように、彼女はその顔に微笑ほほえみを浮うかべると、ライナの頭を撫なでる。


「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ、フェルナ。これはあなたのためなんだから……」


「でも」


　と、言い募つのるライナの言葉を遮さえぎって、父親が言う。


「……心配するな。おまえが父さんたちを忘れても、父さんたちは忘れない。必ずおまえを救って、迎むかえにいく。いつか必ず、すべての困こん難なんを排はい除じよして、おまえを迎えにいく。だから、安心しなさい」


　と、言った。


　それに、ライナは安心する。父親は決して、噓うそをつかない人だったから、ライナは彼のその言葉で、安心する。


　でも、それでも少しだけ不安になって、


「……絶ぜつ対たいだよ？」


　と言う。


　すると父親は優しく微笑んで、うなずく。


「絶対だ。さあ、もう寝ねなさい。次に目を覚ましたときには、すべてを終わらせておくから」


　そう言って、父親も頭をなでてくれる。


　父親の手は温かくて、母親の掌てのひらはすべすべしていた。二人はライナの頭の上で、手を握にぎり合う。それが妙みように嬉うれしくて、心ここ地ち好よくて、妙に安心した気持ちになって、眠ねむくなってくる。
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　すると父親が言った。


「……もう、大丈夫だからな、フェルナ。もうこれで、『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪のろいに怯おびえる必要はない」


　すると母親が言った。


「……私がずっと、あなたの中で守るから。どんな災さい悪あくからも、私が守ってあげるから」


　そう言ってから、二人は泣いた。


　なぜ、泣いたのか、そのときはわからなかった。


　しかし、いまはわかる。


　あの二人がいったい、あのとき、なにをしようとしたのかが、わかる。


　この世の外側との契けい約やく。


『女め神がみ』を騙だますためにその命を捧げた母親の犠ぎ牲せい。


　子こ供どもを救うために妻つまを失った父親の絶ぜつ望ぼう。


「…………」


　だがその、すべてが、いまはどうでもいいことだった。


　それよりも。


　そんなことよりも彼にとって、最も大切なこと。


　それは。


「……俺おれは……」


　と、彼は呟つぶやいた。


「……俺は……俺はこんな化物なのに、愛されて生まれてきたのか」


　と、彼はそう、呟いた。


　その、瞬しゆん間かん。





　　　　◆





　目が、覚めた。


「…………」


　ライナは目を見開く。すると目の中に飛び込こんできた景色が妙みようにぼやけていて、


「……んぁ」


　と、うめく。


　それから、自分が泣いていたことに気づく。その涙なみだを拭ぬぐうが、しかし、涙が止まらない。


　それに。


「……あら、あれ、えーと」


　と、もう二、三度その涙を拭うと、それでやっと、拭い切れた。


　それを確かく認にんしてから、ふうっと、小さくため息をつく。それから起きあがる。周囲を見回す。


　するとそこは、動く幌ほろ付つきの荷車の上だった。幌の外はどうやら雨が降ふっているようで、周囲がぱちぱちとうるさい。


　それを見て、ライナは小さく、


「……雨、か」


　と呟く。それからさらに荷車の上に膝ひざ立だちになり、幌の外へと手を出してみる。すると雨はそれほど強くないようだった。


　それに、


「よっと」


　掛かけ声とともに、ライナは外に出てみる。


　すると外は薄うす暗ぐらい。それが雨雲のせいなのか、それとも時間がすでに夕ゆう刻こくなのか。


　ライナはその、薄暗い、雨の降る外の景色を眺ながめまわす。


　周囲にはネルファの兵や、民たみが溢あふれ返っている。どうやらまだ、移い動どうは続いているようだった。


　みな、すでにだいぶ疲つかれた顔をしているが、この空そら模も様ようでいまだ歩き続けているところをみると、ローランドからの追手はまだ、振りきれていないのかもしれない。


　ライナはそれに、すぐそばを歩いていた老人に、


「ねえね、ちょっと聞きたいんだけど、いいかな？」


　そう問いかけると、老人はこちらを見る。そして、


「なんじゃ？」


　と、答える。


　それにライナはうなずいて、


「いや、あのさ……ちょっと怪け我がして寝ねてたら時間の感覚がおかしくなっちゃっててさ……いまって、何時くらい？　夜？　朝？」


「朝じゃ」


「朝か。ってまさか、夜通し歩いてるわけじゃ」


　しかし老人は首を振る。


「まさか。さっき移動が始まったばかりじゃよ。もうここまでくれば、ローランドの兵に追われる心配もないしの」


　と言う。


　それにライナはひょいっと眉まゆを上げ、


「……おっと、俺が寝てる間に、ずいぶんと状じよう況きようが変わったな。ローランドの兵に追われる心配がない？　ってことは、もう、国こつ境きようを越こえたのか？」


　すると老人はあっさり、うなずく。


「二つほど、な」


「二つ!?　って、は？　じゃあ、ここはカッスラーじゃ」


　が、老人は首を振る。


「いったいおぬしは、どれだけ寝てたんじゃ？　ここはカッスラーの北、アリ南方国じゃよ。まあ、それも今日中に抜ぬける。ヴォイス・フューレル殿どのが、ベリス主国という国に、わしらの受け入れ先を用意してくれているらしい」


　という、その老人の言葉で、ライナは、自分が意い識しきを失う前に起こった出来事を、徐じよ々じよに思いだしてきた。


　そうだ。


　ローランドが。シオンが、あの、馬ば鹿かみたいに殺さつ戮りくをまき散らす勇者の遺い物ぶつを使って、しかしそれをヴォイスが突とつ然ぜん現あらわれて防ふせいだのだ。


　で、なにやらわけがわからないうちにヴォイスの足あし下もとから化物が現れて──


「…………」


　と、そこで、ライナは目を細めた。


　ヴォイスの、足下から現れた化物を、思いだして。


　そいつは、『女め神がみ』と名乗った。


　そしてその、『女神』を、ライナは知っていた。リューラが、父親が契けい約やくを交かわした、この世の外側に住む化物の名前だ。


　もちろん、父親はまだ子こ供どもだったライナに、詳くわしい説明はしてくれなかったが──というより、『どうせおまえはすべてを忘わすれてしまうから』と、なんの説明もしてくれなかったが、しかし、それは覚えている。


　父親が、二度目に契約した相手──それが『女神』だ。


「…………」


　と、そこまで思いだし、ライナは、


「……ってか、一度目の契約はいったい、誰だれとしたんだ？」


　なんてことをふと、思った。


　それを父親は、言わなかった。


　ただ、二度、化物と契約して、ライナのことを救う、なんてことを言っていたが、しかし一度目はいったい誰と契約したのか？


　それをライナは思いだそうとして。さっき、思いだしはじめたばかりの記憶を自分の中から引っぱりだそうとするが、しかし、やはり思いだせなかった。


　それに彼は顔をしかめ、


「……ああ～、まあ、ちょっと記憶が戻もどったくらいで、なにもかも簡かん単たんにわかるわけじゃないか」


　と呟つぶやいた。


　いやだいたい、なんで突然記憶が戻り始めたのかも、よくわからないのだ。


　あの、意識を失う直前、『女神』と、そしてライナの目から飛びだそうとしていた、αアルフアとか呼よばれた化物の会話からすると、どうやらライナが彼らの役に立つとわかったせいで、なんらかのことを、どうにかこうにかされたっぽいのだが。


「……ってかなんか、あまりに突然過すぎて、なにがなんだか、全然わかんねぇなぁ」


　と、彼はうんざりした声で言った。


　するとそれに、なぜか老人もうなずく。


「ほんとうじゃよ。つい、このあいだまでは、賢けん王おうと呼ばれたグリード・ネルフィ様の元で平和に暮くらしておったのにのぉ。あの、傲ごう慢まんなローランドの奴やつらめ……ローランドの……」


　が、老人の言葉は、そこで止まる。なにか、大きな感情に呑のみこまれてしまったかのように声が震ふるえて、止まってしまう。


　そして。


　そして老人は、顔の半分を包帯で巻いている、孫のような歳としの少女の手を、ぎゅっと握にぎる。


　それにライナは。


「……お孫さん？」


　と聞くと、老人は首を振ふった。


「いいや。家族は全員、あの、突然の光で死んだよ」


　というその言葉に、ライナは思わず、顔を歪ゆがめそうになる。しかし、それをなんとか我が慢まんする。顔を歪めたいのは、本当はこの、老人だろうから。だから、なんとか言葉を続けた。


「……そうか。じゃあその子は？」


「この子の家族も、死んだそうじゃ」


「…………」


　それに。


　それに、ライナは、


「……そうか」


　としか、言えなかった。


　いや、おまけにその、老人と少女へ感じた憐あわれみの心とは別に、自分の中に大きな不安が膨ふくれあがるのを感じた。


　あの、光で。


　あの、勇者の遺い物ぶつの──人が使っていいとはとても思えない凶きよう悪あくな殺さつ戮りくの光で。


　もしかしたら、キファや、トアレや、アルアや、ククたちが、死んだんじゃないかって。


「…………」


　そんな不安が、胸むねの中に膨れあがって。


　死んでなければいいって。この老人の家族が死んでも、この少女の家族が死んでも、自分の仲間たちだけは生き残っていてほしい──なんていう、最低な考えが心の中に浮うかびあがって。


「…………」


　身体からだが、震える。


　ライナは周囲を見回し、仲間がいないか。生き残った仲間がいないか見回す。だが、見当たらない。


　そこにあるのは、疲つかれた顔で歩き続ける兵と、民たみの群むれだけで。


　ライナは聞いた。


「……なあじいさん」


「うん？」


「この群れを……ネルファの民の群れをいま指し揮きしてるのは、誰だ？　トアレか？」


　が、それに、老人の顔が歪む。さっきと同じ、怒いかりの表情で歪む。


　それに、


「……まさか」


　今度こそ、ライナは我が慢まんできなくなった。


「まさか、そんな……噓うそだろ」


　それから、もう一度周囲を見回す。いま、ネルファの民の群れが進んでいる方向を見る。民を先せん導どうしている馬に乗っている兵士のほうを見て、そちらへと走りだす。すぐに追い付く。その兵士に向かって、


「おい、おまえ。いま、この軍を指揮してるのは誰だ？」


　聞くと、兵士はこちらを見て、なぜか表情をぱっと明るくする。


「あ、あ、あなたは、ローランド軍を追い払はらってくれた、ライナさんですね!!　あなたの話は聞いて……」


　が、その言葉を遮さえぎって、続ける。


「いいから、教えてくれ。いま、この軍を指揮してるのは、誰だ？」


　怒ど鳴なるように言うと、兵士は驚おどろいたような顔になってから、


「……せ、セルエス少しよう佐さです」


　と、答える。


　カザール・セルエス少佐。それはトアレがつれていた、ネルファ皇こう国こくの有ゆう能のうな軍人だった。だが、なぜそのセルエスが指揮している？　ここの長は、トアレのはずだ。その、トアレから指揮権けんが外れて、どうしてセルエスが指揮している？


　それに、まさか、と、ライナは思う。


　まさか、まさか、まさか。


　トアレは。


「…………」


　トアレは死んだのか？


　それに、ライナは、その場にくずおれそうになる。そんな、そんな馬ば鹿かな、と思う。


　そんな馬鹿なことがあっていいはずがない。


　だって。


　だってだって、トアレのところには、キファもいたんだぞ？　それにアルアやその彼女のククもいたんだぞ？


　ならもし。


　もし、トアレが死んでいたら。


　ローランドが放った勇者の遺物の光で、仲間たちが全員、死んでいたら、俺おれは。


　俺はもう。


「…………」


　シオンを。





　あいつを、許ゆるせなくなるじゃないか。





　ライナはそう、思った。


　もう、いまにも倒たおれてしまいそうなほどの恐きよう怖ふと、絶ぜつ望ぼうに、彼は、泣きそうな顔でそう思った。


　そして、聞く。あまりに切せつ迫ぱくした顔をしているライナの様子に、怯おびえるような顔をしている兵士に聞く。


「……で、そのセルエスはどこにいる？」


　すると兵士は指で、群むれのもっとさきのほうを指す。


「少佐は、カッスラーの国こつ境きようを越こえてからは殿しんがりから、先頭へと移い……」


　が、もう、最後まで言葉を聞いていられない。ライナは再ふたたび走りだす。兵と、民たみの群れをかきわけて、彼は走りだす。


　先頭までは、だいぶあった。


　ローランドが放った殺さつ戮りくの光で、大量の人を殺されてしまっていたとしても、まだ二万人ぐらいは残っている。見み渡わたす限かぎり人の群れ、群れ、群れで、どこまで進んでも、先頭が見えてこない。


　だが、それでも彼は進む。必死に進む。ちょっとどいてくれ。ちょっとここを通してくれと叫びながら、彼は進む。


　そしてやがて彼は、先頭の集しゆう団だんらしき一団を見つけた。


　ヴォイスが連れていた、黒い鎧よろいを着き込こんだ兵士の集団が、先導するように一番前を進み、その後ろをネルファの軍服を着込んだ男たちが、少しだけ警けい戒かいするような顔で、ネルファの民を守るようにしながらついていっている。


　ネルファの兵たちの先頭は、セルエス少佐だった。


　最初に会ったときに見た、彼の鋭するどい、切れるような瞳ひとみには、いまは少し疲ひ労ろうがにじんでいる。顔色もあまりよくないし、後ろで束ねた茶色い髪かみも泥どろで汚よごれていた。


　それを見て、もしかしたら自分が寝ねている間に、何度か戦せん闘とうがあったのかもしれないと、ライナは思う。そしてそれに、さらに絶望的な気分になる。


　もし戦闘があったなら、益ます々ます、仲間が死んでいる可か能のう性せいが高まったから。


「……くそ」


　と、ライナは一つうめいてから、再び走り始めた。そのまま、ネルファの兵たちをかきわけて、セルエスに近付く。


　するとセルエスはすぐにこちらに気づいて、


「……ああ、やっと目を覚ましたか。ひどい傷きずを負っていたようだが……」


　そう言ってから、彼はライナの左ひだり肩かたのほうへと目をやり、


「……ふむ。あの傷が塞ふさがるか……軍医は切せつ断だんしかないと言っていたんだがな……なるほど。あのむかつくガキが言っていた戯ざれ言ごとは、まんざら噓うそでもないようだな」


　と、言った。


　その、言葉で、ライナも思いだす。自分がローランドの兵に肩を剣けんで斬きり付けられ、骨ほねにまで届とどくほどの傷を自分が負ったことを。


　あの傷は、たしかに切断しかないと、ライナも思っていた。こんなろくな治ち療りよう施し設せつもない場所で、接合できるはずがない。切断して、焼かなければ、出血を止めることもできない。


　なのにいま、彼の肩は、申しわけ程てい度どに包帯は巻まかれてはいるが、動かしても痛いたみ一つ感じない。


　それにライナはひょいひょいと自分の左ひだり腕うでを振ってから、馬に乗ったセルエスのほうを見上げて、


「……その、むかつくガキってのは、ヴォイスのことだろう？」


　そう聞くと、セルエスは一度前を向き、この兵と、民の群れを先頭で率ひきいている黒い鎧を着込んだ兵の集団のほうを見て、うなずいた。


「ああ。死にかけのおまえと、フェリス・エリスを連れて、我われ々われの元へきた。なにやらおまえが呼よんだ援えん軍ぐんだと言っていたが……さて、本当か？」


　と、言う。


　その、セルエスの言葉に、ライナは笑えみを浮うかべ、


「……信じてないから、おまえはヴォイスの兵を警けい戒かいして、ここにネルファの兵を配置してるんだろう？」


　そう言ってから、彼はネルファの兵の配置を見る。するとその配置はまるで、いまからヴォイスが率いている黒い鎧を着込んだ兵たちを、後ろから襲おそおうとしているかのような布ふ陣じんだった。


　するとセルエスはそれに、あっさりうなずいて言った。


「……戦場で他人を信じるような奴やつは、生き残る資し格かくがない」


「だねぇ。あんたはほんとに、有ゆう能のうなんだな……あんたがみんなに信用されてる理由がわかったよ」


　が、セルエスはその言葉に、うなずきもせず、言う。


「無む駄だ口ぐちはいらない。質しつ問もんにだけ答えろ。奴は本当におまえの仲間なのか？」


　その、言葉に、ライナも群ぐん集しゆうの先頭を歩いている、黒い鎧の集団を見る。さらにその先頭の、屋根のない、神み輿こしのような形の簡かん易い馬車に寝そべっているヴォイスの姿を見つけ、


「……さてねぇ。知りあいなのは本当だが……あっさり信じるには、あいつは噓つきすぎる。でも」


　するとそこで、セルエスもうなずいた。


「……ああ。いまのこの状じよう況きようでは、奴に頼たよる他ほかないな。我々はもう、ネルファにはいられない。しかし何万もの兵や民を受け入れてくれる国などない。本当に奴が、我らの受け入れ口を用意してくれているのなら、それを頼るしかない」


　と、彼は言う。


　それにもライナは、うなずく。


「ヴォイスは、ベリス主国に俺らの受け入れ先をすでに用意してるって？」


「ああ」


「で、あいつらが作ってる反ローランド連合軍に入ってくれって？」


「ああ」


　そう、うなずくセルエスを見て、最後にライナは、


「で、セルエス……そのヴォイスたちからの提てい案あんを受け入れたのは、誰だれだ？」


　少しだけ震ふるえる声こわ音ねで、そう聞いた。


　いや、本当はいまにも、全身が震えだしてしまいそうなほどの恐きよう怖ふを感じながら、そう聞いた。


　そして息を止める。あまりの緊きん張ちように息を止める。


　だってもし。


　もし、ヴォイスの提案を受け入れたのが、トアレじゃなかったら。この、ネルファの民たみと、兵を率いているはずのトアレじゃなかったら。


「…………」


　それはトアレがもう、死んでいる、という事実をあらわしているのだ。トアレが死んでいるなら、きっとキファも死んでる。ククも死んでるだろう。どういうわけか、一いつ緒しよにいたはずのフェリスすらいない。セルエスの身体からだの汚よごれを見ると、第二、第三の戦せん闘とうがあった可か能のう性せいもある。


　その中で。


　その中でフェリスも、あの、傷きずの治ち療りようが遅おくれて、死んだ可能性も──


「……う」


　その、想そう像ぞうに。


　その最悪の想像に、ライナは吐はきそうになる。叫さけびだしそうになる。泣きだしそうになる。


　だがそれでも彼は、必死に平静を保たもとうとする。必死に平静を保とうとするが、でも、できない。息が詰つまる。息が詰まる。このまま。このままセルエスがなんの答えも返してくれなければ、そのまま窒ちつ息そくしてしまうんじゃないかと、ライナがそう思った、矢先、


「……トアレ様が……おまえの知りあいなら信じると」


　と、セルエスが言った。


　そう言った、瞬しゆん間かん。


「……………………ぶはっ」


　ライナは、思いっきり大きく、息を吐いた。それから顔をしかめ、続いて、笑いそうになる。


「…………」


　なんだよ、生きてんのかよ、ふざけんなよ、心配させんなよと、笑いだしそうになって、しかしそれをこらえる。


　だって、死んだ奴もいるのだ。いや、信じられないほどの民を、兵を、ローランドに殺されたのだ。


　なのに自分の仲間が生きていたから笑うだなんて、最悪もいいところだ。


　だが、それでも。


　それでも。


「……よかった」


　と、ライナは言った。泣きそうな声で、よかった、とそう言った。


　それから、


「……で、そのトアレはどこよ？」


　と、聞いた。


　するとセルエスは背はい後ごを指差す。やはり屋根付きの、外からは見えないようになっている少し大きめの荷馬車のような乗りものを差して、


「あの中に」


　と言った。


「だが、さきに言っておくことがある」


　と言った。


　それにライナは、


「なによ？」


　と答えた。


　するとセルエスは、いつもの渋しぶい、とても二十代後半とは思えないような、重みのある表ひよう情じようで、こちらを見て、


「……トアレ様はローランドが放った妙みような光に半身を吹ふき飛ばされている。おそらくあの傷では、助からない」


　と言った。


　その、セルエスの言葉の意味がわからなくて、ライナは、


「…………え？」


　としか、言えなかった。


　だが、彼の言葉は続く。


「だが、その事実は民たみには隠かくす。ベリス主国につくまでは、民にはトアレ様に導みちびかれている──という心のよりどころが必要だ。いまの状じよう況きようは、不安定すぎるからな。この上、トアレ様が戦死した、などという情じよう報ほうが流れたら、もう、歩けなくなってしまう。だからおまえも、トアレ様の姿すがたを見ても、泣いたり、騒さわいだりするなよ。おまえはさっきから、感情が表か情おに出すぎだ。泣きたいのはおまえだけだと思っているのか？　甘あまえるな。我々はネルファを脱だつ出しゆつし、順調にその旅りよ程ていを進めている──我々が進んでいる道にはもう、なんの障しよう害がいもない。だから、笑え。笑ったまま、トアレ様と向きあえ。家族を失いながら、仲間を失いながら、それでもここまで必死に歩いてきている民の間に、おまえのふざけた不安を振りまくんじゃない」


　と、セルエスは騒がず、声を荒あららげず、静かな声こわ音ねのままそう言った。


　それに。


　それにライナは、


「…………ああ……ああ、そうだな。すまない」


　と、うなずいた。


　セルエスの言っている言葉の意味は、わかる。もう、十二分にわかる。ここまでついてきている民の中には、子こ供どももいるのだ。きっと、目の前で親が突とつ然ぜん消えてしまった子も、いるはずなのだ。だが、みんな、必死にその苦く痛つうに耐たえながらも、行軍を続けている。


　なのに自分だけ不ふ幸こう面づらをして、泣くわけにはいかない。


　そんなに甘えるわけにはいかない。


　だから。


「…………は、はは」


　と、小さく呟つぶやいて、ライナは笑った。泣きそうな顔で笑った。


　するとセルエスがうなずき、


「……トアレ様はあの馬車の中で、次の戦せん略りやくを立てている。おまえもいって、挨あい拶さつをしてこい」


　と、さっきとは違ちがう、大きな、周りに聞こえるような声で言った。


　それにライナは、


「わかった」


　うなずいてから、歩きだした。その、馬車に向かって、トアレがいる馬車に向かって。そして彼は、馬車の、布ぬのでできた扉とびらを開く。中をのぞく。すると中には、トアレと、キファと、アルア、クク、それにフェリスがいた。


　全員がこちらを見る。ライナの姿を見る。


　そして。


　キファが、涙なみだでぼろぼろの顔で、


「……ら、ライナ……」


　と、言った。


　彼女は手に、妙な石のようなものを持っている。それをトアレの肩かたに必死にあてている。


　いや、肩があったであろう場所に、あてている。


「…………」


　そう。


　彼の右肩は、もう、消しよう滅めつして、なくなってしまっていた。いや、肩だけじゃない。右みぎ胸むね、右みぎ腕うで、そして右みぎ脚あしもだ。ちょうど身体からだの右側、三分の一が、まるで最初からなにもなかったかのように、消えてしまっていて。


　キファが、言う。震ふるえて、かすれて、消えいってしまいそうな声で、


「……と、トアレが……トアレが、私を、私をあのおかしな光から守って……」


　そこで、言葉が止まる。
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　だがもう、それだけですべての事情が呑のみこめた。


　ライナはそれに、


「………………よぉ」


　と、言った。


「……元気そうだな、トアレ」


　するとトアレはまだ、意い識しきがあるのか、こちらを見て、


「……その皮肉は、笑えないなぁ」


　そう言ってから、しかし彼は笑った。


　それにライナは、馬車に乗り込こむ。トアレに、近付く。するとフェリスが立ち上がり、


「ここにこい、ライナ」


　と、場所を譲ゆずってくれて、それに彼はうなずく。


「ありがと」


　そのまま、トアレの左側に座すわる。あきらかに生気を失っている彼の顔を見おろし、


「……キファを、助けてくれたのか」


　するとトアレは笑ったまま、


「……女の子を助けるのは、当然、でしょう？」


「そうだな」


「だからキファさんに、言って、くださいよ。泣かないで、って。どうせ、僕はあの戦場で、死ぬはずだったんだから……」


　それにキファは、やはり必死に、妙みような、青白い光を放つ石をトアレに押おし付けながら、


「でも、でも」


　と、それしか言えない。涙と嗚お咽えつで、なにも言えなくなってしまっている。


　ライナはその、彼女が持っている石を見おろし、


「……それはヴォイスが？」


　聞くと、それにフェリスがうなずいた。


「……治ち癒ゆの石だそうだ。勇者の遺い物ぶつだ。いくつかの制せい約やくはあるが、たいていの死に繫つながらない傷きずは治せる──と言っていた」


　それにライナは、もう一度石を見る。そしてそれがあてられているトアレの傷を見る。すると信じられないことにもう、出血は止まっている。傷は塞ふさがりつつある。内側から少しだけ肉が盛もりあがり、皮ひ膚ふが再さい生せいを始めている。


　だが。


「…………」


　だがそれでも、トアレの命は、どんどん失われていっているように見える。


　おそらく。


　おそらくこの、トアレの傷は、死に繫がる傷なのだろう。


　トアレが言う。


「……石のおかげで、ライナさん、あなたが目覚めるまで、生きることができた」


　そう、辛つらそうな、疲つかれきっているような声で言う。


　それにライナは、


「……なに言ってんだよ、おまえは」


　が、それを遮さえぎって、


「死ぬんです。自分のことですからね……それくらいはわかる」


「そうか」


「ええ」


「痛いたむのか？」


　しかし、彼は首を振ふった。


「……この、馬車の外で……親が死んで、それでも誰も助けてくれなくて……正せい義ぎの……正義の味方はきてくれなくて、泣きながら、それでも歩かなきゃならない子こ供どもたちに比くらべたら、こんなの全然、なんの痛みもない」


　と、そう言って、彼は泣きそうな顔で、馬車の、外のほうへと目を向けた。もちろんこの馬車はいま、外から中が見えないように──トアレが、死にかけている光景が見えないように、窓まどに目め隠かくしがされているのでなにも見えないが、彼にはその、外の、民たみの心の中にある痛みが見えているようだった。


　それにライナは、


「……ああ。そうだな」


「そうです」


「ああ」


　そう、言った。それからトアレを見る。もう、いまにも光が消えてしまいそうな、彼の瞳ひとみを見る。


　そして。


「……で？」


　と、ライナは言った。


　するとトアレはこちらを見て、また、微笑ほほえんで、


「……あなたが起きるのを待ってた」


　それにライナは嫌いやそうに顔をしかめ、


「あ～、その顔は、ま～た俺おれになんかめんどくさいこと頼たのもうとしてるだろ？」


「はは、あ、あたりです」


「俺、嫌やだぞ？　おまえの代わりをやれとか、そういうの嫌やだかんな？　おまえが生き残って、やれよ。こんな、こんな人数の命、背せ負おいきれねぇよ」


　が、それに、


「頼みますよ、ライナさん。もう、頼たよる人、あなたしかいないん……」


　しかしそこで、トアレの言葉は止まる。


　突とつ然ぜん。


　ほんとうに突然、彼の言葉は止まる。


　急速に彼の中から、なにか、大切なものが抜ぬけて、消えてしまおうとしているのが、わかる。


「ちょ、おい」


　と、ライナは言うが、彼はもう、ただ、笑うだけで、


「……まあ……まあ、いいや。ライ……ナさんは、どうせやってくれる……か。ああ、最後に……最後にあなたたちに会え……」


　と、そこまで言った。


　しかしそこで終わりだった。


　すべてが終わり。


　なにもかもが終わり。


　あっさり一人の人生の、すべてが終わってしまった。


　びっくりするほどあっさり、トアレの人生は、終わってしまった。


　それに。


「嫌だ……ちょ、噓うそ……嫌、嫌ぁああああああああああああああ」


　キファが叫さけんだ。


　アルアと、ククも泣いていた。


　フェリスは、こちらを見ていない。無む表ひよう情じようのまま、遠くを。馬車の、布ぬのごしに遠くを見ている。


　そしてライナは。


「…………」


　彼は、トアレの手を取った。失われていない、まだ残っている彼の、左手を取った。そして、


「……またかよ……また、あっさりくそめんどくせぇこと押し付けやがって。嫌なんだよ。俺は人の命を背負うとか、やりたくねぇんだよ。そんなめんどくせぇことはてめぇがやれよ」


　そう、呟つぶやきながら、トアレの手を、強く、強く、握にぎる。


　顔が歪ゆがむのを感じる。涙なみだが、溢あふれだしそうになるのを感じる。だがそれを、彼は必死にこらえる。決して涙は流さないようにと、必死にこらえる。だって、トアレの言ったとおりなのだから。もっと不幸な奴やつは、いくらでもいるのだから。もっと大きな痛いたみを心に抱かかえてしまった奴が、この、馬ば鹿かみたいな戦争で、もっと大きな痛みを抱えてしまった奴らが、この、馬車の外に、いくらでもいるのだから。


　だから。


　だから、彼は泣くのを我が慢まんして、


「……ああ、くそ……あああああああああああああ、くそっ！　わかったよ。やりゃ、いいんだろ、やりゃ。背負うよ。人の命を、背負う。おまえの分も。みんなの分も。だから……だから」


　そう言ってから、ライナはトアレの顔を見る。微笑んだまま、消えてしまったトアレの顔を見る。


　その、瞳を閉とじてやる。優やさしい、本当に優しい目をしている、彼の瞳を閉じてやる。


　そして。


「……だから。俺がやるから……安心して寝ろ、馬鹿が」


　そう言ってから、彼は立ち上がった。


　するとフェリスがこちらを見て、彼女に、まるで似に合あわないことを言う。


「……大だい丈じよう夫ぶか？　ライナ」


　それにライナは、


「おまえは？」


　と聞いた。


　すると彼女は、無表情のまま、


「だめだ」


　と、言う。


　それにライナはうなずく。


「そうか」


「ああ」


「わかった。じゃあ、交代だ。俺が寝ねてたあいだ、よくみんな、がんばってくれた。ここからさきは俺がやっとくから、しばらくここにいろよ。俺は……」


　そう言って、馬車の、布の扉とびらを開き、


「俺はヴォイスに会ってくる」


　彼は外へと出た。


　そしてネルファの民たみと、兵と、そしてヴォイスの兵たちがいる戦場へと──踏ふみだす。


　彼はまた一つ前へと、踏みだす。


「…………」


　するとそのさきに、まるでライナを待っていたかのような顔でヴォイスが立っていた。トアレが死んだ、この馬車を見ながら、彼はにやにやと笑っている。


　その、ヴォイスの顔を見て、


「……なにがそんなに楽しい？」


　ライナは、少しだけ強い口調で言った。


　するとヴォイスは肩かたをすくめて、


「いや～、名めい演えん説ぜつだなぁと思いましてね。人の命を背負うだなんて──胸むねに響ひびく、素す晴ばらしい言葉だなぁ」


　と、心にも思っていないとばかりの顔で、言う。


　それにライナはヴォイスをにらみつけ、


「……てめぇ、馬鹿にしてんのか？」


　するとそれに。


「ええ」


　と、ヴォイスはあっさりうなずいた。そしてまた、笑って、


「ええ。してますね。だいたい、トアレ・ネルフィ程てい度どの無む能のうな人材が死んだところで、大たい勢せいにはまるで影えい響きようしない。この程度で嘆なげくあなたは、感かん傷しように浸ひたりたがりの馬鹿……」


　しかしそこまでで、ライナは走りだした。拳こぶしを握り、振ふりかぶる。そしてそれを、ヴォイスの顔に向かって、放とうとする。


　だがその拳をやはり、ヴォイスはへらへらとした、こちらを馬鹿にするような笑えみを浮うかべて眺ながめていて。


　そして、殴なぐられる、瞬しゆん間かん。


「……というか、トアレさんは、死んでないし」


　なんてことを、ヴォイスが言った。


　その、突とつ然ぜんの言葉にライナは、


「……へ？」


　なんて、間ま抜ぬけな声を上げる。そして慌あわてて、振り下ろした拳を止める。拳はヴォイスの頰ほおにあたる寸すん前ぜんで、ぎりぎり止まる。なのになぜか、ヴォイスは自分から拳に頰を押おし付けてきて、


「ぎゃぁああああああ～ん[image: ]」


　と、わざとらしく、自分から吹ふっ飛んでいく。わざとらしく地面を転がる。わざとらしくばたんと倒たおれる。そして痣あざ一つできていない頰を痛いたそうに押さえて、


「な、な、なんにも悪いことをしてない、子こ供どもの私を殴りましたねぇえええ～!?　という、貸かしがいま、一つ成立したので、あとで返してもらいま……」


　が、それを遮さえぎって、


「って、んなどうでもいい話はいらねぇんだよ。それより、いま、おまえなんつった？　と、トアレが……あいつが死んでないって……」


　するとそれにもまた、ヴォイスはあっさりうなずいて、


「死んでませんよ？」


　なんて言う。


　それにライナは、もう、あまりの驚おどろきに口をぱくぱくさせてから、


「え、え、でも、俺さっき見たぞ？　トアレが死んだの……鼓こ動どうも、呼こ吸きゆうも……」


「止まった？」


「ああ」


　するとヴォイスはそれに、


「でもその、鼓動と呼吸を止めたのは私です。で、動かすのも簡かん単たん。というよりも、『死の転移デルニオ』──あ、キファさんに渡わたしておいた治ち癒ゆの石のことですが──あれは、あの程度の傷きずなら簡単に塞ふさげるんです。まあ、けっこうな代だい償しようが必要ですけれど」


　という、言葉に、


「……じゃ、じゃあ、トアレは」


「だから生きてますよ」


　それに、ライナは踵きびすを返し、馬車に戻もどろうとする。


　だが、そこで。


「……で、生かすも殺すも、私の気持ち次し第だいだったりして」


　と、ヴォイスが言った。


　それにライナは、足を止める。振り返る。ヴォイスを、にらみつける。


「……ああ？　なんだよ、そりゃ。てめぇ俺に無む理り矢や理りおまえの計画を手伝わせるために、そういうやり口でくるつもりか？」


　と、言った。


　が、しかしヴォイスはそれに、首を振る。


「いいえ。別にトアレさんを人ひと質じちにとらなくても、あなたは協力してくれると思ってますよ？」


「んじゃ、なんでこんなことする？」


　ライナが聞くと、また、ヴォイスは笑った。馬ば鹿かにするように、見下すように笑った。そして言う。


「そんなの簡単ですよ。ライナさん、あなたが──あなたが私が期待していたより、ずっと弱かったからです」


　と、そう言った。


　その、言葉の意味が、ライナにはわからない。


　ヴォイスの言葉の意味が、ライナにはわからない。


　弱い。


　弱い。


「…………」


　確たしかに、弱いかもしれない。あの、ヴォイスの影かげの中にいた、『女め神がみ』とかいう化物を目の前にして、まるで手も足もでなかった。だから、こいつが期待して、欲ほしがっていたほどの戦力には、もしかしたらならないのかもしれない。


　だが、それとこの、トアレが死んだように見せ掛かけるという茶番は、まるでつながらないと、ライナは思った。


　ヴォイスがいったい、なにを考えているのか、それがまるでわからないと、そう思った。


　が、そこで、ヴォイスが言った。


「……だってそうでしょう？　あなたはローランドに、ネルファの民が数万人、殺されたのを目のあたりにしておいて──それでも、私が同じ『忘却欠片ルール・フラグメ』でローランドの兵たちを皆みな殺ごろしにしようとしたのを、止めた。あれはいったい、なんの真ま似ねですか？　あれはどういうつもりでした行動なんですか？　これは戦争ですよ？　なのにそんな危き険けんな兵器は、使っちゃだめ？　そんな危険な道具は、人間が使っていい代しろ物ものじゃない？　冗じよう談だんも休み休み言ってください。向こうが殴なぐりかかってくる。なら、殴り返さなければ殴られる。向こうが殺そうとしてくる。なら、殺さなければ殺される。そんなこともわからずに、人の命を背せ負おう？　民の命を背負う？　ノーガードで？　武ぶ器きも持たずに？　はは、ははは、まったく、いくらライナさんが寝ねぼすけだと言っても、寝言は寝てから言ってもらいたいなぁ」


　そう言ってから、彼は、笑えみを消した。にやにやとした笑みを消し、真まっ直すぐ、こちらをにらんで、


「でも、戦場では冗談ではすまされないことだ。あなたは、あなたの甘あまい理想のために、仲間を全員殺す気か？」


　と、そう言った。


　それに。


「…………」


　それにライナは、なにも言えなかった。


　あまりに、ヴォイスの言っていることが正しすぎて。彼の言っている言葉が、正しすぎて。


　するとそれを確かく認にんしてから、ヴォイスが続ける。再ふたたび、口もとに微び笑しようを浮うかべ、


「というわけで、ちょっとした茶番をさせてもらいました。仲間が死ぬという恐怖を、あなたに、疑ぎ似じ体験してもらいました。これね、けっこうめんどくさかったんですよ？　あなたの治ち療りよう場所を、いろいろと理由をつけて仲間たちから離はなしたり」


　という言葉で、なぜ自分が、フェリスや、キファや、トアレたちと一緒の場所で目覚めなかったのかが、わかった。


　別の場所で目覚めさせて、ライナが、いま、自分がおかれている状じよう況きようがわからなくなるように、ヴォイスが仕向けたのだ。


　戦場で目を覚ます。


　すると周りに仲間がいない。


　もしかしたら、もう、みんな死んでいるかもしれないと焦あせる。


　あのとき。あのとき自分が、ヴォイスの反はん撃げきを邪じや魔ましたから、仲間たちがもう、死んでいるかもしれないと、恐怖する。


　その、すべてがヴォイスの掌てのひらの上。なにもかもが掌の上。


　それにライナは顔をしかめ、


「……おまえ、相変わらず……」


　するとヴォイスが嬉うれしそうに遮さえぎる、


「かわいい、ですか？」


「うぜぇ……」


　その、ライナの言葉に、ヴォイスは益ます々ます嬉しそうな顔になって、


「で、今回のこの茶番で得られる効こう果かは四つあって」


「……いやだからおまえ、ほんとうざいって」


　しかしヴォイスは、うざいと言われるほど嬉しそうな顔になる。


「一つ。これはさっきも言いましたが、あなたに、仲間の死を疑似体験してもらいたかった。もし、あなたが敵てきを殴れなければ、その、あなたの弱さのせいで、偽ぎ善ぜんにまみれた優やさしさのせいで、仲間が死ぬ可か能のう性せいがあるということを、知ってもらいたかった」


　そう言って、ヴォイスは一歩、前に進む。こちらに近付いてくる。そして、


「さらに二つ目。もし、あなたが敵を殴る覚かく悟ごを固めたとしても……それでもやはり、仲間が死ぬ、という事実を、疑似体験してほしかった。今回は死ななかった。確たしかに今回は死ななかった。ですが、今後は死ぬ。驚おどろくほどあっさりと死んでいく。これは戦争で──そして人は、それほど強くはできていないから」


　と、少しだけヴォイスは悲しそうに言ってから。演えん技ぎじみた表ひよう情じようで、悲しそうに言ってから、続ける。


「だがあなたは人の命を背負うと言った。民の命を背負うと言った。なら、仲間が死んでももう、その足を止める権けん利りは持っていない。キファさんの首が飛んでも。フェリスさんの命が消し飛んでも、泣く暇ひまさえない。あなたには泣く暇さえない。これはその、疑似体験」


　その、言葉に。


　ライナはキファが死ぬ、想そう像ぞうをする。


　フェリスが死ぬ、想像をする。


　それを考えただけで。


「…………」


　考えただけで、もう、その場に立っていられないほどの恐怖が、体の奥おくに生まれる。


　だが、それも、ヴォイスの言うとおりだった。


　このまま進めば。


　このまま進めば、有りうることだ。仲間が死ぬ。大切な人たちが死ぬ。そしてその死ぬ理由は──


　ライナが、この道を選んだから。


「…………」


　ライナがこの道を選んだから、ついてきてくれた仲間が、死ぬ。


　当然のことだ。考えなくてもわかるほど、当然のことだ。いや、それどころか、もうついちょっとまえに、その現げん実じつを突つき付けられたばかりだった。


　フェリスが、ライナを守るために、ローランドの兵に殺されかけた。


　トアレが、ローランドが放った光に巻まき込こまれて、半身を失った。


　いや、キファも、アルアも、ククも、いま、生きているのは、運だ。奇き蹟せきだ。全員が、一いつ瞬しゆんで死んでいた可能性だって、ある。


　それでも。


「…………」


　それでも進むのなら。


　その覚悟をしなければならない。


　仲間が死ぬ、覚悟をしなければならない。


　ライナは、うらめしそうな顔でヴォイスを見つめた。


　するとヴォイスはまた、肩かたをすくめ、


「別に人が死ぬのは私のせいじゃないですよ？」


「わかってるよ。ってか、ガキのおまえに説せつ教きようされなきゃ、ちゃんと気付けない馬ば鹿かな自分に呆あきれてんだ」


「……ふむ。まあ、私以外はみんな馬鹿なんですから、気にする必要ないと思いますが」


「吐ぬかせ」


　と、ライナは疲つかれた笑えみを浮うかべて、言った。


　しかしさらに、ヴォイスの言葉は、続く。


「そして」


「ってまだあんのかよ」


「ですから四つ、効こう果かがあると言ったでしょう？」


「四つ。四つね。んで、じゃあ、残り二つは、なによ？」


　するとヴォイスはうなずいて、続けた。


「この、トアレ・ネルフィが死にかける──という茶番で、トアレさん自身も状じよう況きようを理り解かいしたはずです。この、ネルファの兵と、民たみを、ライナさんに預あずけるのが一番いいんじゃないかと、死ぬ間ま際ぎわに思った……つまり、彼が次に目を覚ましても、もう、ここの王は、彼ではない。あなたです、ライナさん──という、効果」


　が、それにライナは、


「そんなんしなくても、俺おれとトアレは仲良く……」


　しかしヴォイスはそれを遮さえぎり、


「あなたとトアレさんの仲なんてどうでもいいのです。ようはネルファの兵を私の勢せい力りよくにうまく取りこめるのならそれでいい。まあ、トアレさんはおそらく、次に目を覚ましたとき、あなたの部下になりたがるだろうから……ネルファの兵たちは上う手まい具合に私と、ライナさんが作った、反ローランド連合軍の傘さん下かに入ってくれることでしょう」


　なんてことを、言う。


　勝手に、ライナが一いつ緒しよに反ローランド連合軍を作ったかのような話になっている。そういえばこいつは、ライナに、シオンを殺すための反ローランド連合軍の王になってくれ、などと言って、ここにやってきたのだった。


　ずっと人の上に立って、もう、生まれたときから人の上に立つことしか考えてないようなこの、ヴォイス・フューレルが、どういうわけか今回はライナを王にしたい、自分はその、部下になりたいと言ってきていて。


「…………」


　その、ヴォイスの意図を考える。


　いや、こいつがついている、すべての噓うそについて考える。


　彼の影かげの中に潜ひそんでいた『女め神がみ』や、反ローランド連合軍が本当のところなにを目的とした組そ織しきなのか、それを考える。


　だが、いま手もとにある情じよう報ほうだけではやはり、ヴォイスの真意はわからなかった。


　だから。


「……んで、四つ目は、なによ？」


　ライナは、話を進めた。


　するとヴォイスは続けた。


「四つ目は……今回のことで、あなたはすでに、人の命を選んだ、という事実を、理解してほしい、ということです」


「んぁ？　人の命を、選んだ？」


　聞くと、ヴォイスはうなずく。そして懐ふところから、やはりキファが、トアレを治ち療りようするために押おし付けていた、『死の転移デルニオ』とかいう名前の、勇者の遺い物ぶつを取り出して、


「この石──私はいま、四つしか持っていません。で、この石で人を治療するときには代だい償しようを払はらわなければならなくて、治す傷きずがひどくなればなるほど、その代償が増ます。その代償が、なんだか、わかりますか？」


　当然、わからない。だからライナが首を振ると、


「血ですよ。人の血。フェリスさんの傷を塞ふさぐには、他の人間の血を、二人分石に注ぐ必要があった。あなたの傷は一人半。トアレさんにいたっては、十八人もの人の血を……」


　と、そこまでで、ライナは目を、大きく見開いた。


「ちょ、ちょっと待て、じゃあ、じゃあまさか、俺らの傷を塞ぐために、他の奴やつを殺……」


　が、それにヴォイスはにやりと笑って、


「と、思ってびっくりしました？　いえいえ、殺してませんよ。まあ、手て駒ごまの十人や二十人は、必要とあれば殺してもいいんですが、さすがにそれをやりすぎると、人はついてきませんからね。百人の兵の血を、少しずつかけて、まかないました。それなら誰だれも死にません」


　という言葉に、しかしライナは安あん堵どできない。こいつの言葉はいつも、噓ばかりだからだ。


　本当にこいつは、必要ならば手駒の十人や二十人を、殺しかねないのだ。だから、


「ほんとに殺してないんだろうな？」


　ライナが、真しん剣けんな表情で聞くと、ヴォイスはまたあっさりうなずく。


「疑うたがってるのなら、数えてもいいですよ？」


「俺はおまえが連れてきた兵の数を知らない」


「あは。じゃあ、調べようがないですね」


「おまえは──」


　が、それにヴォイスはにやにや笑う。


「冗じよう談だんです。本当に殺してません。でも、それでも、あなたは人の命を選んでいる。あのローランドが放った『魔獣消しエルアムス』の光で、かなりの人間が消し飛んだ。ですが生き残った者もいた。ひどい傷を負ったけれど、生き残った者もいた。もし、『死の転移デルニオ』があれば……この石があれば死なないですむ者もいた。でも、石は四つしかない。石は四つしかないのです。さてさて、これはいったいどうしましょう～」


　と、石を両手で空に掲かかげて左右に振りながら、ヴォイスは言う。


　だが、もう、彼が言いたいことのすべてが、ライナにはわかっていた。


「……そいつらを助けないで、俺を助けたっていうのか？」


　それにヴォイスは、こくこくうなずく。


「そうです。でも、そんなこと頼たのんでないって、あなたは言うでしょう？　ですから、あなたを助けたことについては、どうでもいい。他のみなさんです。フェリスさんと、トアレさん。あと子こ供どもを一人、ですか。今回、この石は、あなたが助けたいと思うであろう人にしか、使わなかった。これ、どういう意味だと思います？　もちろん石を使ったのは私ですが、でも、実じつ際さいに助ける相手を選んだのは……」


　とそこで一度言葉を止め、石をこちらに放ほうり投げてくる。


　ライナはその、石を受けとめる。


　人の血を吸すって、傷を治すというその、勇者の遺い物ぶつを受けとめる。


　それを確かく認にんしてから、ヴォイスは言った。


「……助ける人の命を選んだのは、あなただ、ライナさん。というか、自分でももう、わかってるでしょう？　荷車で目を覚まし、起きてみたら、そこは地じ獄ごくだった。誰かの親が死んでいる。誰かの子供が死んでいる。誰かの大切な人が死んでいる。でも、でもでもでもでも、俺の仲間だけは生きていてほしい──あなたはそう、思っちゃったでしょう？」


　それに。


　そのヴォイスの言葉に、ライナは顔をしかめる。


　実際にそう思ったから。


　実際にそう、思ってしまったから。


　あまりにヴォイスの言葉が、体に、心に、突つき刺ささるから。


　それに、ヴォイスが言う。やはり楽しそうな、嬉うれしそうな顔のまま言う。


「……悩なやむことはないですよ。それが人間なんですから。傲ごう慢まんで、利り己こ的で、偽ぎ善ぜん者しやで、でも気が向いたらたまに優やさしい──あなたは悲しいくらいに人間だ。でも、もう、ただの人間でいることはできない。人の命を背せ負おうと決めたのなら、もう、ただの人間でいることはできない。さあ、これで少しは、弱さが消えたでしょうか？　甘あまさが消えたでしょうか？　多くの人の、命の上に立つ王としての覚かく悟ごが、できてきたでしょうか？」


　その問いに、ライナは。


　彼は、首を振った。


「……悪い。そんなのまだ……」


　が、ヴォイスはその言葉を遮さえぎる。


「じゃあいましてください。もう、あなたの親友は、あなたのライバルは、その道を進んでいる。人の命を天てん秤びんにかけて、絶ぜつ望ぼうしながら進んでいる。で、あなたは？　あなたはどうします？　あなたはなにも捨すてずに進むつもりですか？　彼を助けると決めたのでしょう？　なら、もう進むときだ。前に進むときだ。ほら、ほらほら、くだらない理想は捨てて、前に……」


　しかし、その言葉の途と中ちゆうで。


「……敵てき襲しゆうっ!?」


　群むれの先頭で、そんな声が上がった。


　その方向へ、ヴォイスは顔を向ける。


「……あらら。もう、あと少しのところで、邪じや魔まが入った。まあ、でも、私の言葉はおそらくあなたの胸むねに残る。なら、勝手に物語は進みますかね……」


　言いながら、彼は歩き始める。


　その、彼の下もとに、やはり黒い鎧よろいを着た男が、駆かけ寄よってきて、


「……敵は『蒼あおの公ひ主め』が放った刺し客かくです」


　という言葉に、ヴォイスはうんざりしたような顔で言う。


「また、あいつらか」


　それから、こちらを振ふり向く。


「さてライナさん。あなたの出番ですよ。今回、あなたに私たちの王になって欲ほしいと言った理由の一つが、きました」


　それに、ライナは首をかしげる。


「……どういうことだ？」


　言ってから、敵襲と叫さけんだ兵士がいる方向を見る。おそらくそちらは、ベリス主国へ抜ぬける国こつ境きようがある方向のはずで。


　だが、敵はその、ベリスの方向からきた。


　つまり、ネルファの民たみを受け入れてくれるはずのベリスには、敵がいる、ということだ。


　だからライナはそれに、


「……少し、話が違ちがうんじゃないか？」


　そう言うと、ヴォイスはまた笑って、


「いえいえ、違いませんよ？　いま、襲おそってきているのは、あなたが疑うたがっているベリスの兵ではありません。もっと小しよう規き模ぼな──しかし質たちの悪い、傭よう兵へい団だんから放たれた刺客。で、ここのところ私は、その傭兵団から放たれた刺客に暗殺されそうで……」


　という言葉でやっと一つ、信じられるポイントをライナはこいつの言っていることの中から見つけた。


「ああ、それで、その暗殺者どもからおまえが狙ねらわれないために、俺を王にすえようってか？」


「ご名答。まあ、それだけじゃないですが……でもとりあえずはライナ・リュート陛へい下か──刺客を撃げき退たいしてください」


　なんて言う。


　陛下。


　さぁ陛下、刺客を撃退してください──なんていう、その言葉に、ライナは苦く笑しようして、


「部下にそんなこと言われる王様、初めて見たよ」


「あなたらしいでしょう？」


　言ってから、ヴォイスはぱちんっと、指を鳴らす。


　瞬しゆん間かん。


「きゃぁああああああああああああああああああああああああああ」


　というキファの悲鳴が、トアレの死体があるはずの馬車から上がる。


　それにライナは、げんなりと半はん眼がんでヴォイスを見つめてから、聞く。


「生きかえったの？」


　するとヴォイスはうなずく。


「もう、ぴんぴんですよ。トアレさんの義ぎ手しゆと義足は、私が用意しましょう」


　それに、ライナは、


「なんだかなぁ……」


　と、呟つぶやく。


　すると馬車の布ぬのがばんっと開いて、フェリスが顔をだすと、


「ら、ら、ら、ライナ!?　トアレがお、おばけに……」


「ってはいはい。それ、おばけじゃない。トアレは生きてるんだってさ」


「生きてる？」


　と、首を傾かしげる彼女に、ヴォイスに聞いたいきさつを説明しようとして。


　しかし。


　群れの先頭で、爆ばく音おんが鳴る。


　閃せん光こうが輝かがやく。


　また、休む間もなく激はげしい戦せん闘とうが始まるのだ。


　そちらにライナは目を向けて、


「フェリス」


「ん？」


「とりあえず、敵てきを倒たおしてから話す。一いつ緒しよにきてくれ」


　と言った。


　それに彼女は馬車から出ると、戦闘が起こっているほうへと、目を向ける。それから腰こしを触さわり、ヴォイスを見て、


「ヴォイス。私の剣を返せ」


「ええ、いいですよ。レイルカ」


　そう、言う。すると彼の背はい後ごに控ひかえていた、やはり黒い鎧よろいを着た女の兵士が、彼女の横の荷車に置かれていたフェリスの剣を取りあげ、投げてよこす。


　フェリスはそれを受けとる。腰に結ぶ。うむっとうなずいてから、


「……では、いくか」


　ライナのほうを見る。


　ライナはそれにうなずいて、再ふたたび、前を見た。


　やはり前方では、激しい戦いが続いているようだった。


　爆音。轟ごう音おん。そして悲鳴。


　襲おそってきているのは、『蒼の公ひ主め』とかいう名の、傭兵団らしい。





『蒼の公ひ主め』。





『蒼の公ひ主め』という名の、傭兵団。





「……全然、聞いたことねぇなぁ」


　と、小さく呟つぶやきながら、彼はもう一度、怪け我がをしていたはずの左ひだり腕うでをぐるりと回す。痛いたみがもう、まるでないのを確かく認にんする。それから両手で腰をぽんぽんっとたたき、フェリスに、


「準じゆん備びは？」


　と聞くと、彼女は言った。


「ノロマなおまえ待ちだ」


「やっぱり？」


「うむ」


「そか。よし。んじゃ……」


　そう、言ってからライナは、


「くそめんどくせぇが、もうひと頑がん張ばりするか」





　彼は再び、戦場を走りだした。




[image: ]





　　　　◆





　そこから、遥はるか北方の平原。





　彼は、地図を開いていた。


「…………」


　地図にはこの、メノリス大陸全体の、簡かん単たんな勢せい力りよく図ずが描かきこまれている。





　まず地図の南側には、エスタブール王国、ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こくを併へい呑どんし、ものすごい勢いきおいで南大陸を平定しようとしている、ローランド帝国の名前。





　さらに地図の北側には、大国ストオル帝国を下し、すでに北大陸のすべてを手に入れたガスターク帝国が、さらに南下し、中央大陸にまでその勢力を伸のばし始めている図。





　そして地図の真ん中。


　中央大陸と呼よばれる、メノリス大陸の中でももっとも広い大地を持つ大陸の地図。


　その地図の中には十三もの小国がひしめきあい、さらにその小国に加え、一つの国だけで北大陸全土よりも大きな領りよう土どを有する、三大国と呼ばれる三つの国の位置が書かれていた。


　いや、むしろ、中央大陸にはこの三つの国しかないといってもいいほど、強大な三国。


　その、三大国の名前はそれぞれ──


　ゲイルフィックラント帝国。


　エルトリア共和国。


　レムルス帝国。


　その、三つの勢力がにらみあい、せめぎ合うことによって、中央大陸のすべての情じよう勢せいは決まる。小国たちは常つねにその、三大国に翻ほん弄ろうされ続ける。


　だから彼がいま持っている地図には、いま、現げん在ざい、どの小国が、どの三大国の息がかかった国なのか、というようなことが書かれている。


　それを見て。


　彼はそれを見て。


　北大陸の若わかき覇は者しやにして、ガスターク帝国の王レファル・エディアは、隻せき眼がんの瞳ひとみでその地図を見つめ、


「……ふむ。どうやらさきにぶつかるのは、ゲイルフィックラントのようだな」


　と、呟いた。


　長く、緩ゆるやかに波うつ桃もも色いろの髪かみ。見た者みなが引きこまれてしまう、魅み力りよくのある力強い右の瞳と──呪のろわれた剣けん『再生の剣グロウヴイル』に食い潰つぶされてしまった左の瞳。


　だがそれでも彼は、その剣を背せ負おう。長大な、人が使えるとはとても思えないほどの長さを持った黒い剣を背中に背負い、地図を片かた手てに彼は、平原に立っている。


　彼の背後には数十万の軍勢。


　数十万の命を背負いながら、しかし、彼は気負うことなく、楽しげな瞳で地図を見つめる。


　いま、彼が見ているのは、地図の境きよう界かい線せんだ。


　自分がいる、北大陸と、中央大陸を分ける、境界線。


　しかしその境界線は、二つあった。いま、北大陸を制せい圧あつしたガスターク帝国と触ふれている中央大陸の国は二つあるのだ。


　レファルはその国を見る。そしてその国がいま、どこの息がかかっているのかをみる。





　東側──ゲイルフィックラント帝国の息がかかっている小国・エロン神都。





　西側──エルトリア共和国の息がかかっている小国・デルリローザルー・クスラー。





　レファルはこの、二つの国を地図で見つめ、まだ見えている右眼を、少しだけ細める。


　近いのも、攻せめやすいのも、エロン神都のほうだった。おまけにさきにデルリローザルー・クスラーを攻めると、そちらを攻めている間に距きよ離りの近い、ゲイルフィックラント帝国に攻めこまれる可か能のう性せいもある。そうなれば大国二つと、同時に戦わなければならなくなるかもしれない。


　それはさすがに、まずい。


　やはりどう考えても、さきに潰すのはエロン神都──そしてそのさきにある大国ゲイルフィックラントだろう。


「まあ、デルリロー、あ～、なんたらかんたらなんて名前、覚えられねぇしな。よし。やはり攻めるのは、名前の簡かん単たんなエロン神都にする」


　なんてことを言ってから、彼はぽいっと地図を投げる。


　するとその地図を、背はい後ごにひかえていた一人の男が受けとる。


　レファルと同じくらいの年ねん齢れい──二十二、三くらいの男。


　やはりガスターク特有の桃色の髪に、涼すずしげな、青い瞳。その、瞳にあわせるかのように、青が基き調ちようの軍服を着ている。


　レファル・エディアの右みぎ腕うでとして、ガスターク軍の総そう参さん謀ぼうを務つとめている、リーグルワーズ・ペンテストだ。


　その、リーグルワーズ──リーズが言う。


「……名前が覚えられないのは、あなたの脳のう味み噌そが足りないせいでしょう？」


　それにレファルは振ふり向いて、


「覚える必要がないから覚えないだけだよ、リーズ。どうせ俺おれらが潰して、なくなる国だろう？」


　するとそれに、リーズは笑えみを浮うかべた。


「ま、そうですが」


「で、おまえはどう思う。ゲイルフィックラントが先でいいかな？」


　するとリーズは南の空を見つめてから、うなずいた。


「問題ないでしょう。ゲイルフィックラント帝国は東側が海に面している国です。つまり、ゲイルフィックラントと戦っている間は、東側には気を遣つかわずにすむ。エルトリア共和国と同盟して、一いつ緒しよに攻める、という手もありますし」


　が、それにレファルは首を振った。


「きっとエルトリアは応おうじねぇよ。すぐにバレるからな。長年の敵てき国こくゲイルフィックラントを潰すより、突とつ然ぜん現あらわれた俺らガスタークのがヤバいって。だが、気づいたときにはもう」


「遅おそい……と、なるように、さっさと始めましょう。中央大陸にも我われ々われの名前を轟とどろかせてあげなければ」


　言って、リーズは手を上げる。


　ただ、それだけで、彼の背後にひかえていた数十万の兵たちが反はん応のうするのがわかる。この兵たちは混こん成せい部隊だ。元は北大陸にあった六つの国々をガスタークが呑のみこんだあとに再さい編へん制せいした、合同部隊。


　だが、その六つの魔ま法ほう体たい系けいを有する、六つの国の兵士たちがいまや、初めから一つの生き物だったかのように規き律りつ正しく動く。


　これが、リーズの能力だった。


　国を失った兵たちに新しい存在証明アイデンテイテイーを与あたえ、新しい生きる目的を与え、そして意のままに操あやつってしまう。


　洗せん脳のう系の『忘却欠片ルール・フラグメ』の助けも多少借りるが、しかし、やはり兵の管理は、リーズの能力に頼たよる部分が大きい。


　その、リーズが、命じる。


「……全体」


　が、そこで。


「うわ、すごいわねぇ。こんだけの兵が、こんなふうに動くんだ。洗脳の『忘却欠片ルール・フラグメ』を使っても、なかなかこうはいかない。あたしたちも見習わなくちゃ」


　なんていう、女の声が目の前であがった。


　それに、リーズは命令を止める。


　レファルもその、声のほうへと目を向ける。そして全身を緊きん張ちようさせる。なぜならあまりにも、あまりにもその、女の声が近くで聞こえたからだ。


　まるで気配を感じなかった。


　まるでその、近付いてくる気配を感じなかった。この、隠かくれることができるとは思えない見晴らしのいい平原で、数十万もの兵たちの目がある中で、不ふ審しん者しやが近付いてくる姿すがたも、気配も、感じられなかった。


　なのにその声は、すぐ、そばに聞こえて。


　おまけにレファルが、その声がした方向を見ても。


「…………」


　そこに、姿はない。


　これはいったい。


「いったい、なん……」


　しかしそこで。


「こっちよ、若わかき勇者王さん」


　耳もとで、声がした。さらに息が、ふっと吹ふき掛かけられて、後ろからナイフが、レファルの首をかき切ろうと──


「レファルっ!?」


　リーズが叫さけんで、彼の体を蹴ける。その衝しよう撃げきを利用して、レファルも飛ぶ。そのまま地面を転がり、立ち上がりざまに背せ中なかの剣けんを抜ぬく。グロウヴィルを抜く。そして振り向く。


　するとそこで、やっとその、敵の姿が目に入る。


　その、敵の姿に。


「……なんなんだよ、いったい」


　レファルは、思わずそう呟つぶやいた。


　なぜならその敵は、あまりに美しかったから。


　美しい、女。


　歳としのころは、十八、九だろうか？


　整った顔だちに、勝ち気な、それでいて愛らしい瞳ひとみ。


　通つう常じようではありえないと言われる水色の長い髪かみは、彼女が『先せん天てん性せい魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しやであることを示しめしている。


『先天性魔導異常』──それは、通常ではありえないほど強大な魔力を持つ者のことを言う。それは本人にも扱あつかいきれないほどの強大な魔力。たいていの『先天性魔導異常』の能力者は、その能力に溺おぼれ、振ふり回され、他者との協調性を失ってしまうという精せい神しん的欠けつ陥かんを併あわせもつ。


　つまり魔力も、自分の心もコントロールできない欠陥人間──というのが、『先天性魔導異常』の能力者に与えられているレッテルなのだが。


　しかし。


「…………」


　いま、目の前にいるこの女は、とてもそうは見えなかった。


　強気だが、彼女の瞳の奥おくには思し慮りよの深さが見てとれる。


　だがその、理知的な瞳と、戦場のど真ん中だというのに蝶ちようの模も様ようが描えがかれたドレスを着き込こんでいるという姿が妙みようにミスマッチで、見ているこっちが混こん乱らんしそうになる。


　蝶のドレスに、手には短剣。


　そして彼女はぺろっとかわいらしい舌したを出して、


「あらら、意外といい反はん応のうね。あたしが殺し損そこなうなん……」


　が、その言葉が終わる前に、彼女は短剣を投げてくる。まったく、こちらが予想できないほど小さい動きで、短剣を投げてくる。


　凄すさまじい勢いきおいで短剣が迫せまる。レファルはそれをよけられない。いや、反応すらできない。


　化物だ、と思った。


　とんでもない化物が現あらわれた、と思った。


　短剣が迫る。


　しかしレファルは動けない。


　短剣は真まっ直すぐ、心しん臓ぞうへと向かい。


「…………」


　しかしそれに、剣が反応する。レファルの持っている剣──グロウヴィルが勝手に反応して、短剣を弾はじく。


　それに女は、ちょっとだけ驚おどろいたような顔で目を大きく開き、


「お～、これもよけちゃう？　それはすごい」


　と言った。それから少し目を細め、


「というよりも、剣が勝手に防ふせいだっぽいなぁ～、いまの。それ、グロウヴィルでしょ？　それはまずいなぁ。じゃああんた、『真の勇者』じゃない。勇者相手に無手で挑いどむほどあたしは馬ば鹿かじゃないし、ここは撤てつ退たいかなぁ」


　そう言ってる横で、リーズが剣を抜く。そして女に向かってその剣を放とうとする。


　しかし女は、そちらを見もしない。


　見もしないまま、リーズの剣をひょいっと、指で押おさえ、引っ張ぱり、リーズの力を利用して流してしまう。


　それでリーズの体たい勢せいは崩くずれ、さらに女に足を払はらわれて、倒たおれる。その、倒れたリーズの胸むねに、なにをどうされたのか、彼の剣が落ちてきて、


「うおわ」


　しかしリーズはとっさに、地面を転がってそれをよける。そのまますぐに立ち上がり、二、三歩、後ろへ下がって、こちらに逃にげてくる。そのまま、余よ裕ゆうのない表ひよう情じようで女をにらみつけ、言った。


「……レファル」


「なんだ？」


「私が彼女を足あし留どめしてる間に、逃げてください。さすがにあれはちょっと、手に負えない」


「んぁ？　てめ、ふざけんなよ。おまえ一人であんな化物相手にできるわけ……」


　が、それを遮さえぎって、


「当然できません。ですがここで二人して死ぬわけにはいかない。仲間たちとの──その剣けんを復ふつ活かつさせるときに犠ぎ牲せいになった仲間たちとの約束を果たさないままに、馬鹿みたいに二人して無む駄だ死じにするわけにはいかない……でしょう？　さあ、早く逃げてください。で、リルを呼よんできてください。たぶん、彼女とまともにやりあえるのは、リルしかいない」


　言いながら、リーズは手を宙ちゆうに踊おどらせ、光の格こう子しを編あみ始める。ガスターク特有の魔法。リーズはどちらかというと肉にく弾だん戦せんより、魔法が得意なタイプだった。


　だが。


　だがその、魔法を女は楽しげに眺ながめながら、


「え～、魔法使っちゃうの？　魔法使っちゃたらもう、あたし手て加か減げんできないけど、それでもいい？」


　と、言った。


　異い常じようなまでに強大な魔力を持つ『先せん天てん性せい魔ま導どう異常』の能のう力りよく者しやがそう言って。


　それに、レファルは魔法を完成しかけていたリーズの手を、止める。


　それにリーズが、


「なにを……」


　が、レファルは首を振ふって、それから女を見る。


「……いまおまえ、手加減っていったな。じゃあ、はなから俺たちを殺す気はなかったってことか？」


　すると女は微笑ほほえんで、


「ううん。殺せればラッキーとは思ってたけど……あんたがほんとにグロウヴィルに選ばれてるなら、いまのままじゃ、無理だなぁ。殺すためのアイテムが足りない」


　という言葉に、レファルは益ます々ます緊きん張ちようする。


「……なぜ、この剣のことを知ってる？　おまえまさか、『女め神がみ』の遣つかいじゃ」


「はずれ～、ってか、見ればわかるでしょうが。こんな美少女が、あんな化物なわけないでしょう」


　と、言った。


『女神』を化物だと言った。


　つまり彼女は、『女神』という存そん在ざいについても知っているということだ。いや、それだけじゃない。このグロウヴィルのことを知っているということは、こちらの世界にこの剣をもたらした、『司祭』についても知っているということだ。


　しかしそれだけの情じよう報ほうを持っているというのは、いったい、どんな勢せい力りよくだ？


「おまえはいったい、何者なんだ？」


　と、レファルは聞いた。


　すると彼女は綺き麗れいな、完かん璧ぺきな笑みを浮うかべて、


「警けい告こくする者よ、レファル・エディア」


「……警告する者？　なんの警告だ」


「あなたの進む先について、警告する者。こっちにきちゃだめ。進むならデルリローザルー・クスラーにいきなさい。エロン神都にきちゃあだめ。あたしがお金もらえなくなるからね」


　というその言葉で、こいつがいったい何者なのか、レファルにはわかった。


「……ゲイルフィックラントに雇やとわれた、傭よう兵へいか。噂うわさは聞いてるぞ、『蒼あおの公ひ主め』。そうか。おまえがあの、中央大陸の小国を潰つぶして廻まわっている傭兵団だんの首しゆ領りようか、ピア・ヴァーリエ」


　そう、レファルは言った。


　するとそれに彼女は微笑む。


　ピア・ヴァーリエは、微笑む。


　そして言った。


「首領じゃなくて、女王よ、強くて傲ごう慢まんな勇者王さん」


　そう言ってからまた、彼女は微笑んで、


「さて、あたしの言うことを聞きなさい、勇者王。さもなくば──」


　そこで、彼女の全身から、殺気が噴ふきだす。心しん臓ぞうが止まってしまうかと思うほど強大な殺気が噴きだす。


　そして言った。


　彼女は言った。


「さもなきゃ、殺すわよ」


　しかしそれに。


　それにレファルは、笑みを浮かべる。殺気を放つ、彼女を見て。


　いや、彼女の背はい後ごに現あらわれた、もう一人の部下の姿すがたを見て。


　リルだ。


　リル・オルラ。


　その、リルを見て、レファルが言う。


「その小生意気な女を殺せ」


　するとリルが答える。


「当然」


　そして手を掲かかげる。その手の指には、金色の指輪がはめられている。『神かみ依より』の体たい質しつの者にしか使えないという『忘却欠片ルール・フラグメ』──『來らい獣じゆうの指輪』だ。


　その指輪を振り、


「来このかたの獣けものよ、有れ！」


　そう叫さけんだ。


　途と端たん、リルの周囲の空間から、雷かみなりの塊かたまりのようなものがいくつも現あらわれて、それが徐じよ々じよに獣の形になり、ピアを囲んでいく。


　しかしその、雷の獣を見ても、やはりピアは表情一つ変えず、微笑ほほえんだままで言った。


「あ、そう。そうくるんだ？」


　それにレファルはうなずく。


「ああ。降こう参さんしたほうがいいぞ？　俺おれは女は殺したくない派はだからな。降参して、俺らにおまえの持ってる情報を寄よこせば、許ゆるしてやる」


「あら、優やさしいのね」


「見りゃわかるだろ？」


「あは」


　と、彼女は笑う。しかしそれは余よ裕ゆうの笑み。この状じよう況きようでまだ、この女は余裕の笑みを浮かべる。


　そして。


「……じゃあその、優しい男の子たちを殺すのは心が痛いたむから、やめといてあげる。でも警告はしたからね？　ゲイルフィックラントのほうには、手を出すな。わかった？」


　言ってから、彼女は体たい勢せいを低くする。


　それにリルが、


「逃にがさないよ」


　と、指を振ふるう。すると雷の獣が彼女を襲おそう。


　しかしそれに、ピアはやはり笑ったまま、


「がお～！」


　と、かわいらしくうなる。
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　すると彼女の指先──いや、その五本の指先にはまっていた小さな、赤い、付け爪づめのようなものから突とつ如じよ真しん紅くの光が伸のびだし、それがリルの放った來獣を、切り裂さく。


　それもただ切り裂くんじゃない。ずたずたに、細切れに、原形を留とどめないほどに切り裂いてしまう。


　そして、


「じゃ、またね。もし次、あたしの言い付けを守らないで戦場で出会うようなら──次はほんとに殺すから」


　言って、彼女は懐ふところから小さな、玉のようなものを取り出した。それを宙ちゆうに放つ。その玉が強い光を放った、と、思った直後。


「…………」


　彼女の姿はもう、どこにもなかった。


　それに、三人はしばらく、無言でピアが消えた場所を見つめる。


　それから。


「……『蒼の公ひ主め』、か」


　小さく、レファルは呟つぶやく。


　空を見上げる。


『蒼の公ひ主め』の女王ピア・ヴァーリエは、ゲイルフィックラントには手を出すなと言った。エロン神都には、手を出すなと言った。出したら殺すと、そう言った。


　その言葉を思いだす。


　彼女が言った言葉を思いだす。


　それを思いだしてから、


「ったく、なんだあれは。顔ばっかかわいくて、中身はとんでもない化物だったな……」


　そう言ってから、レファルは幼おさな馴な染じみの、同じ重荷を抱かかえこんでいる二人の顔を見つめて、言った。


「で、どうよ？　いまのどう思った？　次は、対たい処しよできるかね？」


　するとそれに、リーズが言う。


「しなきゃ、始まらないでしょう。今後は『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う敵てきも、増ふえる。そうじゃなくてもローランドはすでに使っていますしね。『蒼の公ひ主め』との戦争は、そのローランドとの戦いに備そなえる練習には、ちょうどいい」


　それにリルが肩かたをすくめ、


「勝てれば、の話だがな。犠ぎ牲せいも大きそうだ」


　しかしそれに、レファルは笑う。


「犠牲が大きいのは、いまに始まったことじゃない。そうだろう？」


　すると二人はうなずく。


「そうです」


「そうだな」


「なら」


　と、レファルは言った。


「なら、進むぞ。少し、無む駄だな時間を過すごした。エロン神都へ──そしてゲイルフィックラントへ向かう。リーズ、号令をかけろ」


　すると再ふたたび、リーズが手を上げる。振り下ろす。


「進め！」


　と叫さけぶ。


　そして進軍が始まった。


　ガスターク帝てい国こくの、中央大陸へ向けた進軍が始まった。


　レファルはそれを見る。


　それから踵きびすを返し、いまから進む方向を見る。


　この先にはエロン神都があり、さらに大国ゲイルフィックラントと、そのゲイルフィックラントに雇やとわれている『蒼の公ひ主め』とかいう傭よう兵へい団だんがいて。


　そしてその、さらに先に、『堕おちた黒い勇者』が、北上を続けている。


　それを見て。


　レファルはそれを見て。


「……さあ、ここからが本番だ。俺たちの物語を始めるぞ」


　そう、リルと、リーズと、そして仲間たちに言った。






　あとがき







　えー、いきなりですが、とんでもなく重じゆう要ような発表がこのあとがきでいくつかあります。


　というか、今回はどういうわけかこのあとがきの間に、漫まん画がとかまで載のっちゃうので、最後までお付きあいお願いいたします。





　ではではそんなこんなでー。


　いかがだったでしょうか大伝勇伝４！


　もう、ここまでわりとゆっくりやっていたのが噓うそだったかのように、どんどん、ぐいぐい、話が進んでいきますね。もう、書いてる僕がびっくりするほど進んでいるのですが、それでもちょっとずつ、当とう初しよ作っていたプロットからは巻あたりの進み具合が遅おくれ始めているので、さらに加速でいこうと思います。


　みなさん最後まで、ついてきてくださいね！


　あと、ついに前巻あたりから、短編集の『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズにのみ登場していたキャラとかが、主要キャラとして登場し始めました。


　なるべく、なるべく、『とり伝』読まなくてもわかるように書こうとは思っていますが、それでも読んでいたほうが百倍おもしろくなると思うので、ぜひぜひ、『とり伝』のほうも読んでみてくださーい。


『とり伝２』以降の、書き下ろしにでてくるライナの過去話とかのキャラは、もう、ほとんど全員主要キャラになるので、読んでおくと、おおー出てきた！　と思えてお得です！





　と、そんなこんなで。


　そろそろ重要な発表にいこうかな、なんて思ったけれど、もう少し書かなきゃいけないことがあるので、それ書きます。


　まず、この大伝４が、なんと、僕ぼくが執しつ筆ぴつした小説、40冊目なのです！


　エル・ウィン、伝勇伝、あわせて40冊！


　あっという間に40冊。


　40冊。


　40冊って!?


　なんか、こんなにいっぱいだしてるのに、みんながついてきてくれているということに、すごく驚きよう愕がくです。だってさー、だって、読むの大変じゃーん。40冊とかって、びっくりだなぁ。本当にみんな、ありがとね。いつもいつもの発言なので、もうほとんど省しよう略りやく形けいでいきますが、みなさんの応援がなければ、作家なんて存在できな──以い下か略りやく。


　ほんとにありがとうございます。


　これからもよろしくお願いします。





　というわけで重大発表へいくわけですが、あーと、その前にもう一つ、すごく大事なことを言っておかなければいけないので、それを書きます。





　実はね、大伝３で、すっごい馬ば鹿かなミスを、僕はしているのです。とあるキャラのアイデンティティーに関わる設せつ定ていミスをしてしまっているのです。それが今後の展開に関わるわけではないのだけれど、気づいちゃった人は、読んでる最さい中ちゆうにちょっと醒さめちゃうかもしれない。それが本当に申もうし訳わけない。


　メールやファンレターでも、ここ、おかしくないですか？　あれはあれでしたよねー？　という指し摘てきがあったのですが、ちょっとそのへんについては編集部から、こちらで会議するまでは返答は控ひかえてください、とのことになりました。そんなこんなで、返答が遅おくれてしまい、すみません。


　で、編集部と話しあい、こっそり直して重じゆう版はんする──というのは、よくないだろうという結けつ論ろんがでました。やはりちょっと大きなミスなので、こっそり直すというのは初しよ版はんを買ってくれた方に申しわけないからです。


　なのでここで、謝しや罪ざいすることにしました。


　気づいてしまった方、ごめんなさい。


　ただ、それがどこだったのかは、ここでは明めい示じしません。気づかなかった方が、あー、ここミスしてると気づき、醒めてしまわないように。


　でもって、気づいてしまった方へのメッセージ。





　その通りです！　間ま違ちがってます！　僕も気づいたときはベッドに倒れこみました。ほんとごめんね。そして、彼は勉べん強きよう家かだったので、いろいろ詳しかった──という情じよう報ほうに、頭の中で書かき換かえてもらえると、嬉うれしいです。


　本当に、本当にすみませんでした。





　と、いうわけで。


　僕のだめっぷりが判はん明めいしたところで、次へいかせていただきます。


　えー、ついに。


　ついに重大発表へと向かうわけです。


　というか、すでに気づいた方も、いるかな。この本にはさまっているチラシが、いつもの広こう告こくチラシであるＦｕｎＦｕｎファンタジア！　以外に、もう一枚入ってることに、気づいた方もいるかな？


　そうなんです。


　なんと。





　僕──鏡かがみ貴たか也やは、八年ぶりに新作を立ち上げるのです！





　それにあたってなんか、九月発売のファンタジア文庫＆ミステリー文庫のすべてに、僕の新作専せん用ようの投げこみチラシが入っているのですってちょっと気き合あい入いれて宣せん伝でんしすぎじゃなぁあああああああああああああい!?





　ってか、たぶんこれ、すげぇ予算がかかってるはずなので、これ売れないと僕、干ほされるかもしれん。まじで干されるかもしれ～ん（涙）


　おまけにこのあとがきの中に、その新作の宣伝漫画が挿そう入にゆうされます。


　ね？　なんか、富士見編集部が本マ気ジすぎて、鏡貴也の命運がこれにかかってるっぽい雰ふん囲い気き、でまくってるでしょ？


　怖いほどでまくってるでしょ？


　やべぇ。これやべぇなぁ～。


　とりあえずその、新作予告の漫画を、見てみてください。


　描かいてくれたのは、新作のイラストを担当してくれる榎か宮みや祐ゆうさんです。


　作品のタイトルは、


『いつか天てん魔まの黒くろウサギ』


　といいます。


　ではでは、↓こちらから～。
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　どうでしたでしょうか？


　というか、その予告漫画を僕はまだ見てないのですが。


　ただ作品はものすごく早い段階で完かん成せいしていました。


　で、久し振ぶりの新作を、僕はとても楽しんで書けたので、その、僕が楽しかったのがみなさんに伝わればいいなぁと、願ねがっております。


　で、伝わればいいなぁとかなんとか僕が願っていたら、なんか突とつ然ぜん富ふ士じ見みの社長さんやら部ぶ長ちようさんやら課長さんやら編集長やらがきて、おもしろかったから編集部総そう押おしでいきます！　総押しでいくからには予よ算さんをものすごく使います。結果がでなかったら鏡さんの責任でよろしくお願いしますってちょっと待ったぁあああああああああああああああ!?


　と、叫さけんだり叫ばなかったりしてるうちに、なにやらこの、新作が立ち上がる十一月から、新作、伝勇伝、交互に六か月連続刊行でお願いしますとかいうオファーがってだからちょっと待って!?


　ドラマガにも新作と伝勇伝同時載のせでお願いしますってだからちょっと待って!?


　新作立ち上がっても、伝勇伝の刊かん行こう数すうは減へらさない方向でお願いしますってだからちょっとそれ待てぇえええええええええええええええ!?


　と言ってるうちに、なんかスケジュール帳ちようが真まっ黒くろになっていきました。


　でも、本当に早い段階でいろいろ動かしたので、手てを抜ぬいていません。編集部も死ぬ、死ぬと言いながらみんな本気で動き回っていて、今回はちょっと、かなり本気です。


　とりあえず今後の展てん開かいとしては。


　えーと、いま、この大伝４と同時に発売されているドラゴンマガジンに、新作の告知特集と、あと、新作が発売する十一月にあわせて開かい催さいされるサイン会の告こく知ちが載っています。


　でもって再さ来らい月げつ、十一月二十日に、八年ぶりの新作である、『いつか天魔の黒ウサギ』が発売されます。





　さらに同日、十一月二十日発売のドラゴンマガジンの表紙は、なんとこの、『いつか天魔の黒ウサギ』です。新作でいきなり表紙です。伝勇伝も一緒に特集されて、鏡貴也祭りになるそうです。


　そのドラマガにはもちろん、伝勇伝の原稿も、新作の原稿も載ります。





　それこそ併あわせて百枚どころじゃないほど大量の原稿が載ります。伝勇伝の原稿は、この長編のあとの話なのに、どこにも収録されない可能性があるものを書いています。


　そしてその、十一月二十日を皮かわ切きりに、







　十一月　いつか天魔の黒ウサギ１


　十二月　堕おちた黒い勇者の伝説３


　一月　　いつか天魔の黒ウサギ２


　二月　　大伝説の勇者の伝説５


　三月　　いつか天魔の黒ウサギ３


　四月　　堕ちた黒い勇者の伝説４







　ってあほかぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?


　で、この連続刊行にあわせてキャンペーンとかやるらしいです。


　詳くわしくはまだわからないけれど、新作と伝勇伝買ってくれた方にプレゼントとかそういうことらしいです。


　ふむ。ほんとに。ほんとになんか、富士見が本気だ。


　それを横で見ている僕は、非ひ常じように、なんというか、怖こわいです。担たん当とう編集も僕と一緒にがくがく震ふるえています。怖いよ怖いよと震えています。


　いや、新作に関しては、本当に納得いくものが書けたのですが、でも、あまりに編集部に本気を見せられると、それでも怖いなぁ。


　あの、その、みんな応援、よろしくお願いします。僕も連続刊行がんばるので、みんな、このお祭りについてきてね～。





　僕がついていけるかもまだわかんないけどね!!





　と、がくがく震える怖い宣伝をひとしきり終おえて～。





　ダイエットがうまくいってます！（話変わりすぎ）


　リエータっていう、食事置おきかえのダイエット食品で、どんどん体重が落ちてきて、このままならデビュー当時に戻もどれる！　と、勢いこんでます。


　とりあえずサイン会までにはなんとかする！　という目標で、がんばってます。





　無理かな……（えー）





　とかなんとか言ってるうちに、あっという間にあとがきスペースが徐じよ々じよに減ってきました。今回もあとがきスペースは大量にあったんですが、予告漫画が載ったおかげで、ちょっと楽だったかなぁ。


　とりあえずは、さっき予告したとおりなことが、十一月からどどどどどーんと始まります。





　とにかく今後の展開についての詳くわしいことは、この本と同時発売のドラゴンマガジンに。


　そしてなにより、十一月二十日発売の新作！


『いつか天魔の黒ウサギ』と、その新作が表紙の鏡貴也お祭り号ドラゴンマガジンにて！





　さて。


　さてさて。


　いまから、十一月が怖くて仕方ないよ～（涙）


　ほんと、あの、みんな応援よろしくお願いします!!





　それでは十一月の新作のあとがきでまた、お会いしましょー!!







鏡　貴也





初出





ドラゴンマガジン２００８年７月号＋書き下ろし




大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ４


虚々実々の大幻惑





鏡かがみ　貴たか也や
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